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表題はイタリア語でパッソ・ア・パッソと読み、「一歩ずつ」という意味です。�
地道に努力して難関に挑戦し、突破してほしいという願いが込められています。�

注：�後半のデータは確定済みの平成16年度のものを掲載しています。�

社会知性の開発を目指す�

専修大学は、1880年（明治13）に設立された
私立専門学校（学校名「専修学校」）を基礎
とし、時代の進展とともに発展してきました。�
創立当初の本学は、他校に先駆け経済科と法
律科を併設し、経済学と法学の複合教育によ
って日本社会の近代化を担う人材を育成し、
120年にわたり社会・経済の運営を担う実践的
な人材を育んできました。�

21世紀のさまざまな社会課題の解決に貢献し、合わせて自己実現を図っていく人材に求められるもの、�

それは、「社会知性（Socio-Intelligence）」だと専修大学は考えます。�

そしてこれが21世紀の「専修大学が創り育てる知」です。�

「専門的な知識・技術とそれに基づく思考方法を核としながらも、
深い人間理解と倫理観をもち、地球的視野から独創的な発想により
主体的に社会の諸課題の解決に取組んでいける能力」である。�

社会知性�

Socio-Intelligence
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この２年の間、年度初めに１

年生を対象としたガイダンスに

出席して資格取得の心構えを話

し、真剣な取組みを求めている。

というのも、このところ資格取

得をめざす者が年々増加してい

るが、資格取得だけを目的とし

た履修者が増え、中には単位取

得に追われ、大学生活も楽しめ

ず、専門をおろそかにし、さら

には卒業も危うくするといった

者までおり、そのような不幸な

事態を招いてほしくないという

願いからである。

しかし、教職課程では、こう

した資格取得だけを目的とする

履修に歯止めがかかりそうであ

る。せっかく苦労して教職単位

を修得しても教員免許をもらえ

ない、また免許を取得しても失

効してしまう、そんな改革がい

ま進められている。

改革の柱は二つ。一つは、こ

れまで教職課程で必要な単位を

修得し、各学部を修了（卒業）

すればほぼ自動的に教員免許状

が交付されたが、これからはさ

らにその人物が教師としてふさ

わしいか判断した上で免許状が

授与される（適格性審査制）と

いうもの。もう一つは、免許取

得後、原則10年ごとに一定の講

習を修了しなければ免許が失効

する（更新制）というもの。前

者は、国が判断基準を定め、各

大学の「教職課程委員会」（仮称）

が審査し、不適格と認定した場

合には免許を授与しないことが

できる。その基準には「使命感

や責任感、愛情」「社会性や対人

関係能力」「子どもの理解」「教

科の専門的知識」「教科の指導力」

の５項目が挙げられている。後

者は、10年ごとの講習が義務付

けられるだけでなく、さらに教

員としての適格性があると判定

されなければ免許は失効する。

講習は数十時間程度で、大学、

都道府県、政令指定都市の教育

委員会が実施する。これらの改

革はまだ案の段階だが、早けれ

ば2006年にも教員免許法が改正

される予定である。

こんな案が出てきた背景には、

教科の専門知識や技能が足りな

い、学級もまとめられないいわ

ゆる「指導力不足教員」問題が

ある。指導力不足と認定された

教員は、200 3年度48 1人、

2004年度566人と年々増加して

いる。公立学校教員数は全国で

約93万人で、2000人に１人の

計算になる。それだけではない。

昨年度の新規採用１万9500人の

うち191人が１年間の条件付採

用期間後に正式採用されなかっ

た。不採用率約１％で過去最高

を記録した。

教員の問題行動への対応は、

懲戒・分限処分や配置転換など

の現行制度でも可能である。し

かし、適格性審査制と更新制の

導入は、これらの教員を生まず、

また排除しやすくするのがねら

いである。目的はこれだけだろ

うか。教員になる気もないのに

免許だけを取ろうとする者を事

前に排除したいというねらいも

ありそうだ。

ところで、現在、教職課程を

履修している者はどうなるか。

この点は明確でない。ただ、不

利益不遡及の原則から、現職教

員は対象外となる予定なので、

同様に対象外となりそうだ。し

たがって、今回は従来どおり免

許は交付されるし、更新制も適

用されない可能性が高い。しか

し、安心するのはまだ早い。現

職教員に、同様の講習を義務付

けるかどうかは今後議論すると

している。これらの者に更新制

が適用されるのも遠い先のこと

ではない。

免許を取っても教員になるつ

もりはない、という声をよく耳

にする。教員免許は、いざとい

う時の保険であればよいとの考

えである。しかし、更新制が導

入されれば、保険の意味は薄れ

る。10年後に数十時間の講習を

受けろと言われ、そんな時間的

余裕や意欲がある者が何人いる

だろうか。教員免許は、もう保

険にならない。免許の取得には、

これまで以上に明確な目的意識

が求められることを自覚すべき

である。

教員免許制度が大きく変わろうとしている
専修大学教職課程協議会委員長　経済学部　教授　矢吹　芳洋
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全国私立大学教職課程協議会
（全私教協）の第25回大会が2005
年５月21日、22日の両日にわた
って名古屋の南山大学を会場とし
て開催された。今大会の公開シン
ポジュームでは「教員養成政策の
新段階」という統一テーマの下で
討論が展開された。具体的には、
教員免許の総合化、弾力化や教員
専門職大学院などの動きと、これ
にともなう教員採用の変化につい
て多面的な検討が行われた。本稿
では、そこでの議論の概要を紹介
するとともに、今後の本学資格課
程のあり方に関するヒントのよう
なものを探ってみることにしたい。
なお、分科会においては「教育実
習におけるセクシャル・ハラスメ
ント」の問題も議論されているの
で、これについても若干ふれてお
くことにする。

１．教員免許制度改革と教員養成

中央教育審議会の2002年４月
の答申では、今後の教員免許制度
のあり方について、総合化と弾力
化の方向を打ち出している。この
場合、弾力化は現行の教員免許制
度の下での拡大ということであり、
総合化は中長期的な課題として位
置づけられている。この総合化と
弾力化は、各学校段階における基
準性を明確にするとともに、その
連続性を確保することをねらいと
して、キャリア科の新設などの教
科の再編、小中一貫校の開設など
の動きと軌を一にしている。実態
においても、地方自治体では小中
学校間での教員人事の交流が推進
されている。今後、小中学校の総
合免許状も構想されてくるが、そ
れぞれの学校種における学び方、
教え方の違いなどもあり、直ちに
これが実現することは考えにくい。
また、今日の我が国における教員

養成の実態からは、開放型の教員
養成の崩壊と終焉に結びつくこと
が懸念される。
教職専門科目の重点的履修や実

務家教員の採用のための教員養成
の専門職大学院の設置や、教職課
程の認定の厳格化とあわせて、実
践的な講義の実施や講義内容・方
法の改善を求める中で、教員免許
の更新制の導入も具体化しつつあ
る。教員専門職大学院の論議の背
景には、現在の教員養成大学学部
における教員養成系修士課程大学
院に対する不信感が存在している。
それは、実践性を欠いたテーマの
修士論文が多いということである。
このため、国立の教員養成大学・
学部では、教員専門職大学院の設
置拠点校として指定を求めるとと
もに、それに外れた場合の再編を
回避するための動きが急である。

２．教員養成システムの課題

今日、児童生徒の学習意欲の低
下、規範意識・自立心の低下、社
会性の不足、いじめや不登校の深
刻な状況など、学校教育が抱える
課題は一層複雑化し多様化してい
る。このような学校現場の課題に
対応し得る高い専門性と、豊かな
人間性・社会性を備えた力のある
教員の養成が求められている。
教員養成のあり方としては、学

部段階では、教科指導及び生徒指
導に関する基礎的かつ基本的な資
質・能力を確実に育成することが
求められている。また、大学院段
階では現職教員の再教育も含めて、
特定分野に関する高度の資質能力
や、教職としての高度の専門性を
備えた多様な教員の養成が期待さ
れている。
しかしながら、大学における教

員養成の現状については、「理論や
講義が中心で、演習、実習等が不

十分」「教職経験者による指導が少
ない」などの実践面での指導力の
強化などが、課題として指摘され
ている。特に、大学院段階では、
研究者養成と高度専門職業人養成
との区別が曖昧なまま、とかく個
別学問の専門性が過度に重視され、
教職としての専門性の育成がおろ
そかになる傾向がみられる。
高度な専門性を持った教員の養

成や、現職教員の再教育の充実を
図っていくためには、学部段階で
の教員養成の着実な改善・充実を
はかるとともに、大学院での教員
養成と再教育のあり方の見直しや、
制度面での検討も含めた、教員養
成と再教育システムの充実と強化
が求められている。

３．教員養成のための専門職大学

院制度

我が国における高等教育の普及
とともに、科学技術の進展、急速
な技術革新、社会経済の複雑化、
グローバル化などを受けて、社会
の様々な職種、領域において大学
院レベルの高度な専門的職業能力
を備えた人材が求められるように
なった。
このため、平成15年度から、従

来の大学院制度とは異なり、目
的・教育内容・方法・体制などを
高度専門職業人の養成に特化した
「専門職大学院」制度が創設された。
法曹、会計をはじめとして様々な
分野で、高度専門職業人の養成に
特化した専門職大学院の設置が急
速に進んでいる。同様に、教員養
成の分野においても、「教職」とい
う職務内容の高度化、複雑化、多
様化が著しい専門的職種としての
性格を踏まえて、より高度な教職
専門性を備えた教員の育成が期待
されている。
我が国の教員養成は、戦後、「開

「教員免許制度改革と教員採用の動向」
～全国私立大学教職課程協議会での議論から

商学部　教授　中野　育男
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放制」の原則のもとに、一般大学
学部と教員養成大学学部とが、そ
れぞれ個性を発揮して、行われて
きた。引き続き、この「開放制」
の原則の下で、学部段階では教職
の基礎・基本となる資質・能力を
しっかり育成するとともに、大学
院では教員養成、再教育の充実を
はかるための専門職大学院制度の
活用が期待されている。

４．教員専門職大学院の目的と機

能

開放制の原則の下での教員養成
システムを前提として、新たに専
門職大学院を活用する場合、教員
養成が抱える今日的課題への対応
の必要性や、各大学の大学院段階
での取組みの実績を考慮すると、
当面、教員専門職大学院では次の
ような目的と機能が特に期待され
る。
現場で一定の教職経験を有する

小・中・高校等の現職教員を対象
として、将来、地域におけるリー
ダー的な教員や指導主事、学校の
マネジメントにとって不可欠な指
導理論と実践力・応用力を備えた
学校管理職の養成、さらに、学部
段階で教員としての基礎・基本と
なる資質・能力を身につけた学生
のなかから、より実践的な指導力
を備えた「即戦力」としての新人
教員の養成などの目的と機能が期
待されている。

５．教職課程の認定審査の課題

中教審教員養成部会の課程認定
委員会は、2005年３月の文書の
中で、教職課程の質の確保をはか
る必要性を強調し、審査基準の具
体化を図るとともに、課程認定を
受けた後の教職課程についてもそ
の質を維持するための方策の整備
について検討を行うとしている。

各大学においては、大学として
の教員養成に対する理念・構想の
明確化が求められ、カリキュラム
と履修方法、教員組織を中心とし
た現行の審査から、学科の設置趣
旨と免許状の相当関係、授業構成、
履修指導、改善のための組織的取
組み、などを含む体系的な審査を
導入することを検討している。
また、教職科目の設定趣旨の明

確化も求めており、免許法の区分
に従って配置されている各教職科
目について、それに相応しい授業
科目名及び授業内容等について一
定の指針を示すことにする。例え
ば、教育の方法及び技術（情報機
器及び教材の活用を含む）、教育相
談の理論及び方法（カウンセリン
グに関する基礎的な知識を含む）、
などがあげられている。
教職課程担当教員の研究業績の

審査基準の明確化も求めている。
現行では、実務経験を有し、実践
的な教育力を有する者についての
判断基準が定められていないが、
教員として求められる資質を明確
化するとともに、積極的な活用が
期待されている実務家教員につい
ては実務経験を評価し、審査する
基準が別に必要であるとしている。
その際、他の教員とのコラボレー
ションの可能性についても視野に
入れておく必要がある。

６．教員免許制度改革と採用・研

修

我が国の人口構造の影響を受け
て、教職を志望する者にとっては
長く冬の時代が続いていた。しか
し、近年、団塊の世代の大量に採
用された教員が、定年退職の時期
に差し掛かり始めたことから、小
学校教員から再び大量採用時代が
始まろうとしている。教員を採用
する側の教育委員会では、採用試

験の倍率は低下しても、優れた資
質と能力を持った教員を厳選して
採用するために、努力を重ねてい
る。
一部の都府県においては、教員

採用の選考試験事務が市町村段階
に委ねられるようになってきてお
り、特区制度を活用したユニーク
な教員も学校現場に登場している。
また、地域特性を踏まえた提案方
式の採用試験も行われるようにな
っている。こうしたなかで、教員
には、高い信頼性と即戦力として
資質が求められている。とくに求
められている指導力としては、秩
序ある学級集団を形成し維持する
力量があげられている。このよう
な力量は、教科の指導力の土台と
なるものであり、重要である。
現行では教員免許状は、採用時

に一回だけ提示され、あとはずっ
と保管されたままになっているが、
教員免許の更新制の導入がなされ
ると、免許状の切替えの時期にお
いて、教師としての技量の精錬度
が点検されることになる。豊かな
経験と勘そして度量を備えた教師
（ＫＫＤ教員）となるには日頃の自
己研鑽と、指導力を増強するため
の研修の制度が必要となる。近年、
学校現場では自発的な校内研修が
行われるようになった。校長、教
頭といった管理職やベテラン教員
が中心となって、しかも、任意参
加のかたちで教育のスキルを教授
する「校内教師塾」が開かれてい
る。
教員の採用の現場では、近年、

３種の神器としてＣＣＬが重視さ
れている。最初のＣはコンピュー
タのことであり、パソコンをツー
ルとして指導できる能力が必要と
される。次のＣは、カウンセリン
グのことである。多様な児童生徒
の就学を支援し、教室をまとめて

7
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行くことのできる指導力が求めら
れている。最後のＬは、ライブラ
リーということで、教員免許とは
別に、司書教諭や学芸員の資格を
持っている者は、今後、採用が有
利になるということである。児童
生徒を対象とした読書指導、読書
教育の重要性が現場では注目され
ている。

７．教育実習におけるセクシャ

ル・ハラスメント

この研究大会の分科会では、
2004年度に実施された教育実習
の際のセクシャル・ハラスメント
に関する調査についての中間報告
が行われた。それによると教育実
習生の９％が何らかの形で教育実
習中にセクシャル・ハラスメント
に遭遇した（被害・見聞）ことが
明らかとなった。その内訳は女性
が10％、男性が８％であった。こ
の結果は３年前に実施された調査

とほぼ同様である。
教育実習におけるセクシャル・

ハラスメントの典型例は、加害者
が主として教員であり、性的なか
らかいの対象となったり、冗談を
言われ、教育実習生が精神的苦痛
を感じるというものである。これ
らは酒席で行われることが多い。
そして、このような行為に対する
対処法としては、軽く受け流すこ
とが精一杯である。また、教員以
外の加害者として最も高い比率
（25％）を占めているのは生徒で
あった。これらの行為によって教
育実習への意欲や能率の低下を訴
える実習生の割合も多い。
教育実習の事前指導の中にセク

シャル・ハラスメントに関する内
容が含まれているか否かについて
の調査では、31％の実習生が入っ
ていたと回答している。しかし、
事前指導の内容は多岐にわたり、
セクシャル・ハラスメントに関す

る事項について充分な指導が行え
ないという現実もある。セクシャ
ル・ハラスメントに関する事前指
導では、この被害を回避するため
の指導が重要であり、事例の検討
などを通じて認識を高めておくこ
とが必要である。酒席での被害で
は、とくに２次会以降において被
害が多いことから、酒席の出席は
１次会までとし、実習中の帰宅時
間は午後10時までとするといった
指導をしている例もあった。
調査では約７割の大学が、教育

実習生に対するセクハラ防止の対
策に関する取組みを行っている。
実習生がセクシャル・ハラスメン
トに遭遇した場合、教職課程とし
て学生の相談に応じたり、実習校
や教育委員会と交渉するなどの対
応が多く、学内のセクシャル・ハ
ラスメント相談窓口に委ねたり、
弁護士などの外部機関に相談する
などの例もあった。

8
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１　ワークショップの魅力！

ワークショップを活用した教師
（養成）教育。これが私の大学教師
としてのこだわりである。理由を
３点挙げる。ワークショップは、
教室現場に心に小波が立つ経験を
創出できるからである。ワークシ
ョップは、「離見の見」（世阿弥）
の視点を養うことができるからで
ある。ワークショップは、コラボ
レーションの良き実習となるから
である。
この小論は、電子辞書を片手に

（gray hairになりつつ）参加した、
カリフォルニア大学サンタクルー
ズ校教育学部付属New Teacher
C e n t e r 主催の「 I n d u c t i o n
Institute April 2005」の学びの一
部に焦点をあてたい１。取り上げる
のは以下の２点である。
① 教師教育ワークショップの内容

的記述（コンテント）
② 関係的側面からの学び（プロセ

ス）

2 アメリカ教師教育の課題とセ

ンターの位置づけ

志の高いプロ教師の養成とその
資質能力の向上。ここアメリカで
も議論が盛んである。加えて、
2001年以降、教育の「Account-
ability」への要求の高まり（具体
的には全州スタンダード・テスト
のスコアが求められること）。新人

教師の高い離職率（５年間で約半
数の教師が教壇を去る現実。図１
参照）。今後10年間に220万人の
教員が不足するという予測２。これ
らのファクターがこの議論をホッ
トにする。
孤立しがちな新人教師のサポー

トという使命から、New Teacher
Centerと教育委員会・学校、大学
とが共同で、フルタイムのメンタ
ー（良き相談相手）制度をコアと
する初任者研修プロジェクト
（Santa Cruz New Teacher Pro-
ject。以下SCNTPと記す）の実践
を積み重ねている。図1に示すよ
うに、離職率低下という「消極的」
な側面に限定しても、効果が見ら
れる３

表１に、このプロジェクトの骨
子を整理しておこう。最大の特徴
は、専任メンター制度を採用して
いることである（所属学校から離
れ、授業はもたない）。メンター１
人あたり14人の新人教師を担当す
ることになる。そこではOne-on-

oneかつ現場に根ざした指導・支
援が展開される。メンターはメン
ティーとの人間関係を重視するの
はもちろん、新人教師たちが担任
する児童・生徒たちの理解も要求
される４。指導原理として、①目標
に向かって実践研究をともにすす
める同僚性と②反省的実践（例え
ば、これを促進する仕掛けとして、
California Standards for the
Teaching Professionに適合させ
たSCNTPの「形成的評価体系」が
ある５）の２つが重視されている。

3 プログラムの構成‐コンテン

トからの学び‐

Induction Instituteワークショ
ップは、①SCNTPの体験的理解と
②各地域に応じたより効果的な新
人教師教育プログラムの開発及び
修正の糸口を探すという二つの目
的を持って構成されている。全米
から集まった参加者は33名。４人
以上の職場単位で参加しているグ
ループと私のように１人で参加し

Induction Institute 2005 コンテントとプロセスからの学び
商学部　助教授　小峰　直史

9

図１　教職維持率の比較

表１　SCNTPの中核部分
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ている者と参加形態はばらばらで
ある。職場単位をキーに５から６
人のホームチームが６つ作られて
いた。チーム編成の特性からであ
ろうか、ファシリテーターは、②
に該当するワークを「放課後」の
自主活動にまわすことが多かった。
3‐1 多彩な参加型学習－理解・

対話・さらなる理解のサイ

クル－

紙面の都合から、基礎的なメン
タートレーニングの中核部分を占
める３日目のコンテントの記述と
そこから得た学びに焦点を絞りた
い。
この日のテーマは、メンター‐

メンティーのリレーション作りの
意義と実際である。図２は、この
日のメインワークをDavid A. Kolb
氏の「体験学習プロセス」理論を

参考に、筆者が分類したものであ
る６。個々の体験を内省するところ
からはじまり、現実を分析し、メ
ンター・コミュニケーションのた
めの実習へとつなげる流れはワー
クショップのシークエンスから見
ても、基本に忠実であり安定感が
ある。視覚教材を用いた分析実習
あり、ロールプレイありとアクテ
ィビティの形態は多彩。参加者の
もつ知識やスキルを活用し、読
む・語る・見る・聴く・行動する
力が発揮できるようになっている。
図が示すように、体験的ワークと
小講義の位置取りも、「理屈」がほ
しいアダルトランナーには効果的
である７。
3‐2 ハード・ワーク！－Sud-

den LiteratureからJigsaw

instruction へ－

一つのアクティビティを紹介し
たい。これは５日目の最終セッシ
ョンで行われ、６日目の午前最初
のアクティビティへと繋がったワ
ークである。流れを表２に示す。
ねらいは、参加メンバーの視点

の深さと幅を広げることにある。
関心を共有する者と語り合うこと
で共感の輪を広げ、思考を深める。
違う視点に興味を持つメンバーと
（知的）関心をシェアしあうことで、
それぞれが関心の翼をひろげる、
というオープンエンドの発想を取
り入れた高度な構成的なアクティ
ビティである。
小中高校の各教科・特別活動・

道徳の領域でも応用可能なものな
ので、教育関係に進む方は、それ
ぞれの状況に応じて改良しつつ実
践してほしい。

4 プロセスからの学び

最終日の最後から２番目のワー
クでは、「それぞれのチャレンジ・
学び・心の動き」を、内省するこ
とが求められた。図３は私の
「Journey Map」である。
4‐1 ファースト・クエスチョ

ン：関心はエネルギー

パーティ会場でのDr. Ellen Moir
氏のウエルカム・スピーチをほと
んど聞き取れないことも憂鬱な気
分にさせた。その夜、ほとんど眠
れず、なんとも言えない緊張感の
中、ハイウエー１を走る。「パート

10

図２　3日目のワークの構成

表２　ワークの流れ

①個人作業：プリント2枚に6項目のトピックスが掲載（a.希望と教育 b.社会変革・社会的公正と教師 c.教師の質の

低下と学業達成 d.レイシズムの克服 e.新人教師の学びの場 f.経験から学ぶということ）。これらの中から最も興

味のあるものと，興味がわかないものを一つ選び，その理由を挙げる。

②同じ項目にマークした人を探し「シェアリング」。違う項目にマークした人を探し「シェアリング」。

③「シェアリング」後，再度，自分の最も興味のある項目を見直し，番号を選択。ファシリテーターより，選択番

号に応じた，その夜の宿題（マークしたものに合致した内容の10数枚～50ページ程度の論文）が割り当てられる。

④「同じ論文」を読んだメンバー同士でグルーピングがされ「シェアリング」。

⑤「違う論文」を読んだメンバーでグルーピング。自分の論文の要旨と④でのセッションの議論を報告し合う。
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ナー・インタビュー」から始まり
（ほんの少しブレイク・ザ・アイ
ス）、ファシリテーターから初日の
ゴールが示される（これは明確で
良かった）。一人の参加者が即座に
挙手（さすがアメリカ）。「日本の
教育が私たちの目標だ。日本の現
状について知りたい」と発言（エ
ッ、俺か！）。立ち上がると全参加
者の目が（ヒエー）。「日本の教師
教育の現状と教員による自主的カ
リキュラム開発」について語る。
事前準備していた資料も効果的
（準備は大切（と「自己満足」））。
彼女の私への質問は、その中味以
上に、「あなたに注目しているよ。
一緒に学ぼうよ」のメッセージと
受け止められた（さすがメンター
のスーパーバイザーが集まるワー
クショップだ）。こうして私の学び
の「ドア」は開かれていった。
4‐2 Dropout：閉じられた「ドア」

から突きつけられた課題

１対多の議論となるとヒヤリン
グ力に自信が持てない。そこでコ
ミュニケーション・ツールとして
大きな画用紙（A3程度）と多色ペ
ン（12色！）を準備していた。と
ころが、それを使おうとなかなか
言い出せない。「新人教師の発達プ
ロセスに応じた戦略」についてグ
ループ・ワークをしていた時に始

めて画用紙を使いプレゼン。「日本
はこう。アメリカも同じ？」。「違
う」と一言。議論はどんどん進ん
で行く。ついていけない。私の発
言と同時に、存在すらも軽く扱わ
れた気がする。議論に参加できな
い、アウトプットに貢献できない
学習者の気分は、とても苦い味で
あった。この日は画用紙と同様に
私の心まで閉じてしまった。
この時の経験が４日目のアクテ

ィビティ「Table Jigsaw Activity」
にも悪影響を及ぼしてしまった。
このワークは、これまで主に共同
学習をおこなってきたホームチー
ムから別れ、新メンバー間でグル
ープ討議。その結果を再びホーム
チームに戻り報告、ディスカショ
ンするという（一層ヒヤリング力
を要求される）ワークである。「聞
き取りが悪いからキーワードを画
用紙に書いて発言して」。またして
も言えない。自信のなさであろう
か。討議の進行という大きな問題
に提案できず、逃げ出したい気分
の１時間30分であった（それでも
「ドロップアウト」パンチを浴びせ
てくれたホームチームは出来の悪
い私を暖かく迎えてくれ、申し訳
ない気持ちで一杯になる）。
ファシリテーターの介入のタイ

ミングはどうあるべきだろうか？

いまでも考え続けている難問があ
る。
振り返ると、２日目の後半は明

らかに、私たちのグループのミー
ティングは機能的ではなかった。
このワークショップのファシリテ
ーターは私たちのグループへの直
接的介入はしなかった。共通体験
効果要因が働いたのか、別の要因
が幸いしたのか判断は出来ないが、
時の経過とともにコミュニケーシ
ョンは改善されていった。介入が
早すぎるとファシリテーターへの
依存が強まり問題を内部から解決
する力が育たない。遅すぎると修
正が難しくなる。グループワーク
の成果が貧しくなる。メンバー内
に不全感が高まることすらある。
私はこの｢ドロップアウト｣経験か
ら、大きな課題意識を得ることが
できた。
4‐3 センチメンタル at  Aptos

４日目のセッションからホーム
チームで新しい「チームメイト」
ができた。Kiｍはランチや昼後の
グループサイズの大きなセッショ
ンでも「一緒に」と何かと気に掛
けてくれる。これまでなんとなく
会話が進まないBrad（Kimの上司）
は、最後の「パートナー・インタ
ビュー」で「Naoやろう」と私を
指名してきた（その日の終わりに、
BradとKimはフライトの都合で明
日の早朝に出なければいけないこ
とを知る）。「宿題」が課せられる
と、チームメイトは、「Nao！大丈
夫か？寝れるか？（彼らは２日目
にほとんど眠れず参加しているこ
とを知っている）」と笑いつつ気に
かけてくれる。
ホテルのロビーで家族をワーク

ショップ参加者に紹介できたのも
得がたい体験であった。
Kimとサヨナラの握手をした時

感じた別れ難さ。「ワシントンの家

11

図３　私のJourney Map
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に遊びにおいで」・「宿題、手伝
おうか」と常に声を掛け続けてく
れたKateの笑顔。ファシリテータ
ーのJanetとWendyの暖かい眼差
しと励まし。宿題を終え、早朝の
少し霞んだカリフォルニアの海を
見つめると、このワークで関わっ
た人々の顔が次々に浮かんでくる。
その味わいは、参加前に想像して
いた開放感とはすこし違い、「もう
彼ら・彼女らとは二度と会うこと
はないのかもしれない」、「教員養
成に奮闘している仲間とこの地で
出会えた」といったセンチメンタ
ルな気分を含むものであった。

１ 平成16年度相馬学術奨励基金
海外研究員として、カリフォル
ニア大学サンタクルーズ校に
て、学ぶ機会を得た。研究テー
マは、「ワークショップに関す
る理論的・実践的研究」。

２ National Teacher Recruitment
Clearinghouse（全米教員採用
情報センター）の予測。Web
アドレスは
http://www.recruitingteacher
s.org/channels/clearinghous
e/

３ Anthony Villar, Is mentoring
Worth the Money? A Benefit
- Cost Analysis and Five-
year Rate of Return of s
Comprehensive Mentoring
Program for Beginning
Teacher, New teacher Cen-
ter.の資料から引用した。
新人教師の資質向上の他にも、

学校文化の変革、メンターが学
校に復帰した際のリーダー効果
があげられる。この点について
は、Ellen Moir, Janet Gless,
and Wendy Baron,‘A Sup-
port Program with Heart : The
Santa Cruz Project’, in Marger

Scherer (Eds.), 1999, “A Bet-
ter Beginning Supporting and
Mentoring New Teachers”,
Association for Supervision
and Curriculum Development (
pp106-115).参照のこと。

４ Ellen Moir, Janet Gless, and
Wendy Baron, 同上。

５ New Teacher Center, 2004,
“ Continuum of Teacher
Development”, New Teacher
Center.

６ K o l b氏の体験学習理論は、
David A.Kolb, 1984,“Experi-
ential Learning”, NJ: Prentice
Hall, Chapter2とChapter3が詳
しい。

７ 成人対象のワークショップの構
成には、参加者の現実生活の課
題と強くリンクした動機付けが
求められる。例えば、Thomas
Justice and David w.
Jamieson, 1999,“The facili-
tator’s fieldbook: step by
step procedures, checklists
and guidelines, samples and
templates, AMACOM, pp9-

12.
８ 海外研究員としてアメリカに行

くに当たって、対策として
（エ！何の対策？）幾つかのエ
ッセイを読んだ。なかでも 藤
原正彦、1981、『若き数学者
のアメリカ』新潮文庫、岸本周
平、2000、『「中年」英語組-プ
リンストン大学にわか教授-』
集英社新書は生活・研究面双方
に役立った。

12

The George Washington University のProject Director Kate Tindle氏と最終日
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英語教育学と英語教育界
文学部　助教授　片桐　一彦

14

１．はじめまして

私は、本年度（平成17度）４月
1日に本学文学部英語英米文学科
に着任致しました。
専門は、英語教育学と言語テス

ト理論研究です。本資格課程に於
きましては、英語科教育法や英語
科教育実習といった授業を担当し
ています（もしくはこれから担当
することになります）。

２．英語教育学とは

英語教育学は、教育学の中でも
教科教育に特化した学問です。中
等教育における英語科教育では、
外国語である「英語」を教えるわ
けですが、「学習者が英語を学ぶ・
習得する」という過程を科学的に
分析しつつ、「どのように教授した
ら、学習者が外国語を効率的に学
習し習得するのか」を研究します。
一口に言うとこうなりますが、実
際には、第２言語習得理論、英語
教師論、英語学習文法論、英語評
価論、英語リスニング論、英語リ
ーディング論、英語スピーキング
論、英語ライティング論、英語コ
ーパス論、英語CALL（e-learning）
論等様々な分野があり、その他、
心理学や言語学や統計学等の関連
諸科学が付随してきます。
このように英語教育学には更に

枝分かれしたより専門的な学問分
野が多数あり、それらによって英
語教育学という大枠が構成されて
いますが、ここにおけるポイント
は、必ず英語学習者との接点があ
ることです。直接的に学習者と繋
がらなくても間接的にでもいいの
で、また、今すぐには学習者と繋
がらなくても将来的に学習者に繋
がるということでもいいので、と
にかく学習者との接点があること、
つまり学習者が見えることが一番
重要な点です。

たとえばコーパスの研究でも、
言語学に於けるコーパスの研究は、
言語学的な発見や考察をするため
のデータとして使用しますが、英
語教育学に於けるコーパスの研究
はどのように学習者の英語学習に
貢献できるかということが課題に
なります。「学習者コーパス」とい
って、学習者の書いた（もしくは
発話した）英語だけを集めてコー
パス化し、学習者の産出（output）
を研究したり学習者の言語習得過
程を研究するデータとして使用し
たりします。つまり、いずれにし
ろ直接的もしくは間接的（将来的）
に学習者に研究成果が還元される
ことを見据えていることが必要で
す。
教育研究においては、学習者

（幼児、園児、児童、生徒、学生、
もしくは成人学習者）が存在して、
ある事柄（経験内容、教育内容、
教授法、教材等）とその学習者の
間に接点があり、その接点を持つ
時、どのような変化が学習者には
起こるのか、その交互作用につい
て研究することが最も本質的な課
題だと私は思っております。

３．応用言語学との違い

「英語教育学」「外国語教育学」

とほぼ似た意味で、「応用言語学
（Applied Linguistics）」という術
語が使われることが頻繁にありま
す。あまりこだわりはありません
が、私自身は自分の専門分野を
「応用言語学」とはほとんど言わず、
「英語教育学」と言っています。言
語学を応用している成果はそれほ
ど多くはなく、また、心理学を応
用しているケースも多々あります。
それになんと言っても、「児童・生
徒・学生・成人学習者、つまり人
間との接点があることが第一の条
件である『教育』の研究」である
と自分では思っているからです。

４．客観的データに基づいた教育

の研究を

教育の世界では、未だに「単に
言い放たれた」主義・主張が多い
ように思われます。いわく「電子
辞書はためにならない。英語の勉
強には、なんといっても紙の辞書
だ。」「学校で、ヘラヘラ英語でお
しゃべりの練習なんかしてもなん
にもならない。伝統的文法訳読方
式が、一番英語力をつけてくれる。
また、同時に知性も磨いてくれる。」
「小学校から英語を勉強させれば、
子供なんかすぐにペラペラ英語が
話せるようになるさぁー。」等々。
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しかしながらよりよい教育環境
デザインを構築するためには、実
証的に客観的に科学的に調査し、
その調査結果（データ）に基づい
て討論を行うことが必要不可欠で
す。たとえば、小学校から英語を
始めると一口に言っても、小学生
のいつから、週何時間、どんな授
業を（どのような内容をどのよう
な形式で）受けるのか、というこ
とによって、全く違った結果が得
られます。こういった条件をきち
んと整理したうえで、客観的に実
証的にデータを蓄積していく必要
があります。

５．英語教育学の学問的発達

昨年度まで、学会の紀要査読審
査委員を務めておりました。以下
の感想は、学会のニューズレター
用に私が執筆し掲載されたもので
すが、紀要査読審査を経験しての
一番の感想は、ここ５年から10年
の間に論文のレベルがものすごく
アップしたということが挙げられ
ます。
研究論文の本数（量）が増えか

つ質が上がった理由は、（特に現役
の中学校・高校の先生の中で）大
学院修士課程に進学し研究の方法
を身につけた先生が著しく増えて
きていることや、計量心理学的実
証研究を始めとする学問的発達等
いろいろ理由は考えられると思い
ます。しかし、その中でも科学技
術（なかんずくコンピューター）
の発達による部分が大きいと私は
感じております。
インターネットのおかげで情報

が簡単に検索できるようになり、
電子メールのおかげで遠くの研究
者とも超低コストで情報を交換で
きるようになりました。また、多
くの人にとっては、論文を「書く」
「執筆する（筆を執る）」という骨

の折れる作業は、「（キーボードを）
打つ」「編集する」という作業へと
変わりました。
エクセル等の表計算ソフトによ

り集計が楽になり、簡単な統計分
析も可能となりました。また
SPSSを始めとする統計ソフトの
おかげで、一昔前だったら困難で
あった統計分析（２元配置の分散
分析や多変量解析等）がいとも簡
単にできるようになりました。
今注目を浴びている、コーパス

も、 e-learningも、コンピュータ
ー適応型テスト（TOEFLのコンピ
ューターテストやCASEC等）も、
英作文のコンピューター自動採点
シ ス テ ム も 、 項 目 応 答 理 論
（TOEICのように絶対得点で英語
力を算出できるシステム）も、構
造方程式モデルもすべて、コンピ
ューターの発達をなくして語るこ
とはできません。
ここで気になることは、科学技

術の発達の恩恵を受けて、たとえ
ば実証研究（特に計量心理学的研
究）や上記のような新しいものを
使った実践研究等飛躍的に発展し
ている分野がある一方で、科学技
術の発達の恩恵をあまり受けない
分野では学問的にさほど発展して
いない分野があるのではないかと
いうことです。たとえば、理論研
究などが挙げられると思います。
科学技術の発

達の恩恵にだけ
頼るのではな
く、目の前にい
る学生なり生徒
なり児童なりの
英語の習得に繋
がる研究なのか
どうか、学習者
の学習に貢献で
きる研究なのか
どうかを常に確

認することが大切だと思います。
自戒を込めて・・・。

６．激動の英語教育界

現在、英語教育界はさまざまな
課題の挑戦を受けています。文部
科学省の「『英語が使える日本人』
育成のための構想」、それに伴い５
年間に渡る英語教員悉皆研修、
Super English Language High
School（通称SELHi）、その他、
小学校英語科目導入問題、絶対評
価、習熟度別クラス、大学入試セ
ンターにおけるリスニングテスト
導入、e-learning、基礎学力低下
等々、まさに激動の世界です。

７．むすび

このような激動の英語教育界で
あるからこそ、大学の研究者には、
英語教育学における更なる研究が
期待されると同時に、研究成果の
教育現場への還元が期待されてお
ります。また同時に大学には、将
来の優秀な英語科教員の養成と輩
出が期待されております。
専修大学着任にあたって、ます

ます専修大学の名声を高められる
よう、研究に、研究成果の還元に、
そして優秀な英語科教員の養成・
輩出に、これから励んで参りたい
と思います。皆さんこれからどう
ぞよろしくお願い申し上げます。

15
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専修大学を卒業して10年、教職
について９年目を迎えました。過
去の８年間は、中学校において教
鞭をとっておりました。私の場合
は、中学校技術科としての採用で
あったので中規模校以下であれば、
教科時数が不足し、免許外教科で
ある英語や理科を任されることも
ありました。この８年間は憧れの
北海道の大自然に育まれならが瞬
く間に時がながれました。北海道
といえば皆さんは広大な大地、知
床に代表されるような自然を思い
浮かべられることでしょう。しか
し、中学校現場においては、のん
びりはあてはまらず、類に漏れず、
日々、生徒指導に追われて過ぎま
した。今春、人事異動にともない、
中学校から小学校へと転勤になり
ました。（民間企業ではありえませ
んが、教員の世界では、免許があ
る限りある程度希望がかないます。
社会教育主事の資格をとれば、行
政に出てスキルアップをはかるこ
とも可能です。また、大学に戻っ
て学んだり、日本人学校で働く道
も開かれています。）今回の転勤先
は全校生徒12名（内愚息１含む）
教員７名の僻地校でした。まさか、
自分がテレビに出てくるような小
さな学校で勤務することになると
は思いもよらなかったし、まして
や小1になる息子と同じ学校で働
くことになるとは考えも及びませ
んでした。どちらかが、体調を崩
して休まない限り１年365日、１
日24時間、息子と顔をあわせてい
るわけです。１日３食、息子と食
事を摂る父親、これ以上のマイホ
ームパパはなかなかいないと自負
しています。この場では最高とい
うことにしておきましょう。（悩み
をあげればきりがありませんか
ら・・・）
さて、私が受け持つのは３学年

２名・４学年２名計４名の複式学
級です。内、３名が兄弟なので実
質２家庭ということになります。

教育の理想ともいうべき、恵まれ
たアットホームな環境のもと教育
活動に励んでいるという訳です。
４月までは30人学級を受け持って
いたのでそのギャップに戸惑って
いますが、北海道ではよくあるこ
とです。前述した「複式」という
授業形態は、同一教場において異
学年の授業を同時進行で行うもの
なのですが、「ずらし」や「わたり」
といった、特殊な教授方法で１単
位時間に３年生と４年生の内容を
同時に教えなくてはなりません。
正直これにはまいっています。皆
さんには想像がつく方がどれだけ
いらっしゃるでしょうか。頭で考
える以上に実際やってみるとうま
くいかず、思考錯誤の連続です。
そんなわけで、今春より初任者に
戻ったつもりで１から積み重ねて
いるところです。
また、中学校と小学校では同じ

人間を扱う仕事でも接し方が大分
違います。中学校で勤めていた昨
年までは、小学校教員対して、基
本的な生活習慣やしつけについて
もっとしっかり指導してくれたら
中学校で助かるのにとか、中学生
にもなって簡単な漢字や九九もい
えないような子どもが沢山、入学
してくるのを見て、「小学校の先生
しっかりしてよ、頼むから」と、
口癖になっていました。小学校の
教員の指導に不信感を抱いていた
のです。ところが、小学校に来て
一番感じていることは、意外に指
導が厳しいなということです。中
学生にだって言わないようなこと
をかなり厳しく小学校の先生は指
導するのです。どうやら問題は別
のところにあったようです。小中
の連携の重要性がことあるごとに
叫ばれている割には、互いのテリ
トリーを犯さず、表面的な授業交
流や指導交流に留まり、一歩突っ
込んだ実のある情報交換が行えて
いないのはなぜだろう。と前々か
ら不思議に感じてはいたのですが、

やっとその謎が解けたところです。
小学校の教員の立場からすると、
せっかく手塩にかけて育て上げた
子どもの芽をどうして摘んでしま
うのか。中学教師が子どもを生か
しきれていない。といった不満が
聞こえてくる。掲げる教育理念は
同じはずなのに分りあえない。小
中の連携、学社融合、開かれた学
校と言われますが、まだまだ閉鎖
的な社会であると感じています。
これから教職を志される皆さんに
は是非、未来の財産を大きく育ん
でいくために本質的な部分で、教
師に求められるものは何か迷った
とき子どものために最善の行動は
何かを立ち止まって考えられる人
間になって欲しいと思っています。
恐らく教職に対する憧れや夢や理
想の部分が大きく膨らんでいるこ
とと思われますが、現場では決し
て楽しいことばかりでは有りませ
ん。教師の仕事は結果がすぐに現
われませんから一概に言えません
が、１年間、どれだけやってきた
か、卒業式で泣けるか、泣けない
か。
教師の仕事は一言では語れませ

ん。これから、教職を志す皆様の
御健闘をお祈りしております。

卒業生から（小学校）
北海道今金町立八束小学校教諭　野呂　圭司（平成７年　法学部法律学科卒業）
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複式３・４年　野呂学級　４名
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８年間の講師経験を経て、一昨
年、やっと採用試験に合格しまし
た。面接で「教員を志望した理由
は？」と聞かれ、一瞬戸惑いまし
た。『教員を志した理由？そんなの
もう忘れたよ！』と、正直、思い
ました。「自分が高校生だった頃、
学校生活が楽しくて面白くて。今
度は自分が生徒たちにそんな充実
した場所を提供してあげられれば。
自分もそんな場所で仕事ができれ
ば。」それが最初に抱いていた志望
理由でした。しかし、一般の企業
の方からはお叱りを受けてしまい
ますが、自分にとっての教員生活
は、そんな志望理由も埋没してし
まうほどの「多忙な毎日」と「厳
しい現実」です。
初めて教壇に立つまでは、自分

の母校をイメージしていました。
「新しい先生には生徒たちは興味を
示すだろう。」と勝手に思っていま
した。しかし、実際に教室に入っ
たところ、勉強？先生？そんなも
のには一切興味無し。半分以上が
仕方無く学校に来ている生徒たち。
こちらの呼びかけにも全く無反応。
自分の認識が甘かった。初めての
授業はとてつもなく長く、
「逃げ出したい」という気
持ちに支配されながらの50
分でした。
以来10年、センター試験

対策の授業？大学一般入試
向けの課外？　やったこと
ありません。古典の助動詞
の活用？　一度もやったこ
とありません。１時間の授
業で教科書５文字しか進ま
なかったこと、何度かあり
ます。もう自分の母校のイ
メージなんかありません。
もちろん、自分たちの意志
で学校生活を楽しみ、自分
たちの力で卒業後の進路実

現を目指せる高校もあります。で
も、そんな学校ばかりではありま
せん。受験の重圧とは全く別のレ
ベルでの「厳しい社会」の中で生
活している生徒はたくさんいます。
大人から愛されずに育ってきてし
まった生徒はたくさんいます。そ
んな生徒たちと10年間、過ごして
きました。
そんな中で、自分が最初に抱い

ていた志望理由は、もう薄れてし
まいました。生徒に「なぜ先生に
なったのか？」と聞かれ、冗談で
「給料が安定しているから。」とか
「他に食べる方法を知らないから。」
と答えることがありますが、自分
から見て、本気でそういう理由で
この職に就かれている方が多いよ
うな気がします。「学校の先生って
プライド高い人多いなあ。」と思っ
てしまうことも少なくないです。
自分のプライドと戦うことってと
てもきついことでしょうが、柔軟
性や適応性が著しく少ない人は大
変だと思います。
大先輩の先生に言われました。

「教員は『あの生徒は私の言うこと
をきかない』とすぐ言う人が多い。

『自分はあの生徒に言うことをきか
せられない』と自分の指導力を反
省する教員は少ない。」と。ドキッ
とさせられました。授業や教科指
導はもちろん大切です。それは基
本です。それとは別の次元で教員
として大切なことは、生徒たちと
身近に接する大人として、「良いこ
とは良い、悪いことは悪い。」と指
導することではないかと、思うよ
うになっています。教員が戦うの
は生徒ではなく、結局は自分自身
なのかもしれません。それと同時
に最近は、「戦争」の無い社会を築
く大人になってもらうために、少
しでも「戦争」の悲惨さを生徒た
ちに伝えていくことが、日本で教
壇に立つ者の使命ではないか、と
も強く感じています。
反対するつもりはありませんが、

「安定した収入」、「企業の就職が無
かった」、「何となく先生も悪くな
い」等の理由でこの職に就かれる
方は、きっと後で苦労なされると
思います。仕事ですから、もちろ
ん現場は大変です。自分はそんな
大変さを一緒に笑い飛ばせる人と
仕事がしたいです。

卒業生から（国語）
茨城県立岩井西高等学校教諭　　相田　英聡（平成７年　文学部国文学科卒業)

17

中央が相田先生
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私が専修大学附属高等学校に奉
職して14年目になります。本校は
大学付属ということで、ほとんど
の生徒が専修大学に進学します。
外部受験をする生徒は全体の１割
もいません。そのため、生徒は良
くも悪くも非常におおらかで、の
んびりしています。クラブ活動が
盛んで、関東大会に出場するクラ
ブもあります。
現在、私は２年生（41名）の担

任をして、英語Ⅱと土曜日に行っ
ている講座で２年生向けの基礎講
座を担当しています。校務分掌で
は教科主任、国際教育主任（いわ
ゆる国際交流です）、同窓会主任、
学習指導部の４つを兼任していま
す。部活では女子バレーボール部
の顧問を務めています。
さて、教師を目指す人の多くが

情熱とやる気に満ち、理想の教育
を実践することを夢見ていること
でしょう。それはたいへん素晴ら
しいことです。ですが、自らを支
える強固な柱がなければその気持
ちは空回りしてしまいます。そこ
で、実際の教育現場で必要とされ
る教師－特に英語教師－について
書いてみようと思います。
どの教科でもそうですが、教科

内容に対する深い知識が必要です。
英語科でいえば、まずバランスの
取れた英語運用能力です。文科省
が策定した「英語が使える日本人」
の育成のための行動計画の中で、
「概ね全ての英語教員が、英語を使
用する活動を積み重ねながらコミ
ュニケーション能力の育成を図る
授業を行うことのできる英語力
（英検準一級、TOEFL550点、
TOEIC730点程度以上）及び教授
力を備える」ことを目標として掲
げています。が、現在私学で求め
られているのはそれ以上の力です。
２つ目に教授力です。これは教

え方を工夫する力と実際の授業で
のパフォーマンス力に分けられま
す。
学生時代に読んだ本の中に、「教

えられたように教えるな」という
言葉があります。「常に、自分の授
業を省みて、改善点を探し、それ
を次の授業で生かしていく継続力
を持つこと」と言い換えられると
思います。ですが、驚くほど生徒
時代に習ったやり方、もしくはそ
れと酷似したやり方で授業をして
いる教師が多いというのが、いろ
いろな現場の話を見聞きした私の
印象です。同じような授業法を取
ること自体が必ずしも悪いわけで
はありません。要は、複数の教え
方の選択肢を常に持っていて、状
況に応じ、そのとき最善と思われ
る方法で授業を展開することがで
きればよいわけです。その結果と
して、生徒時代とほぼ同じ授業ス
タイルになるなら問題はありませ
ん。
次にパフォー

マンス力です
が、特に英語の
音について強調
しておきます。
個人的にはネイ
ティブのように
発音できること
が必要だとは考
えていません
が、少なくとも

誰からも誤解されない、
明瞭な発音はできなくて
はいけません。それは、
日本語の干渉からできる
限り脱した音声であり、
いわば国際英語の音声で
す。その獲得のためには
腹式呼吸と息をコントロ
ールする術を身に着ける
ことが大切です。

日本語を話すときも同様です。
明瞭で、聞きやすい声で話すこ

とは教師の第一条件といってよい
ものです。自分の声を鍛え、生徒
の心に響く声を自分のものにでき
れば、教員生活上の非常に貴重な
財産になります。
私の考える教師像について縷縷

話してきましたが、教師になって
から現在まで一貫して、自分は英
語教師だと思っています。担任業
務や校務分掌はもちろん大事です
が、それが名実ともに中心となっ
てしまうのであれば、英語科の教
員として採用された意味がありま
せん。現実には教科外の仕事が圧
倒的に多いからこそ、英語科であ
ることを常に意識しています。
教師を目指している学生の皆さ

んも、今のうちに各々の教科の専
門知識についてしっかりと学んで
おいて下さい。近いうちに現場で
会える日を楽しみにしています。

卒業生から（英語）
東京都私立専修大学附属高等学校教諭　布施　良太（平成４年　文学部英米文学科卒業）
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私は昭和58年に商学部を卒業
し、その年の４月から小田原市に
ある私学相洋高校に社会科の非常
勤講師として採用され教員として
の人生をスタートし、気がついた
ら23年が過ぎていました。23年
という年月は長いようにも感じま
すが、いろいろな事柄（感動、予
期せぬ出来事）などがあり、あっ
という間に過ぎてしまいました。
その間には教育実習生も何度か指
導し色々と感じたこともあります。
そこでここでは教職の道を目指し
ている皆さんに自分としての反省
点と、現場での状況を簡単ではあ
りますがお話し、少しでもお役に
立てれば幸いです。
１．私の反省点

現在私は商業科の教師、教科主
任、社会福祉部の顧問として教員
生活を送っています。採用時に社
会科で現在は商業科であることに
少し不思議に思われる方もいらっ
しゃるのではないでしょうか。私
が採用された当時社会科の教員の
年齢層が若く、なかなか専任にな
れないのではないかと考え、３年
目に非常勤講師として働きながら
１年間聴講生としてもう一度専修
大学に通わせていただき、商業科
の免許を取得しました。ここでの
１年間が私の人生の中での大きな
変革点であったと考えています。
授業料を自分で払い、何が何でも
免許を取らなければならないとい
う気持ちがあったため、授業は一
番前の定位置で聞き、わからない
ことに対しては積極的に教授に質
問をしました。（皆さんにとっては
当たり前かも知れませんが）また
ノートも板書を写すのではなく自
分でまとめる。その結果当然のよ
うに良い成績となり、大学在学中
の自分の学習への取り組む姿勢に
対して甘かったと非常に反省をし
ました。（実はその当時仲のいい先
輩の先生方から、あなたは大学時

代必死に勉強しましたかとよく言
われていました。）それ以来休みの
日などに専門学校などに通い、専
門教科の知識をより深めようと努
力してきました。それ以後生徒指
導の中心は授業であると考えるよ
うになりました。
２．勤務校の状況と生徒指導

勤務校である上記高校は生徒数
が2000人を超える県内でも有数
のマンモス校で普通科60クラス商
業科３クラスがあります。普通科
（コースが細分化されています）の
生徒の大多数が進学を希望し、商
業科の生徒でもほとんどが進学を
希望している状況です。クラブ活
動も盛んで文化部、運動部ともに
かなりの実績を残しています。私
が担当する商業科は全体の中では
学力的には低位置あります。入学
当初は自主的に学習しようと考え
ている生徒は少なく、学校に遊び
に来ているような状態です。以前
はそのような生徒を生活指導主導
で良い方向に変えていこうと努力
していましたが、なかなかうまく
いきませんでした。そこで簿記検
定を中心に他の先生と協力して、
徹底的な学習指導を行うようにし
ました。検定が近づくと授業変更
をしてもらい授業数を増やし、放
課後も強制的に補習を行う。最初
生徒は受動的であるけれど、自分
の解らないことが理解できたり、
これだけ勉強したのだから何とか
しなければという意識
がでてきたりすると、
自主的に努力するよう
になり生徒の雰囲気が
変わってきます。生徒
は試験が終わると結果
をしきりに心配しま
す。この時生徒になぜ
結果をこれだけ心配す
るのかを教えます。
「今までにしたことが
ない努力をしたからだ

よ、努力をしなかったら結果なん
てどうでもいいものだ。」つまり努
力する重要性をここで教えるので
す。このような積み重ねによって
生徒が一歩一歩成長をしていきま
す。
３．実習生を指導して

何人かの実習生を指導して共通
に感じたことは、専門教科の学習
不足であることがあげられます。
前もって授業の進度を連絡し範囲
を伝えますが、その範囲しか勉強
してこない人が多いのが現状です。
全体の流れを知らなければまとも
な授業はできません。生徒から質
問を受け、困ってしまい生徒から
の信頼を無くし授業がうまく展開
できなくなってしまうパターンで
す。教材研究をしっかり行って下
さい。実習生にテクニックは重要
ではないと思っています。重要な
のは、生徒に対する愛情（たとえ
ば生徒の名前を全員覚える）と教
科に対する自信であると考えてい
ます。
４．最後に

教師という職業はすばらしいも
のだと思っています。他の職業と
違ってこうすれば、こうなるとい
うことはありません。日々色々な
ことが起こり、悩むときもありま
す。しかし、卒業後また生徒が自
分のところに帰ってきてくれる大
きな喜びもあります。教員を目指
す学生の皆さん頑張ってください。

卒業生から（商業）
神奈川県私立相洋高等学校教諭　松井　一郎（昭和58年　商学部商業学科卒業）
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専修大学経営学部を平成17年３
月に卒業し、同年４月から埼玉に
ある私学の栄東中学・高等学校に
情報科の専任として勤務していま
す。大学時代は教育実習以外に都
立駒場高校と専修大学附属高校に
教科研修生として、それぞれ１年
間と半年間、毎週一コマずつでは
ありますが情報の授業に参加させ
ていただく機会をいただき、その
経験があったからこそ、今の自分
があるのだと思っています。その
研修では、先生方に本当によくし
ていただいて、先生方の研究授業
のお手伝いをさせていただいたり、
実習の際の補助に入ったり、実際
生徒と触れ合うことで勉強！勉
強！！という感じではなく、楽し
く教員を目指すための勉強ができ
たと思います。私は教員を目指し
たのが遅かったので、公立の教員
採用試験は受けませんでした。た
だ私は中高ともに私学を卒業して
おり、公立よりは私学の方があっ
ているのではないかと考えたこと
もありましたし、教員になるため
のチャンスは何でも食いついてい
こうという精神で私学協会に講師
登録をしました。
今、勤めている学校には、11月

初めに埼玉の私学協会を通して採
用試験のお知らせが封書で届き、
12月に採用試験を受けました。初
めて受ける学校の採用試験という
こともあって、合格するつもりは
なく度胸試しのつもりで受験しま
した。あまり何も考えずに行った
ので、模擬授業もうまくできませ
んでしたし、試験もボロボロでし
た。ただ結果は「採用候補者内定」
というもので、補欠合格といった
ところでしょうか。それが届いた
のが12月後半で、正式に採用が決
まったのは非常勤の採用試験をど
んどん受け始めていた２月中旬で

した。
最初は非常勤でと考えていたこ

ともあって専任でという話をいた
だいた時には驚きましたし、戸惑
いました。ただ、ゼミの先生の勧
めと採用する方もきっと新卒で新
任だということをわかって採用を
決めているという推測で何事も勉
強だという思いで内定を受諾しま
した。
今、私は中高一貫部所属で、中

高一貫教育を受けている高校２～
３年生の生徒、200人くらいの生
徒の授業を持っています。授業数
は週８時間で非常勤の先生よりも
少ないような時間数ですが、かぎ
られた時間のなかでも生徒には楽
しみながら学んでもらえるような
努力をしています。進学校という
こともあり「他の５教科が忙しい
から情報の授業くらいインターネ
ットで遊ばせてよ」という気持ち
の生徒が多いです。でも、だから
といって遊ばせてばかりではいら
れないし、でも、インターネット
利用を規制することもしたくない
ので、できるだけ自ら学習するこ
とができるような内容を考えて授

業を組み立てています。
教員の仕事は授業だけではあり

ません。正直のところ、大学時代
は授業のことばかり考えていまし
た。専任である今はそうも言って
いられず、他の仕事に追われる
日々です。私は学年でなく入試広
報に所属しています。学年の仕事
などにあまり関われませんが、私
学であるからこそ力の入る部署で
ありますし、かなり責任ある仕事
をさせてもらえます。忙しい部署
であるからこそ毎日が充実してい
ますし、本当に上司の方々や周り
の先輩の先生や事務の方がいい方
ばかりで、恵まれた環境にいると
感じています。まだ一学期間しか
勤務していませんが、学生時代に
は見えてこなかった教員の仕事も
だいぶ見えてくるようになってき
ました。未だにふと考えるとなん
で教員になれたんだろう？と考え
てしまうくらい、激動の半年間で
した。まだまだ教員生活は始まっ
たばかりです！これからも毎日が
勉強だと思って頑張りたいと思っ
ています。

卒業生から（情報）
埼玉県私立栄東中学・高等学校教諭　野口　理恵（平成17年　経営学部経営学科卒業）
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１．はじめに

私は現在教壇に立っていない。
前年の東京都教員採用選考（中高
社会・地歴）で「補欠」になった。
都の場合、例年「補欠」の多くが
採用されていたので自身も採用さ
れるかと思ったが、３月３１日に都
に問い合わせたところ「『名簿搭載
者（合格者）』も全員は赴任先が決
まっていないので『補欠』の採用
はない」と言われた。やはり現実
は厳しい。合格していない私の
「試験体験」が役立つとは思えない
が、反面教師としてでも活用して
いただければ幸いである。

２．採用試験について

採用試験は大抵二次試験まであ
り、東京の場合一次で「教職・一
般教養（マーク）」「専門教養（マ）」
「小論文」、二次で「集団活動」と
「模擬授業付き個人面接」がある。
他に北海道では一次が「教職・一
般教養（マ）」「専門教養（筆記）」
で二次が「適性検査」「小論文」と
「集団討論」「個人面接」で宮城県
は一次で「教職教養（マ）」「専門
教養（筆）」「集団討論」、二次で三
回の「面接」と「適性検査」「作文」
がある。各県で異なるので受験す
る県の傾向は確認を。

３．解かずに「見る」

私は大多数の意見と異なり、問
題集を解いたり、一冊の本と心中
などしない。毎年色々な本を買い
電車の中等でただ「見る（読む）」
だけである。大事な点は複数の本
に載っており比較もできる。「一般
教養」は時事通信社『一般教養ス
コープ』等を見る程度。特に理
科・数学は東京では大して出ない
と思い無視。「教職教養」は時事
『教職教養スコープ』や一ツ橋書店
『ポケットランナー教職教養』を見

た。法改正等の最新情報は協同出
版『教職課程』や時事『教員養成
セミナー』を見た。これらは大学
内でも無料で見られるかも知れな
いので専任教員や資格課程窓口に
相談を。一ツ橋『これだけは～』
シリーズも見たが、他に酒井書店
『教育法規の要点』や学研『新教員
採用試験??日間200?』も興味深
い。後はネットも自宅や情報科学
センター等で活用したい。

４．専門教養も解かない

専門（世界史）はいずれ必要に
なると思い力を入れた。学部在籍
時、大学受験予備校の単科授業に
予備校生に紛れ正規に参加し、院
在籍時は「院試対策」と称し後輩
の院（歴史）受験の勉強の手伝い
をした。人に教えるのが一番自分
も勉強になると感じた。山川出版
社『世界史用語集』は数版八冊を
買って見た。大学受験参考書も
多々買って見た。日本史・地理も
数冊は見た。都の場合学習指導要
領も見ておく必要有。

５．小論文は指定通り書けるよう

に

時間内に指定字数を書ける力は
必要。「論題」が何であれいくつか
のパターンをあらかじめ考えてお
き、論題とすりあわせた。誤字無
く、教師の立場で、今の教育を否
定しすぎず、読める字で書き、「研
究と修養に努める」旨を記したい。

６．集団討論・集団活動

同グループの受験者を「敵」と
思わず「将来の同僚」と考え、相
手の意見を尊重し、建設的な意見
にしたい。最近は「地域との連携」
と連呼する人が多いが、具体案が
提示できたら面白い。時々自分よ
り年長者や経験者がいるが、採用

されていない点では同じと思い焦
らぬこと。

７．提出資料も用意周到に

提出資料はすべてコピーをとる
こと。提出資料も採点されている
と思うこと。提出用紙はコピーを
して下書きを書き、本番用紙にも
鉛筆でマス目を作り、均等な字の
下書きをし、ペン書き後下書き等
を消す。丸で囲む際も東急ハンズ
等で売っている製図用テンプレー
トを使い書く。それより東京では
二次に提出する面接票に「奉仕活
動」の大きな欄をはじめ「パソコ
ン活用能力」「特技・資格・賞」
「卒論テーマ」「志望理由」「高校・
大学のクラブ」の記入欄があるの
で不安な方は対策を。

８．他の東京二次試験対策

東京に関しては前号佐々木先生
の体験記が詳しい。ネット上でも
読めるので一読を。指導案はＢ４
用紙で提出だが、今回Ａ３プリン
タを購入し、上質の紙に印刷して
提出した。面接票は原本と「両面
コピー」数部が必須だが、「両面コ
ピー」の方法は検討を。模擬授業
は「導入・展開・まとめ」の中か
ら面接官が指定した場所を行うが、
展開の途中部分を指定されたり、
授業自体がない場合も。

９．おわりに

私に使えるコネなどない。ある
とすれば皆さんと同じもの、本学
の教職員である。受かるために本
学の教職員と連絡を密にし、活用
して良いと思う。一時迷惑がられ
ても、いつか教壇に立つことによ
って恩返しができるはずである。
私も皆さんと一緒に合格できたら
と思う。お互い頑張りましょう。

教員採用試験体験記（社会）「まだ受かっていませんが」
武藤　智彦（平成16年　文学研究科歴史学専攻修了）
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１．教師を目指すみなさんへ

今年度から東京都大田区にある
都立大森高校に初任者として就き
ました。わたしはこれまでいろい
ろな学校で講師をしながら教師を
目指してきました。
わたしは東京都に生まれ育ちま

した。みなさんと同じ大学生のこ
ろから教師という職業につきたい
と思っていました。とくに自分の
生まれた地、「東京都の教師」にな
りたいと思っていました。採用試
験を受け続けながら大学等を卒業
後、「部活動アドバイザー」として
剣道を高校生に指導したり、中学
校・高校・養護学校で講師をしま
した。時には自分の将来について
嫌気がさすこともありました。現
在、「東京都の教師」となれたこと
は、奇蹟かもしないと思うことも
ありますが、それはこれまで出会
ってきた人たちのお陰だと感謝し
ています。
わたしのこれまでの経験から、

みなさんが自分の夢として生涯を
かける職業として、「教師」を考え
てほしいと思います。
２．東京都の教員になるために

まずは自分が本当に教師になり
たいかということをまず見極める
ことが大切だと思います。何で教
師になりたいのか、どんな教師に
なりたいのか、二次試験の面接で
も質問されました。「子どもが好き
だから」と単に考えるだけではだ
めです。みなさん各自身が教師を

多面的に捉えることが大
切だと思います。その上
で自分の将来の目標とし
て掲げることができれ
ば、自ずから道は開ける
と思います。目標に向か
って生きる、努力する姿
勢がすべてだと思いま
す。教師を目指すなら、
すでに自分は教師なんだ
という心構えでいてくだ
さい。
自分が教師なら広くいろいろな

ことに関心をもつこと。具体的に
は新聞を読み社会の変化に常に敏
感になることが大切です。東京都
教育委員会HPは週に一度は確認す
ることです。東京都が今どんな課
題に直面しているのか。また、政
策など細かく注意すること。自分
の希望する校種（受験科目）によ
っても異なるので広く情報を集め
てください。東京都は毎年３月の
末に採用試験の説明会を行ってい
ます。ぜひ申し込んでください。
現在、いろいろな教育課題があ

る中、自分が教師としてどう考え
るのか。どう解決していくのか、
と考え常に問題意識をもってくだ
さい。論文試験では、評論家のよ
うな文を書かず、みなさん自身が
教師として、どう実践するのか具
体的に考えてください。論文試験
はとても重要だと言われています。
わたしもいろいろな先生や大学等
の先生に論文指導を受けました。
そのお陰で試験に合格できたと思
っています。東京都の望む教師像
や東京都の教育目標は知っていま
すか。言えますか。過去の論文試
験を見てください。
３．出会いの日

わたしは教師となりました。毎
日、ゴミ拾いをして学校をきれい
にしています。学校は生徒に関し

て多岐にわたる仕事があります。
教科指導もその１つです。時には
生徒に厳しく迫らねばならないこ
ともあります。生徒に嫌われるこ
ともあります。思うようにいかな
いことも多々あります。夏休みも
長くもありません。教育実習とは
違います。それでもわたしはこの
仕事が好きです。教師になれて本
当によかったと思います。
わたしが今あるのは、これまで

いろいろな職場（学校）で出会っ
てきた多くの人たちのお陰だと思
っています。いろいろなことを経
験し学びました。今でも感謝して
います。みなさんもこれから多く
の人と関わって行く中で、教師に
就かなくても人として他人を思い
やり、礼をもって接してください。
そして人に感謝する気持ちを大切
にしてください。
最後に、みなさんにぜひ考えて

ほしいことは、「教師になること」
が目的ではないということです。
もちろん今は、「なる」ことが第一
目標であると思いますが、教師と
しての職責を自覚し生徒を育てた
いと常に考えることができれば、
すでに教師の一人だと思います。
そして教師の「気位」をもって採
用試験にのぞむだけです。
健闘を祈ります。いつの日にか

学校で会いましょう。

教員採用試験体験記（国語）
東京都立大森高等学校教諭　桑原　正樹（平成12年　文学研究科国文学専攻修了）
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＜はじめに＞
「やっとここまで来たか。」これ

が、私が教員採用試験に合格して
最初に思ったことです。というの
も、私自身が教員になろうと思っ
たのが、小学校６年生の時の担任
の先生への憧れから始まっている
からです。それから10年、小学校
の教員から中・高の英語の教員へ
と希望は変わりましたが、教員に
なることだけを目指してここまで
やってきました。
＜教員採用試験までの流れ＞
前置きが長くなりましたが、早

速、教員採用までの流れについて、
私が受験をした東京都と熊本県を
中心に説明していきたいと思いま
す。公立学校の場合、だいたい４
月ごろに願書の配布が始まり、５
月から６月にかけて願書の受付が
あります。そして７月に１次試験
が実施されます。土日と２日間に
分けて実施されるところもあれば、
１日で終わるところもあり、試験
の内容も一般教養、教職教養、専
門科目の試験、論文等の筆記試験
を中心として、熊本県のようにグ
ループ面接等を実施する場合もあ
ります。この１次試験の結果が８
月の上旬から中旬にかけて発表さ
れ、同月の中旬から下旬にかけて
２次試験が行われます。東京都の
場合は個人面接やグループ面接が
あり、特に個人面接の中では、事
前に作成してきた学習指導案をも
とに５～10分程度模擬授業を行い

ました。英語や実技教科の場合は、
９月上旬さらに実技試験があり、
10月の上旬に２次試験の結果が発
表されます。
＜教員採用までの流れ＞
２次試験に合格すると採用登録

者名簿に登録され、12月頃に採用
までの流れや心構え等について説
明会が行われます。そして、２月
の上旬から「採用の斡旋」という
形で、中学校の場合は区市町村の
教育委員会から、高等学校の場合
は学校からそれぞれ連絡が入り、
校長先生との面接になります。１
校につき候補は数名いるので、不
採用の場合は再度斡旋を待つこと
になります。私も１校目では採用
にならず、２校目で採用が決まり
ました。
＜採用試験に向けて＞
私が採用試験向けてまず心がけ

たことは、「毎日少しずつでも継続
して勉強していく」ことでした。
一般教養は別として、教職教養の
範囲も法律から心理学に至るまで
多岐にわたります。都道府県によ
って出題されやすいされにくいが
あるにせよ、一通り目を通してお
く必要があると思います。そして、
出来るだけ早い時期から勉強をす
れば、毎日の暗記や勉強の量は少
なくて済みます。私の場合は3年
生の夏休み頃から教育用語や事項
の書かれた一問一答集を購入して、
毎日少しずつ勉強していきました。
１人でやるだけでなく、同じ教職

を目指している友人や
後輩に範囲を決めて問
題を出してもらったり
もしました。
専門科目について

も、特に英語の場合は
短時間でいくつかの長
文を読みこなさなくて
はならないので、常日
頃から英字新聞等を読
んで「読む」習慣をつ
けておくと良いと思い

ます。また、語彙や熟語を可能な
限り増やしておくことはもちろん
ですが、これとは別に英語教育の
用語集にも日ごろから目を通して
おくことをお勧めします。
論文についても同様、早い段階

から繰り返し書いて練習をし、大
学の先生や教育実習先の校長先生
等、他の人に読んでもらい、添削
をしていただくと良いと思います。
最後に面接について。面接対策

の参考書を購入したり、予想され
る質問の答えを事前に考えておい
て友人等に頼んで練習をしておく
のに加えて、志望理由や自分の長
所や短所などを書きとめて「自己
分析ノート」を作成するのも良い
と思います。私の場合は、そのノ
ートに小・中・高校の卒業年月日
や自分の長所・短所をすべて書い
ておきました。こういった情報は
試験時だけでなく、採用の際にも
書類や面接で聞かれることが多い
ので、１つにまとめておくと手間
が省けて便利だと思います。また
グループ面接では、５名前後で複
数の面接官からの質問に答えたり、
ある課題についてグループで話し
合いをしたりします。非常勤講師
をされている方などは、現場での
経験等をもとにして意見を述べた
りして、私のような実習程度の経
験しかない者にとっては圧倒され
る部分もありますが、気にせず、
今自分にある経験や知識で話し合
いに参加をすれば良いと思います。
＜終わりに＞
あれこれと書きましたが、①教

員になりたいという強い意志を持
つことと②絶対にあきらめないこ
との2点がまず大事だと私は思っ
ています。忙しい中で勉強するの
は大変かと思いますが、勉強すれ
ばしただけの結果がどこかで必ず
現れると思います。１人でも多く
の皆さんが教員になれることをお
祈りいたします。

教員採用試験体験記（英語）
東京都立足立東高等学校教諭　横瀬　喬哉（平成17年　文学部英語英米文学科卒業）
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専修大学を卒業し、４月から福
島県の学校法人松韻学園松栄高等
学校に公民・商業科の常勤講師と
して勤務しています。これから教
職を目指す皆さんに、日々の活動
の様子や自分が感じた問題点など
をお伝えして、少しでも参考にし
て頂ければと思います。
＜はじめに＞

松栄高校は総合科・機械科の学
科があります。私は「現代社会」、
選択科目の「簿記検定」、「秘書検
定」、「ワープロ検定」などの科目
を週15単位、また総合科３年生の
副担任をしているので「ＬＨＲ」、
「総合学習」を週１単位ずつ、計
17単位を任されています。また校
務分掌では「進路指導部」を担当、
部活動は「コンピュータ部」の顧
問をしています。
学校で教える・働くのが初めて

の私にとって、毎日があっという
間に過ぎていきます。
＜教科指導＞

授業は日々実験の繰り返しです。
教材研究はもちろんですが、授業
展開・方法についても試行錯誤の
状態です。他の先生方の授業を見
学したり、相談したりして様々な
やり方を試しながら、自分の授業
で使える選択肢を増やしています。
「現代社会」では学習後に「生徒が
新聞記事を理解できるようになる」
ことを目標にしています。ですか
ら基礎・基本の内容はもちろんで

すが、日々の時事問題にからめた
内容を優先に扱うようにしていま
す。
商業の選択科目は各種の検定試

験があるので、履修した生徒たち
全員が合格できるよう放課後の講
習を実施しています。それぞれの
生徒で目標としている検定・級が
違うので、準備もそれぞれにしな
ければなりません。大変ですが、
生徒たちに合格の喜びを実感して
もらえるべく、２学期の検定試験
を目標に生徒も私も頑張っていま
す。
＜進路指導部＞

進路指導部での仕事は、進学
先・就職先からの来客の応対、進
路資料の整理などです。また６月
は就職希望生徒のインターンシッ
プ指導、夏休みには３年生全員に
作文・論文指導、資料作成指導、

面接指導などの進路指
導を集中的に実施しま
した。私は主に履歴書
指導、面接指導を担当
しましたが、指導・練
習を繰り返すたびに態
度や内容などが上達し
ていく生徒たちに驚く
ばかりでした。２学期
から本格的に進路活動

が始まりますが、全員の進路が実
現できるように精一杯サポートし
ていきたいです。
＜生徒指導＞

教師は授業中、日常生活、また
勤務時間以外でも生徒にとっては
教師です。そして生徒に接する時
はいつでも生徒指導の場といえる
でしょう。生徒の前では自分の感
情は出せませんが、自分の気持ち
を本気で伝えないと、生徒も心を
開きません。
私は普段から生徒に対し、何気

ない会話でも耳を傾けてコミュニ
ケーションをとるように心掛けて
います。生徒の機嫌をとるのでは
なく、生徒の気持ちを理解した上
で、全力を尽くして生徒指導がで
きる教師を目指しています。
＜最後に＞

私は将来の夢であった教師とし
て教壇に立っています。教育実習
では見えなかった苦労や、思い描
いていた理想と現実との違いを実
感したこともあります。ですが、
生徒が様々な場で成長した姿を目
にする時に、教師としてのやりが
いや楽しさを実感できます。
最後に専修大学から多くの教師

が輩出され、活躍することを願っ
ています。

教員採用試験体験記（商業）～教育の現場から～
福島県私立松栄高等学校教諭　山口　大輔（平成17年　商学部商業学科卒業）
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わたしは、この実習には、人１
倍いや、２倍の意気込みを持って
挑みました。教職の授業を通して
学んだ事を生かすというよりは、
自分自身を試すことを一番に考え
ました。わたしにとって、「教師」
とは、長い付き合いになります。
というと妙に感じますが、小さい
頃から夢だったのです。ある意味、
今まで出会った先生は、わたしの
モデルだと思っています。「あっ！
あの先生いいな。」と思うと、理想
となりました。しかしながら、わ
たしの「理想の教師像」がどうし
ても目に見えてこない。こんな思
いを持ちながらも、念願の実習へ
臨んできました。
校門を通って、下駄箱に靴を入

れて深呼吸。忘れもしない初日の
朝でした。これから、良くも悪く
も３週間の実習が始まる時のわた
しは、冷静であったように思いま
す。職員室にいる自分、廊下を歩
く自分、生徒に挨拶を交わす自分、
どれもこれも始めての体験でかっ
こよすぎました。しかしながら、
わたしが担当した１年６組は、担
任の先生との信頼が強く、生徒は
わたしではなく担任の先生に夢中
でした。まるで、それは、親子の
ような強い絆に見えました。わた
しは、この教室の中でいったいど
のようにすればよいのか。全く見
当もつかない状態でした。

一呼吸するごとに「これ、ため
息かよ？！」といったことにも慣
れてきたちょうど１週間、わたし
の受け持っていた１年生が３日間
自然教室（移動教室）へ出かけて
しまいました。子どもたちを一人
で見送った後少し目頭が熱くなり、
たった１週間で子どもがわたしに
与えている影響力を肌で感じまし
た。移動教室中には、わたしの自
宅の近所であるということもあり、
夜のレクレーションに参加し、先
生方の秘密の出し物「マツケンサ

ンバ」を一緒に踊り、子どもたち
のキャーキャー声に「先生」の醍
醐味をもう１つ味わった瞬間であ
りました。
授業を繰り返し、子どもの反応

は毎回違っていて、同じ授業を４
クラスで行えば、４クラスとも違
った授業になりました。わたしが
教室に入ると、子ども達は「あれ。
今日は・・・」と違和感のある中、
わたしの授業へと積極的に参加し
てくれました。わたしは、授業毎
にプリントを作成し、家に帰り夜
通し準備を重ねました。プリント
にキャラクターを載せて、興味を
引かせてみたり、模造紙に地図を
描き、関心を集めたり、わたしな
りの授業を作りました。授業が終
わると、「先生、次はドラゴンボー
ルＧＴの悟空がいいな」というリ
クエストも受けました。また、わ
たしの作成したプリントを丁寧に
ノートに挟んで保管する姿を見て、
「よし！もういっちょ頑張るか。」
と気合も入りました。わたしにと
って、教材作りは、実習中での何
よりもの楽しみの一つでした。授
業で披露すれば、子どもたちは、
一斉に目を輝かせ体全体で表現し
てくれます。わたしは、「この子た
ちがいるから授業ができている。」
それを、節々に感じる事ができ、
毎日学校へ行く事が楽しみでした。
わたしは中学時代バレーボール

部に所属していたので、放課後は
決まってバレーボール部の指導を
しましたが、他にも柔
道部、陸上部、サッカ
ー部そしてバスケ部等
の部活にも顔を出し、
授業中とは違った子ど
もたちの表情を見る事
ができました。普段の
生活から見受けられな
い一面から、次の日の
会話へとつながり他学
年生との絶好の交流の
場ともなり、短い期間

を有効に活用する手段ともなりま
した。
「桃子先生」と呼ばれ、顔がに

やけてしまう。全身で、「教師」を
感じてきました。わたしの過ごし
た３週間は、夢のような３週間で
した。わたしの「理想の教師像」
も少し見えた気がします。先生方
は、互いに協力し合い、何かひと
つのチームとして存在し“５レン
ジャー”のようでした。赤レンジ
ャーだけいても、子どもは救えな
い、青・緑・黄色・ピンクがいて
初めて、全ての生徒が信頼してく
れる。わたしは、本当にとてもよ
い環境で実習をする事ができたと
思っています。この実習では、抱
えきれない事を学びました。先生
方はもちろん、子どもたちからは、
切実で純粋な想いをもらい自分と
いう人間を高められた気がします。
夢を夢で終わらせないために、こ
れからも頑張っていこうと思って
います。最後に、担任の先生が子
どもたちに向かって話していた言
葉で、これは私自身がこれから生
きていく中で、大事にしていきた
いことでもあります。
「人の出会いなんて、いくらで

もあるの。それを大事にここまで
来るか、来ないかは自分次第なん
だよ。」
今後実習へ行かれる皆さんも、

自分から行動すれば必ず結果は反
映してくれるはずです。精一杯頑
張って下さい。

教育実習を終えて（社会）
実習校：神奈川県相模原市立清新中学校　経済学部国際経済学科４年　高井　桃子
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本当にあっという間の３週間で
した。事前に抱いていた不安など
初日の数時間で吹き飛び、毎日が
充実と喜びにあふれた実習期間で
した。実習を終えて私のもとに残
ったものは、生徒たちの元気な声
と笑顔、もらった色紙と感謝状、
そして絶対に教師になろうという
確固たる決意です。
私は２年生全５クラスの授業を

計17時間受け持ちました。授業数
が少ないのは体育大会の練習など
が入ってしまったためで、天候に
よって授業が突然変更になってし
まったりつぶれてしまったりもし
ました。
授業で一番驚いたのは、同じ授

業を展開していてもクラスによっ
て全く雰囲気が異なってしまうと
いうことです。積極的で発言の多
いクラスは、授業に活気があり内
容も発展的に進められるのですが、
時間が多くかかってしまうために
他のクラスより進度が遅くなって
しまいました。また逆に発言の少
ないクラスでは、いかに生徒の考
えを多く引き出して積極的に授業
に取り組ませるかがとても大変で
した。クラスごとに生徒の理解度
や、授業の進度に差が出ないよう
にするには、早くクラスの特徴を
掴み、それに合った授業を考えて
展開していかなければなりません
でした。そのために教材研究を十
分にしておくこと、発問計画をじ
っくり練ること、そして授業見学
の際や休み時間、放課後などにク
ラスの様子をよく観察しておくこ
とが必要でした。クラスの雰囲気
というのは驚くべきことに教室の
中の掲示物や、座席の並び方にも
表れるものです。私が授業見学を
する際に、指導教官に最初に言わ
れたことは『授業見学の時は先生
が授業をどのように進めているか
ということよりも、教室の中の様
子と生徒一人一人の特徴をよく観

察して些細なことでもいいから気
付いたことをどんどんメモしてい
きなさい』ということでした。実
際にそのメモは授業計画を練る際
や、授業時にとても役に立ちまし
た。たった３週間でクラスごとに
合った授業を展開していくのはな
かなか難しいことですが、生徒と
コミュニケーションを多く取るこ
とでお互いに理解し合えるし、効
果的な授業をすることができるよ
うにもなったので、人間関係を築
き上げることの重要性も実感しま
した。
授業以外では、できるだけ多く

の部活に参加しようと努力しまし
た。運動部・文化部・女子部・男
子部とたくさんの部活があったの
で１日に２～３の部活を回ったり
もしましたが、見学するだけより
もやはり参加して一緒に汗を流し
た方が、生徒との距離も近くなり、
すぐに仲良くなれました。部活や
体育大会の練習時は他学年とも接
することができるチャンスでもあ
ったので、そういう時間に実習生
の特権をフルに生かして楽しい時
間を過ごすことができました。
私は教育実習生としてこの３週

間を過ごしてきましたが、生徒た

ちは私のことを『先生』と呼んで
くれるばかりではなく、実際にそ
のように扱ってくれました。それ
はとても嬉しい反面、重大な責任
が伴っているという事も痛感しま
した。実習生だから少しぐらい失
敗してもいい、どうにかなると考
えるのはとても失礼であるし、生
徒たちの大切な時間を無駄にさせ
るわけにはいきません。実習生の
授業であろうとベテランの先生の
授業であろうと、生徒にとっては
同じ１時間です。生徒たちが多く
のことを学び取って成長していけ
るように教師が努力するのは当た
り前のことなのだと、実習前には
考えもしなかったことを感じまし
た。それに、生徒たちの笑顔を前
にすると自然とパワーがあふれて
くるものです。そのパワーを糧に
生徒たちと一緒に成長していける
ような充実した実習期間をすごす
ために、これから実習に行くみな
さんは楽しく、そして真摯に生徒
たちと向き合う覚悟を持って全力
投球してきてくださいね。みなさ
んの努力は必ず生徒たちに伝わり
ます。笑顔いっぱいの実習生活
を！！

教育実習を終えて（国語）
実習校：神奈川県藤沢市立藤ヶ岡中学校　文学部日本語日本文学科日本語学専攻４年　小池　由布

26

前列中央が小池さん

Vol.7-本文*  05.11.16 16:27  ページ 26



教
職
課
程
�

資格課程年報『パッソ ア パッソ』�No.7/16

私は５月の３０日から３週間、母
校である千葉県立成東高等学校で
教育実習を行いました。実習が始
まってからの数日間は「学校」と
いう場所に慣れることだけで精一
杯でしたが、自分からできるだけ
多くの生徒に接していくうちに次
第に環境に打ち解けられるように
なりました。生徒の中に飛び込ん
でいくということは少し勇気のい
ることですが、生徒たちが自分を
どのように見ているのかを気にす
るのではなく、こちらが生徒を信
じてあげなければならないと感じ
ました。そのためには、まず率先
して自分がどのような人物である
かを生徒に知ってもらおうとする
姿勢が大切だと思います。自分の
成功談、失敗談や高校の頃の思い
出を話していくうちに生徒との距
離が縮まったと感じます。私は１
年H組のホームルームを担当しま
したが、朝と帰りのホームルーム
のみでしか生徒たちと顔を合わせ
ることができませんでした。その
ためホームルーム以外の時間で少
しでも生徒たちと触れ合う時間を
作ろうと努力しました。私にとっ
ては、たとえその時間が放課後の
清掃時間や廊下で交わした挨拶で
あったとしても貴重な時間であっ
たと思います。どんなに忙しくて
も、生徒と接している間は、自分
の忙しさも忘れていました。学校
生活の中で生徒のことを一番に考
えるという大切さを知りました。
また教科指導では様々なことを

学びとることができました。授業
を実際に実践した上で今までは気
づかなかったことに気づくことが
できたと思います。毎回、授業後
には教科担当の先生からコメント
をいただき、指摘を受けた改善点
を次回の授業にどう活かしていく
のかを考えることで今まで自分の

授業に欠けていたものを得ること
ができました。まず私が授業を組
み立てる上で苦労したことは時間
配分です。実習前に大学で模擬授
業は数回行いましたが、受講生の
人数の関係上、限られた時間内で
しか摸擬授業を行うことができま
せんでした。高校での実際の授業
は50分ですので、時間配分に慣れ

ていない状態で実習を行うことに
なってしまいました。そのため、
時には立案した指導計画の３分の
１ほどしか実際に扱うことができ
ない授業もありました。授業にテ
ンポがなくどうすれば今の授業か
ら一歩前に踏み出せるのか悩んだ
こともあります。時間配分は難し
い課題ですが、失敗しないために
は細かい準備と計画が必要だとい
うことを痛感しました。考えすぎ
てほとんど睡眠時間がないという
こともしばしばありましたが、生
徒たちのために授業を練ることに
費やした時間は特別なもので、不
思議と疲れというものを感じるこ
とはありませんでした。次に難し
かった点は授業内での生徒とどう
関わってゆけばよいかということ
でした。少人数での授業が最近導
入されてきてはいますが、まだま
だ１人の教師対40人の生徒という
形態での授業は多く行われていま

す。授業は教師と生徒のコミュニ
ケーションが重要ですが、決して
１人の生徒とのやりとりになって
はいけないと感じました。どんな
に小さな質問でも生徒全員に投げ
かけてあげることが大事です。４０
人もの生徒がいるとなると発言の
少ない生徒のことを忘れがちにな
ってしまいますが、生徒１人１人

の発言を細心の
注意を払って聞
いてあげること
がクラス全体の
生徒とのコミュ
ニケーションに
もつながると思
います。
３週間という

短い期間ではあ
りましたが、周
りの人たちや環
境に恵まれとて

も充実した教育実習ができたと思
います。最後の授業で生徒に将来
の夢を聞いてみたときに、ある生
徒が｢先生を見ていたら教師になり
たいと思った。｣と言ってくれた時
の感動は今でも忘れられません。
これから実習に行かれる皆さん、
授業がうまくいかなかったり、自
分の不甲斐なさに落ち込むことが
あると思います。でもそれはその
人の個性であってその人しか経験
できないことでもあるのです。自
分なりに生徒のために何をしてあ
げることができるのか一生懸命に
考えてあげて下さい。そして生徒
の目線に立つということを忘れな
いで下さい。たとえ辛いことがあ
ってもそれぞれが誠実に生徒と正
面からぶつかっていけば、生徒は
受け入れ理解してくれるはずです。
どんな時にも笑顔を忘れずに精一
杯頑張って下さい。

教育実習を終えて（英語）
実習校：千葉県立成東高等学校　文学部英語英米文学科４年　秋葉　亮子
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高校時代の恩師にあこがれ自ら
の意思で教職課程を履修しました
が、一番のネックは教育実習でし
た。「ちゃんと授業が出来るだろう
か？」「生徒に受け入れてもらえる
だろうか？」「先生方に迷惑をかけ
ないだろうか？」こういった様々
な"不安"のイメージしか頭に無く、
「教育実習＝不安」という式が自分
の中で成り立っていました。
私は母校で二週間の教育実習を

行いました。当初の担当科目は情
報処理でしたが、２単位の授業で
あったため十分な実習が出来ない
との判断から指導教諭の配慮によ
り５単位の簿記の授業に変更して
頂きました。そのおかげでHRのク
ラスと授業担当のクラスが一緒に
なり、クラスの生徒と接する機会
を多く持つことが出来、すぐに生
徒と打ち解けることができました。
初めて生徒から「堀井先生」と呼
ばれた時は嬉しかった反面少し恥
ずかしかったことを覚えています。
私は二週間の実習の中で授業見

学を２０時間、教壇実習を４時間行
いました。授業見学では自分の担
当教科に係わらず様々な先生方の
授業を見学するのがいいと思いま
す。そして授業の導入・展開・ま
とめの時間配分や生徒への働きか
けに重点を置いて見学をすると自
分の授業を組み立てやすくなりま
す。自分で授業を行うということ
はまさにゼロからのスタートです。
まずは見学させていただいた先生
方の授業の良いと思えた点や気が

付いた点をノート等に書きとめて
それを自分の教壇実習に取り入れ
るといった形をとるのがいいと思
います。
私の初めての教壇実習は二週目

の初日でした。「堀井先生独自の授
業を見てみたい」ということで指
導教諭からの事前指導は特にあり
ませんでした。当日の朝は実習初
日と同じくらいの緊張感に襲われ、
学校に着いてからも板書の仕方や、
指導案に目を通して授業の流れを
確認したりして頭の中で授業のシ
ミュレーションをしました。そし
ていざ本番。事前の準備にはとて
も多くの時間をかけましたが本番
の５０分というのはあっという間に
過ぎてしまい、自分でも驚くほど
落ち着いて臨めました。しかし予
定していた内容の半分程度しか終
わらせることができず初めての授
業の出来ははっきり言って悪かっ
たです。時間が足らなかった理由
としては説明の手際の悪さがあり
ました。あらかじめ生徒に伝える
事はちゃんとまとめておいたので
すがいざ教壇に立ってみると生徒
に伝わっているか不安になり、同
じ説明を二度、三度と繰り返して
しまいました。指導教諭からは
「丁寧な授業で良かった」という評

価を頂きましたが５０分という時間
の中で授業を行う事の大変さ、難
しさを身をもって体験しました。
その後一度の教壇実習を行い、三
度目で研究授業を行いました。研
究授業は今までの教壇実習とは異
なり指導教諭の他に教頭先生など
を含めた多くの方々が見学しまし
た。その分緊張もしましたがそれ
までの実習のおかげもあり、授業
を始めると落ち着いて行うことが
でき、自分としても良い授業がで
きたと思っています。最後の教壇
実習は自由に使っていいというこ
とで生徒から要望のあった席替え
や雑談をして過ごしました。授業
終了後に花束や寄せ書きをもらっ
たときはとても嬉しく、感極まっ
て泣いてしまいました。
最後に、私は二週間の教育実習

を終えて“不安”が“充実”に変
わりました。教育実習中は生活リ
ズムが不規則になりがちです。体
調を崩してしまったらせっかくの
実習も台無しですから体調管理に
は十分気をつけてください。また、
分からない事はどんなことでも質
問したほうがいいと思います。こ
ういった基本的な点に注意すれば
あなたもきっと充実した教育実習
を送ることができるはずです。

教育実習を終えて（商業）
実習校：群馬県太田市立大田商業高等学校　商学部会計学科４年　堀井　義幸
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１．はじめに

私は静岡県立榛原高等学校(母
校)で教育実習をやらせていただき
ました。2週間という短い時間で
したが、有意義な時間でした。こ
の教育実習で、17年間も追い続け
てきた「教師になりたい！」とい
う夢がますます大きくなりました。
２．教科「情報」の現状

教科「情報」は、「コンピュータ
の使い方だけを学ぶ教科」である
と勘違いされているかと思います。
しかし、本当は「情報を活用する
能力を高め、情報社会に主体的に
対応できる力を育てる教科」なの
です。
ところが、生徒から「パソコン

が使えるようになりたい。」「この
授業はパソコン教室みたい。」とい
う生の声を耳にしました。現場に
出ることで、教師と生徒との間に
教科「情報」に対する認識のすれ
違いがあることを実感しました。
３．教壇実習

指導教員が『やりたいように授
業をやっていいですよ。失敗を恐
れないでとにかく実践してみてご
らんなさい。』と助言して下さった

ので、あえてパソコンを使
わない、コの字型のディス
カッション形式で教壇実習
を展開しました。
教壇実習では、情報の送

り手は受け手の状況を考慮
して、わかりやすいように
情報伝達すること。情報伝
達の様々な手段を理解し、
その手段を主体的に選択す
ること。の2点の必要性を
認識させることを目標としました。
そこで、「パソコン型ロボット君」

を作成し実験を行いました。実験
の内容を簡単に述べると、衝立の
向こうにいる受け手にパソコンロ
ボット君の組み立て方（情報）を
伝達し、受け手に組み立て方を理
解してもらうよう工夫するという
実験です。
この実験を通して、生徒からは

「これからは、相手の立場に立って
思いやりをもって情報伝達したい
です。」「情報の授業はパソコンだ
けじゃないんだなあってことがわ
かりました。」という意見が飛び交
い、とても嬉しくやりがいを感じ
ました。この教材作成は、ロボッ

ト君作成・学習指導案・プリント
の作成を含め、約20時間かかりま
した。たった65分の授業を展開す
るのに、その背景には膨大な時間
がかかっていることを知り、教師
の大変さが身に沁みました。
４．これから教育実習へ行くみな

さんへ

正直、学校現場にとって、教育
実習は大きな負担だと思います。
教育実習前後の段取り、実習生の
受け入れ、指導教員による教科指
導や学級活動についてのご指導に
とどまらず、実習生が居なくなっ
てからの生徒へのフォローや進度
の調整などが必要となるからです。
それにもかかわらず、実習生を受
け入れていただけるのは、「先生に
なりたい。」という実習生の熱意に
応えたいという暖かいご配慮とご
期待があるからなのではないでし
ょうか。
真摯な姿勢で、その真剣さと熱

心さで生徒たちの前に立つことが
重要だと感じます。たとえ失敗し
ても、心の通じ合いがありさえす
れば、「教育」の営みの一端にふれ
ることが出来るでしょう。
「単位がとれればいい。」「教員

免許だけあればいい。」と思うのは、
御法度!!
教育実習は、ただの「単位」で

は計れないあなたの財産になるは
ずです。

教育実習を終えて（情報）
実習校：静岡県立榛原高等学校　経営学研究科経営学専攻修士課程　永田奈央美
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私は６月１日から21日までの３
週間、母校の専修大学附属高等学
校で教育実習を行いました。人に
教えるのが好き、自分の好きなこ
とを多くの人に好きになってもら
いたい。そんな持ち前の性格と数
学が特に好きだったことが合わさ
って、高校生の当時から数学の教
員になりたいという強い思いがあ
りました。そのため、教職をとる
事にためらいはありませんでした
し教育実習も非常に楽しみでした。
悔いを残さずに教育実習を終えた
かったので、教職科目は熱心に取
り組みました。また、数学で教育
実習を行う友人と共に勉強会を開
いて、模擬授業で相互評価したり、
実習前に授業を見学させて頂いて
授業研究をしたり、学校行事の数
学合宿に参加させて頂くなど、充
実した実習にするため事前にでき
る限りの準備を行って臨みました。
私が担当した科目は、１年生の数
学Ａ（２単位）と数学Ⅱ（４単位）
を各２クラスずつだったので、毎
週６種類の指導案を考えるのが大
変でした。しかし、たくさんの授
業を経験することができたので非
常に良かったと思います。
最初の３日は指導教官の先生や

他の先生方の授業見学を行って自
分の授業イメージを作り、授業を
担当し始めたのは４日目からでし
た。実際に授業をしてみると、ど

んなに完璧だと思う
指導案を作っても、
中々思うようにいか
ない部分も多くあっ
て最初は戸惑いまし
た。しかし、数回の
授業を通して生徒に
問題を解かせる時間
や、問題によって解
説する時間の配分が
分かるようになって
きたので授業らしい授業はできる
ようになりました。そして問題は
教え方です。ただ教科書に書いて
あることを説明するだけでは面白
みのない授業になってしまい、か
といって話を広げすぎても授業が
進まなくなってしまいます。生徒
の興味を引き付けて分かりやすく
楽しい授業をするというのは、本
当に難しいことを実感し、先生方
の凄さを改めて実感しました。
また、特に苦労したのは解説の

仕方です。数学Ａで順列や組み合
わせの問題では、式そのものより
も、その式が何を表しているのか
を説明することが大切です。私は
ついつい口で説明する癖があり、
板書の内容が不十分になってしま
った箇所がありました。また、教
科書の内容を全て書いてしまって
は、板書量も多くなるため生徒も
飽きてしまいます。従って、省略
すべき箇所と重点的に説明するこ

とを見極めること
が非常に大変でし
た。そのためには、
教科書の内容の完
璧な理解は勿論の
こと、それ以外に
も幅広い知識を身
に付けておく必要
があると思いまし
た。そのことは
前々から分かって

はいたものの、まだまだ勉強不足
の感が否めませんでした。そして、
教科書の例題では生徒によっては
説明が足りないことも多いので、
途中式を多く板書したり、式の変
形を色チョークで書き分けて説明
したりなど自分なりに工夫しまし
た。
教科指導をするにあたって、教

える単元の勉強は勿論のこと、そ
の前後の単元とどのような繋がり
があるのか、その単元の歴史的背
景など多くの知識を身に付けてお
くことで、説明のバリエーション
も豊富になります。そして1つの
問題でも、どういった解法のパタ
ーンがあるのか、どのような説明
の方法があるのかなど、クラスの
雰囲気や生徒のレベルに応じて臨
機応変に対応する必要性を教育実
習を通じて学ぶことができました。
これから教育実習を行う人への

アドバイスですが、とにかく教育
実習を楽しむことが大切だと思い
ます。楽しむためには、実習前に
よく勉強しておくことは勿論大切
ですが、先生や生徒とのコミュニ
ケーションをしっかりと取ること
が大切です。多くの先生と仲良く
することで、教科のことなど色々
なことを相談することもできます。
そして、生徒と仲良くすることで
実習が楽しくなるのは勿論、良い
思い出にもなると思います。

教育実習を終えて（数学）
実習校：東京都私立専修大学附属高等学校　ネットワーク情報学部ネットワーク情報学科４年　平野　栄士
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「充実したっ！！！」
最初はどうなるかと不安が多か

った介護体験も、終わってみると
そう叫びたくなるほど充実した７
日間になるとは予想も付きません
でした。
私はデイサービスの社会福祉施

設で５日間体験をして、お年寄り
の方とお話をしたり、車椅子に乗
らせて頂いたりしました。自分の
祖父母と話す機会はあっても血の
繋がっていないお年寄りと話す機
会はめったにないと思います。体
験が始まるとお年寄りのために何
かしなければと話しかけてはみた
ものの、最初は何を話していいの
か分からず戸惑っていました。す
ると、お年寄りの方からいろいろ
な話をしてくださいました。その
中で戦争のことや昔の事などを話
して頂いた際は実際に体験された
方々のお話なため、教わることが
多く、相槌を打ったり簡単な質問
をすることしかできませんでした。
あまり話すことができなかったた
めにお年寄りのためにならず、申
し訳ないと思っていると、最後に
お年寄りの方が「年寄りの話をち
ゃんと聞いてくれてありがとね」
とおっしゃってくださいました。
あまり話せなかった私でしたが、
話をよく聞いて質問をすることで
コミュニケーションになり、少し
でもお年寄りのためになっている
ことが実感できてうれしく思いま
した。
また、車椅子の実習では実際に

乗せて頂き、館内を回りました。
すると「ガガッ」となり車椅子が
止まりました。何か踏んだかなと
思い、車輪の下を見ると自動ドア
のレールでした。もちろん館内は
利用者のためにバリアフリーにな
っていましたが、普段自分たちが
気付かないような小さな段差でも

障害になってし
まっていたので
す。それは車椅
子に限らず、杖
を突いて歩いて
いる方や足が悪
くなってしまっ
た方にも当ては
まることです。
バリアフリーに
なっている館内
でスムーズに移
動することができなかったため、
まだバリアフリーになっていない
道路や建物だとどうなるかは容易
に想像がつきました。現在もバリ
アフリーはしきりに叫ばれ、電車
の駅構内でも急速に進み始めてい
ます。私は、自分も交通事故など
でいつ障害者になるか分からない
し、高齢者には誰でもなるためバ
リアフリーは必要だと考えていま
したが、実際に車椅子で体験をす
るとその大切さが痛いほどよく分
かりました。
そして、残りの２日間は養護学

校で体験を行いました。最初は生
徒と仲良くなれるかどうか不安で
したが、養護学校に入るなり何人
もの生徒が初対面の私に元気良く
挨拶をしてくれたため、その不安
も次第に薄れていきました。その
後、家庭科と木工の授業に参加し
ました。一人一人が洗い物をした
り、木を切ったりする仕事で企業
にインターンシップに行くので、
準備から片付けまで一生懸命行っ
ていたのが印象的でした。生徒に
どのようなインターシップに行く
のか尋ねてみると、笑顔で返答し
てくれたため、とても楽しみにし
ている様子が窺えました。自分の
将来について考え、それに伴って
仕事を一生懸命する姿は見習うも
のがたくさんあります。また、先

生は生徒に対して優しいのですが、
甘やかすわけではありませんでし
た。それは授業や部活動、生活面
で先生方が怒ったり指導したりす
る場面で、生徒たちはその場では
しっかり反省し、しかし引きずる
こともないため、良き信頼関係が
築かれていることを学ぶことがで
きました。
社会福祉施設や養護学校での体

験は、一見関係なさそうな普段の
生活にも通じるものがあり、貴重
な社会勉強となりました。また、
実習前と実習後の印象が大きく変
わったため、実際に体験してみる
ことの大切さも学ぶことができま
した。普段通りの生活では体験で
きないからこそ、自分で学ぼうと
すれば様々なことが学べると思い
ます。これから介護体験を行う生
徒のみなさんも一つでも多くのこ
とを学べるようがんばってくださ
い。

介護等の体験を終えて
科目等履修生　柳井　宏一
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１．はじめに

私がビデオ撮影を始めたのは
1992年８月からである。撮影対
象はいろいろだが、各地の公共図
書館を中心に図書館に関する講演
会も多い。当初はH i 8方式で、
1996年暮からはデジタル方式で、
全部見たら1000時間にもなろう
し、一生かかっても見ることはあ
るまい。カメラの時にも喋る妙な
癖も付いたし、三脚もあまり使わ
ないし大型画面では目が回る人も
ある。それでも注文もあり、実費
で制作して「ビデオボランティア」
を自称している。
佐賀市立図書館長辞任に際して

は講演会等の「ちばビデオライブ
ラリー」をのこした。
一昨年から専修大学の司書課程

の科目を受け持つようになり、自
作のプリントと主として自分が撮
影・編集したビデオを教材として
いるので、そのビデオの一部を紹
介しよう。なお、町村合併や改築
等により現在は名称変更になった
りなくなったものもある。

２．１　自己紹介をかねて

ビデオ撮影始めは、1992年東
京都墨田区立八広図書館であった。

高層団地１階の図書
室と集会室を持った
1000m２余の図書館
では多彩な利用があ
った。入口のロビー
では、新聞閲覧と同
時に囲碁・将棋・チ
ェス・オセロなどが
行われ、「掲示の広
場」の掲示板、「手
作りの広場」の展示
ケース、地域の人の作品が壁にか
けられ、図書館の「てづくりタイ
ム」でこどもたちと色々な手法で
作った大型紙芝居もあって貸出も
している。図書室には時事コーナ
ーやヤングアダルトコーナーがあ
り、観光パンフレットや25000分
の１地形図を始め様々な資料があ
り、地域の人たちが使いこなして
いる風景がある。ピアノと卓球が
同居し、ダンスやカラオケが行わ
れている多目的ホール、一人から
でも使える和室や板の間などすべ
て無料の集会施設、「本のある広場」
を実践した下町の図書館である。
1996年３月から私は出生地で

ある佐賀市の図書館の開館準備に
変わり、広い公園の中に9500m２

という施設と市民の熱意ある取り

組みに支えられ、県内外からの見
学や色々な行事など映像にも広が
りがでてきたといえる。夏になる
と「ゆかたでお出迎え」など多く
の職員の姿など学生には強いイン
パクトを与えたようである。囲
碁・将棋コーナー等広いスペース
となり、館報「本のある広場」も
発刊し、大きいぬいぐるみのパン
ダや佐賀の風物詩のタペストリー
の間を一日平均3000人の入館者
で賑わう文字通り「本のある広場」
であった。
２．２　新しい図書館のすがた

最近では珍しくもなくなった
BDS（ブックディテクションシス
テム）をいち早く取り入れたり、
インフォメーションやレファレン
スのデスクを置くなどした市川市
中央図書館、解放感のある建物で
ゆっくり飲食したりして過ごせ
「滞在型図書館」といわれたり、ヤ
ングからの投書をまとめて冊子に
した朝霞市立図書館には全国から
見学があっただろう。
滋賀県の町立図書館には、博物

館等との併設をたくみに取り入れ
た能登川町立図書館、「町のこしカ
ード」等に意欲を見せる愛知川町
立図書館、AV資料の返却ポストが
あり、人工膀胱・肛門所持者のオ
ストメイトや太陽光発電装置もあ
る日野町立図書館等がある。
市民活動のために自由に使える

ビデオに見る図書館～図書館発見の手がかりに～
文学部　兼任講師　千葉　治
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フリースペースが用意されている
愛知県田原町図書館には地域を４
コースで巡回して利用者を運んで
くれる「ぐるりんばす」がある。
ビジネス支援や多文化サービスを
重点にした静岡市立御幸町図書館
が駅そばのビルにできた。
２．３　むかしの図書館も

帯広市図書館、東京都足立区立
千住図書館、コンピュータ以前の
貸出方式や目録など、建物
だけでなく備品や書式など
があったり写真などで説明
があれば理解しやすい。図
書館用品などを保存してい
く「図書館博物館」とでも
いうものが必要ではなかろ
うか。
２．４　資料保存や協力

よそでとっていないであ
ろう雑誌を保存している岡
山市立中央図書館や土地柄
映画関係資料を多く所蔵している
調布市立中央図書館、書庫を自転
車で走り回る大阪府立中央図書館
から、それが利用者のもとに届く
という働きを見るのも大切なこと
であろう。
学校図書館ルームをもち様々な

支援・協力を行っている富山県小
杉町民図書館もある。
２．５　動く図書館のすがた

鹿児島県瀬戸内町立図書館の自
動車図書館「かけはし号」が奄美
大島の南の加計呂麻島を２週間に
１回巡回しているすがたは、海辺
で本を読むおとなや駆け寄ってく
る中学生や小学生の健康な笑顔に
自動車図書館の発見と人の発見を
感じている人も多いようである。
２．６　スペンサー・ショーの講

演に感銘

1995年、スペンサー・ショー
の講演を三脚を使って公式にビデ
オ撮影する機会を得た。講演その

ものも２時間に及ぶもので晩餐会
も含めればもっとということにな
る。通訳もあり30分弱の映写にな
ったが迫力があり感銘したと感想
もあり続編を映写したりした。
２．７　わんぱく文庫のビデオに

障害者サービスを発見

「ここには私の読める本がある」
という２年前制作され購入したビ
デオを映写したとき学生からの質

問があり、問い合わせて答えたり
もした。35分かかるが再度のリク
エストもよせられ図書館利用に障
害ある人（主として視覚障害者）
へのサービスの発見に役だった。
２．８　文庫やNPOの図書館

仙台の家庭文庫である「のぞみ
文庫」、東村山市の地域文庫である
「東村山電車図書館」高知市にある
「特定非営利活動法人高知こどもの
図書館」を映写した。利用者との
応対は学ぶべきものがあり、図書
館を理解する上で、文
庫の心は大切なもので
ある。
２．９　住民参加・ボ

ランティア

地域のグループに図
書館の自然と環境のコ
ーナー「風倒木」を委
託している八日市市立
図書館。図書館友の会
のスペースを提供して

いる伊万里市民図書館と図書館づ
くりの住民の図書館見学には積極
的に図書館案内を行う図書館友の
会の人たち。図書館友の会が図書
館まつりに積極的に関わっている
鶴ケ島市立中央図書館。図書館の
内外に色々な形でボランティアの
参加が見られる福岡県豊津町立図
書館など現代的な課題であろう。

３．おわりに

・図書館の発見が主眼だが
なるべく講義内容に沿っ
たビデオを選ぶようにし
ている。

・前期、後期の二科目につ
いて、なるべく違ったも
のを組み合わせるように
している。

・行ってみたい図書館がで
きたり、リクエストが出
たりして撮影に行くとき
もある。

・最近は撮影禁止や制限が厳しく
て撮影ができず、見学にも行か
ないところもある。

・教材にするつもりで撮影してい
るわけではないので編集するの
に苦労する。

・デジタル編集などやっていない
ので誰かやってくれるといいな
あと思っている。

・図書館見学においてそこに誰が
いるかが大きな要素になる。
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私は小さい頃から本が苦手でし
た。活字を読む根気と気力があま
りなく、大学に入るまでは、小説
を含めハードカバーの本を読んだ
ことがほとんどありませんでした。
そんな私が、図書館に興味を持つ
ようになったきっかけは、友人が
図書館学の勉強をしていて、「図書
館について学ぶ」とはどういうこ
とかを知りたくなったからです。
そこで、私は専修大学で司書課程
を履修し、卒業後さらに専門的に
図書館について学ぶため図書館情
報大学（現在の筑波大学図書館情
報専門学群）の大学院修士課程に
進学しました。そして２年間の大
学院生活を経て、日本原子力研究
所（茨城県東海村）に就職しまし
た。
私の勤務する日本原子力研究所

の図書館（情報メディアライブラ
リー）は、原子力分野を中心に、
物理・化学等の基礎分野から応用
科学分野まで多岐にわたる学術資
料（図書、雑誌、レポート）を収
集し研究者に提供する専門図書館
です。ここで、私は図書、国内雑
誌及び外国雑誌の収集業務を担当
しています。

収集業務は、１ヶ月サイクルの
業務及び1年サイクルの業務に分
けることができます。１ヶ月サイ
クルの業務は、図書の選定、購入
依頼、受入、分類、目録、支払作
業及び国内雑誌の支払作業です。
月の前半は図書の選定、購入依頼、
分類、目録作業を主に、また、後
半はその月に入荷した図書及び国
内雑誌の支払作業が中心となりま
す。
１年サイクルの業務は、次年度

に購入する外国雑誌の選定、入札、
契約、受入、精算です。毎年、４
月～８月にかけて次年度に購入す

る雑誌について収集方針の策定、
図書委員会を開催しての説明、利
用者アンケートの実施等を経て、
購入予定雑誌を決定します。９月
～１２月には、関係課室と打ち合
わせて購入金額を確定し、入札、
契約業務を行います。１月～３月
は、当該年度に入荷した雑誌の精
算業務があります。
私が担当している業務は、皆さ

んが図書館員に対して持つイメー
ジ（利用者対応のサービス業務）
とは若干かけ離れているかもしれ
ません。私も利用者受付カウンタ
ーに座ることはありますが時間的
にはそんなに多くはありません。
むしろ事務系の経理業務に近い業
務を多く含みます。しかし、この
ような業務も図書館を運営してい
く上で欠かすことのできない業務
なのです。

最後に、司書課程を学んでいる
皆さんへのメッセージを書かせて
いただきます。「もし、皆さんが図
書館への就職を考えているなら学

生時代に一つでも多く図書館に足

を運んでください」。図書館は多種
多様です。公共図書館、大学図書
館、専門図書館等と種類がありま
すが、公共図書館一つとっても都
道府県立、市町村立図書館と色々
あります。実際に
図書館を訪れて、
そこで働く職員の
話を聞いて、現実
の図書館が抱えて
いる問題と司書課
程で学ぶことの違
いを感じるととも
に、自分がどの図
書館に向いている
か、働きたいかを
考えて下さい。そ
して、授業で学ぶ

理論と実技を十分に体得し、多面
的な角度から図書館を考え、意欲
をもって図書館の世界に飛び込ん
できてくれることを期待していま
す。

～追記～
私の所属する日本原子力研究所

は、平成17年10月１日に別の法
人と統合して、独立行政法人日本
原子力研究開発機構となります。
既存の二組織の図書館が一つにな
るということは、新たな図書館を
一つ作ることとは、また異なる難
しさがあります。今後、日本原子
力研究所の図書館は、約50年の歴
史に幕を引き新たな組織で活動を
開始しますが、私はこのような変
革の時に、図書館員として携われ
たことをうれしく思っています。

卒業生から
日本原子力研究所 研究情報部 情報メディアライブラリー勤務　池田　貴儀（平成14年度　専修大学商学部商業学科卒業)
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私は８月上旬の２週間、新潟県
新発田市立図書館で図書館実習を
行いました。私は新発田市の出身
なので新発田市立図書館は、小さ
いころからよく行っていた馴染み
のある図書館でした。そのような
良く知っている図書館での実習で
したが、やはり最初は緊張し戸惑
いました。しかし、職員の方々が
とても親切で丁寧に教えてくださ
ったのですぐに慣れて、毎日実習
に行くことが楽しかったです。
新発田市立図書館の職員には館

長を含め８人の職員の方がいらっ
しゃいました。そのうち司書の資
格を持っている方は一人だけでし
た。しかし他の職員の方々も講習
会などに出席されていて、積極的
に取り組んでいる感じを受けまし
た。またカウンター業務はパート
の方にお願いしていて、児童室２
人、一般図書・雑誌は３人の体制
をとっていました。
２週間の実習の中で、私は図書

や視聴覚資料の登録や装備、購入
や発注の仕方、予約本やリクエス
ト、レファレンスの処理、カウン
ター業務などさまざまなことをさ
せていただきました。また３ヶ月
検診のときに行うブックスタート
や職員やボランティアの方々が行
う読み聞かせなどにも参加させて
いただき、大変楽しく勉強になり
ました。
その中で特に印象に残った仕事

が、図書やCDなどの装備でした。
装備とは、図書が傷むのを防ぐた
めにビニールのカバーを貼り付け
たり、貸し出しできるようにバー
コードや請求記号などをつけたり、
また分館用の図書には貸し出しカ
ードを裏表紙の後ろにつけたりす
る作業です。図書館流通センター
（TRC）から図書を購入している
ので、通常なら装備もされて登録

さえすればいい状態で納品される
のですが、利用者からのリクエス
トや自分たちで選んで発注したも
の、またTRC以外からの購入や寄
贈された図書などは自分たちで装
備しなくてはならないので量は少
なくありませんでした。とてもと
ても地味で黙々とこなす作業でし
たが、カバーをつけるときは、失
敗は許されないので集中して一気
につけてしまいます。きれいにカ
バーがついたときは、やり遂げた
感じがしてとても好きな作業でし
た。
また、最近新発田市と合併した

地域に児童書を持っていって、貸
し出しや読み聞かせなどもしまし
た。私も１冊、絵本を読ませてい
ただきました。授業では何回か機
会がありましたが大学生相手で、
実際に子どもたちの前で読み聞か
せをするのは初めての経験だった
ので、とても緊張しました。集ま
った子どもたちが３人しかいなく
て拍子抜けしたところもあったの
ですが、なんとか無事に読み聞か
せすることができ、ほっとしまし
た。ただ今回は同い年の子３人だ
ったので良かったのですが、大勢

集まったら年齢や性別もばらばら
になるので、絵本や図書選びは難
しいなと思いました。
さらにカウンター業務やレファ

レンス、図書の購入などの図書館
の仕事を通して、あらゆる図書に
ついての情報を知っていなくては
ならないということも痛感しまし
た。さまざまな利用者がいるので
要求もさまざまで、人気の著者の
最新本や話題の本、夏休みだった
ので自由研究や卒業論文のための
専門的な本、または漠然とした情
報しかない中から図書を探さなく
てはいけなかったりなど、あらゆ
る問い合わせがありました。その
要求に素早く対応していくため、
そして新たに購入する図書を選ぶ
ためにもやはり、さまざまな図書
や雑誌、資料などの情報に敏感で
なければならないと強く感じまし
た。
２週間と短い間ではありました

が、大変充実した図書館実習でし
た。授業で勉強しているだけでは
分からない、実際に業務を体験し
て初めて実感することもたくさん
あり、貴重な体験でした。

図書館実習を終えて
実習館：新潟県新発田市立図書館　科目等履修生　神田　朋
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まったくもって“外国”に関係
のない日本語日本文学科日本語学
専攻の私が、大学の交換留学プロ
グラムを利用し、１年間のドイツ
留学を体験した。

ここドイツはヨーロッパのほぼ
中心に位置する。そのなかでも旧
東に位置するハレという都市で学
生生活を送った。話される言葉は
もちろんドイツ語のみである。街
をゆけば必ず伝統的な建物に遭遇
した。日本ではテレビの中のもの
でしかなかったおとぎ話の世界を、
あちらこちらで目にする不思議さ
はすぐに感動に変わった。長い歴
史が肌で感じられるとともに、鉄
道を始めとする先進的な技術と、
保険や福祉などを通し成熟した社
会を実感できる国でもあった。

英語圏に比べ、審査も優しく、
比較的楽に留学する権利を得るこ
とが出来る。しかし、その分現地
で授業を受けるための語学力が足
りず苦戦した。授業中は先生の発
する言葉を書き取るだけで精一杯
で、学生寮での復習で初めて授業
内容がわかるといった日もあった。
大学生として生活してみなければ
分からない様々なことを、楽しい
こと、辛いことを含め、身をもっ
て経験した１年だった。

日本で司書課
程を受講し、テ
ーマ学習の中で
も図書館学のゼ
ミに所属してい
たことから、ド
イツでも図書館
について知りた
いと考え、個人
で多くの図書館
を訪れた。見学
などを通し、多
くの図書館に触
れていく過程で感じたことを少し
紹介したい。

ヨーロッパの図書館はまるで美
術館や博物館のようになっている
ものが多くある。ハレも例外では
なく、市内には近代教育の確立者
であるA.H.フランケによる18世紀
初頭から収集された資料からなる
フランケ財団の図書室と、教会に
隣接していて15世紀から18世紀
の文化的資料を集めたマリーエン
図書館というすばらしい図書館が
あった。
あまりに古く貴重なため，本を

直に手に取ることは出来ないが、
天井まで続く現在では考えられな
いほど高く古い書架に囲まれた薄
暗い部屋を見学するだけでも感動
できる。貴重な蔵書が多く、日本
からそれらの資料を目当てにやっ

てきている研究者
の方もいた。専門
的な蔵書構成であ
りながらも、多く
の展示や講座によ
り、研究職の人に
のみアピールする
のではなく、一般
の利用者への配慮
が多く見られた。
特に驚いたの

は、深夜２時まで市内のほぼすべ
ての施設が無料開放されるイベン
トで、フランケ財団の建物がレー
ザー光線による光のイルミネーシ
ョンの渦だったことだ。もちろん
図書室内も何故かレーザー光線が
四方八方回っていた。市をあげて
のお祭り騒ぎに、図書館もこんな
形で参加していることがとても新
鮮に感じた。
大学図書館も独特で，３つの主

要な図書館の他に、市内数十ヶ所
に校舎が点在しているハレでは、
それぞれの専門分野の図書館も同
じく点在しており、学生が図書館
を使いやすい状況になっている。

ハレ以外にも旅行先でたくさん
の図書館を見学する機会を得、日
本と比べて図書館の位置づけの高
さを改めて感じた。市民に図書館
という存在が自然に受け入れられ、
足を運ぶ環境が整っているのは歴
史が果たした役割が大きいのだろ
う。ひとりひとりの意識の高さが
図書館の質とともに価値をも上げ
ている。
ふらりと図書館に立ち寄ること

が、素敵な旅の思い出になること
もヨーロッパならではではないだ
ろうか。そんな国で１年間過ごせ
たことは私にとってとても刺激的
ものになった。

留学体験記
文学部日本語日本文学科日本語学専攻４年　渡部　明奈
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近年、国際支援活動を行うNPO
（非営利団体）による海外へのスタ
ディツアーやフィールドワーク、
フィールドスタディ、あるいはイ
ンターンシップなどの体験学習が
多く行われるようになってきてい
ます。
この動きの源には、学校教育に

おける「総合的な学習の時間」の
新設と同様に、学生が教室の外に
跳躍し、現実の力強さと、観念的
な知識や既成メディアからの情報
を主体的・批判的に問い直すこと
を目指すような、新しい教育や学
習のあり方を探ろうとする考え方
があります。
このような潮流の中、筆者はこ

こ数年来、全国の大学生を中心と
した東南アジア諸国へのツアーを
8月と2月の年2回実施しています。
またこのツアーは従来の「スタデ
ィ」ツアーに換わる新しい体験学
習の理論である「エクスポージャ」
ツアーを導入して実施しているも
のです。
そもそもエクスポージャには、

「露出する」「光に当てる」「さらけ
出す」といった意味があります。
これはスケジュールやカリキュラ
ム、答えが事前に用意されたスタ
ディのような傍観者的ではなく、
より自己投入的であり、参加者が
個人としてありのままの現実を感
じ取ることを第一に考える体験活
動のことを指します。このエクス
ポージャツアーではそれらを実現
するために、事前学習は一切なし、
スケジュールや活動内容もできる
限り参加者同士の話し合いの中で
決定していく、という一人ひとり
の主体性を重視した運営を心がけ
ています。
エクスプロージャプログラムは、

今までのボランティア･国際支援活
動の多くが現地の代弁者たるボラ

ンティアリーダーの言葉を信じ、
その人に任せ、異を唱えないとい
う「代行主義」に代わろうとする
ものです。これまで自分がまとっ
てきた殻（パラダイム：規範意識）
をできる限り脱ぎ捨て、出会った
人々との関係をそこから洗い直し、
さらに自分たちを包み込んでいる
構造的・歴史的な問題を理解克服
していくための「共同作業」のこ
とをさします。つまり、友人同士
で参加しても、グループで活動し
ても、あくまで基本はまず個人に
おかれる。そんな一人一人が主役
となり、まず自分が何を感じ、そ
れを他者にどのように伝え共有し
ていくのかを大切にする学習活動
です。善悪ではなく、「なぜ、こう
なっているんだろう？」というあ
りのままを見つけるエクスポージ
ャ的な視点こそ、これからのボラ
ンティア体験活動において重要な
理念となると考えています。
このような理念を元に、前回の

ツアーでは、ベトナムとカンボジ
ア両国を訪問しました。
訪問地では現地でのボランティ

アや支援活動に従事する地域の
人々やストリートチルドレンの支
援施設・スラム街のチャリティス
クールの子ども達との交流など、
従来のスタディツアーとは異なる、
自己投入的な体験活動を堪能する
ことができました。
なによりも「素顔

のアジアを感じ」る
ことを通じて、ボラ
ンティア活動や市民
レベルによる国際支
援活動のあり方を問
い直そうとするこの
ツアーの目的は果た
せたのではないか、
と思っています。
今回のツアーで訪

れたカンボジアの首都プノンペン
は、インドシナ諸国の都市の中で
も、最もフランス統治時代の雰囲
気が残されています。かつて「東
洋のパリ」と呼ばれた街並みは、
フランス風の大通りと、街路樹の
タマリンドの緑やプルメリアの花
が映し出す南国特有のコントラス
トが不思議に調和している街です。
他方でこの美しい街には、

1975年4月から1979年1月までの
約4年間この国を統治したクメー
ルルージュ、いわゆる「ポルポト
政権」による大量虐殺の生々しい
傷跡がいまだ残っています。
極端な共産主義政策を実行した

ポルポト政権により、一説にはこ
の4年間に200万人以上の民衆が
殺されたといいます。なかでも教
師・僧侶・外国語ができる者など
の都市の知識人を抹殺することで、
伝統的文化を破壊し原理的な共産
主義を断行しようとしたのです。
そのような虐殺の舞台となった

代表的な場所が、プノンペン市内
中心部にあるツールスレン虐殺博
物館（Tuo l S l e n gGeno c i d e
Museum）と、市郊外のチェーン
アエク村にあるキリングフィール
ドです。
かつて高校だった建物を改造し

て作ったツールスレン虐殺博物館
は、ポルポト統治下時代、強制収

インドシナの現代史をめぐるアジアエクスポージャツアー
経済学部　兼任講師　御園生　純
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容所として利用され、実に2万人
以上の市民が処刑された跡です。
教室だった部屋には、ブロックを
積んで幅1メートル奥行き二メー
トルに満たない仕切りを作り、独
房として利用していました。各房
には未だに足かせが残っています。
さらに展示室のいたるところにこ
の収容所で処刑された人々の顔写
真が無数に展示されています。
チェーンアエク村にある通称

「キリングフィールド」は、ツール
スレンをはじめとする強制収容所
から囚人が送られた「処刑場跡」
です。いまでは公園として保存さ
れていますが、足元の芝生の陰に
は未だに人骨を数多く見ることが
できます。1988年には公園の中
央に記念塔が建てられ、中に殺さ
れて埋められた人達の骨が安置さ
れています。ナチスドイツのホロ
コーストに勝るとも云われるポル
ポトの大虐殺は、現在のカンボジ
アの社会構造にも大きな影響を与
えています。70年代後半から80
年初頭にかけての出生率が極端に
低いことは、現在でも社会の中軸
を担う20歳代後半の年齢層が極端
に低いといういびつな人口構造の
原因にもなっています。
現在のカンボジア政府はこうい

った過去の証言施設を閉鎖しよう

としているといわ
れています。前述
のキリングフィー
ルドも、今年はじ
めに日系企業にリ
ースされ、大きく
様変わりしようと
しています。博物
館や資料館だけで
なく、プノンペン
という町全体が
20世紀現代史の
様々な矛盾、そし

て東南アジア諸国がおかれてきた
植民地支配やその後の西側諸国の
代理紛争という歴史の証人である
といえます。街全体がこのような
悲劇の舞台としての歴史的な資料
価値を持つ風景を、単に悲劇的な
風景として捉えるのではなく、近
現代を形成した人類全体に対する
過去への贖罪と未来への希望の架
け橋として残していくことが求め
られているのではないでしょうか。
ほんの30年弱の昔、この国で繰

り広げられた悲劇の歴史を物語る
これらの史跡や資料は、単に歴史
的証拠（エビデンス）としての意
義だけでなく、植民地とは何か、
そして当時の日本とポルポト政権
はどのような関係にあったのか、
なぜ「インドシナ難民」と呼ばれ
る人々が日本にいるのか、難民を
生み出した政治構
造の真相はどこに
あったのか、とい
う当事者としての
私たち日本人自身
に対しての問い直
しをしなければな
らない、ともいえ
ます。
2004年にはポ

ルポト政権時代の
大量虐殺を裁く国

際法廷が設置されることについて
カンボジア政府と国連が合意文書
を取り交わしました。
しかしながら虐殺の関係者を国

連という大国の思案の渦巻く場で
いかに裁いても、大虐殺の犠牲者
たちは蘇りません。いま私たちが
考えなければならないのは歴史に
対する責任の論理であって、その
論理は、加害者の罪を計量し、こ
れに報いることで収斂する司法の
論理ではないはずです。死者の願
いと生者の責任は、当時の為政者
に復讐することではなく、あの大
虐殺に至った歴史の様々な要因か
らなる複合構造を、すべての人が
自らの課題として客観的に理解し、
未来の歴史に奉仕することではな
いでしょうか。
そういった考え方こそエクスポ

ージャツアーの醍醐味である事象
を「構造的に理解する」ことにつ
ながるのではないかと思っていま
す。
このエクスポージャツアーは大

学生に限らず、誰でも気軽に参加
できることを目指して運営されて
いるものです。ぜひ興味のある方
は 筆 者 の ホ ー ム ペ ー ジ
（http://misonou.com）のツアー
報告をご覧頂き、多くの方々が参
加されることを願っています。
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私は昨年度実習をさせていただ
いたご縁で現在、東京目黒区駒場
にある日本民藝館で働いています。
日本民藝館は昭和11（1936）

年に開館しました。“民藝”とは民
衆的工芸という意味の言葉で、民
藝運動の創始者であり、日本民藝
館の初代館長である柳宗悦によっ
て創出されました。館には柳宗悦
の眼によって全国から集められた
民衆工芸品約一万七千点が収蔵さ
れています。
館の建物は和風様式の建築で、

ほとんどの部分が開館当時のまま
残されています。歩くときしむ板
張りの床や、窓に組まれた障子戸
から差すやわらかい光は、“美術館”
というより“田舎のおばあちゃん
ち”のようなあたたかい雰囲気を
もっていて、とても居心地がいい
美術館です。私は今年の４月から
この美術館の売店で仕事をしてい
ます。
さて、このような場をいただい

て学芸員の資格取得を目指す皆さ
んにお話ししたいと思ったのは、
学芸員を含む民藝館で働く私たち
がどのように仕事をしているかと
いうことです。
皆さんは“雑芸員”という言葉

をご存知でしょうか？この言葉は、
資格課程の授業で教授が学芸員の
仕事について説明するときに使っ
ていた言葉です。その意味は字面
の通りで、学芸員は教科書にある
ような「資料の収集・保存・研究」
といった“学術”に関する仕事をす
るだけではなく、様々な分野にお
よぶ“雑多”な仕事をもこなす雑芸
員でもあるというお話でした。そ
して現在、実際に美術館につとめ
て学芸員の仕事を間近にみる機会
を得て、彼らがまさにその言葉通
り雑芸員として仕事をしていると
いうことを強く実感しています。
日本民藝館は比較的小規模な美

術館です。館につとめている人は
パートタイムで出勤する受付や監
視などの人も含めて20名程度で、
そのうち職員として常に出勤する

のは10名程です。その中にはいわ
ゆる学芸員としての専門知識を持
った人が数名います。彼らは学芸
員としての主要な任務である展示
計画をたてたり、蔵品の管理や研
究活動、ギャラリートークや図録
制作などの仕事もしていますが、
雑芸員としても働く彼らの仕事は
それだけではありません。館を運
営していくための経理、メディア
等への広報活動、ポスターのデザ
イン、案内状の発送、受付・監視
の交代、館内の掃除も毎日欠かさ
ず行います。彼らは一人一役のみ
を単純にこなすというのではなく、
一人二役、時にはそれ以上の役割
をこなすことで日々民藝館にもた
らされる大量かつ雑多な仕事に対
応しているのです。
それでは学芸員以外の人につい

てはどうでしょうか？学芸員以外
は与えられた仕事をするだけのア
ルバイト店員みたいなものでしょ
うか？それはちがいます。彼らも
また一人でいくつもの役をこなす
雑芸員として仕事をしているので
す。例えばそれは展示替のときに
よく現れます。
民藝館の展示替は一週間という

長い期間をかけて行われます。そ
れは「陳列はそれ自身一つの技藝
であり創作である」という柳宗悦
の言葉に今も忠実だからです。そ
のため、民藝館の展示替は単に展
示スペースの大きさと物の大きさ
で決められるような単純な作業で
はありません。物とそれと隣りあ
う物との相性を見て、さらにその
隣、ケース全体、部屋全体...と最
終的には館全体にその統一がいき
わたるよう多くの時間と手間をか
けて展示が完成させられます。よ
って、展示が完成するまでは倉庫
から物を出しては並べ、出しては
並べの繰り返しです。この作業は
とても学芸員だけでできるもので
はありません。普段は受付や監視
の仕事をしているパートの人も学
芸員以外の職員も全員でこの展示
替の作業にあたります。このよう

に直接物に触れるということは物
を理解するのにこの上ない方法で
す。さらに、パートの人の多くは
もう10年以上も民藝館で働いてい
るのでこの展示替の勝手をよく理
解し学芸員としてもとても頼れる
存在となっています。
つまり、日本民藝館で働く人全

員が雑芸員であると思うのです。
館にもたらされる本当にたくさん
の仕事の数々。その中には学術的
な仕事もそうでない仕事もありま
す。しかし、それがどんな仕事で
も自分の手が空いているならば手
伝い、お互い補い合いながら全員
でこなし民藝館を機能させていく。
単に人が少ないからといってしま
うこともできますが、このように
職員が有機的なつながりをもって
仕事ができるというのは、規模の
大きい組織にはまねのできないす
ばらしい仕事の仕方であると思い
ます。
最後になりますが、私が学芸員

資格課程をとって本当によかった
と思うのは自分自身の幅が広くな
ったことです。私は学生時代社会
学を専攻していましたが、３年生
になり学芸員課程をとったことで、
そのままとどまっていたならきっ
と出会うことができなかった学問
や友人に出会うことができました。
それは自分の進路を考える際にと
てもいい力になってくれたと思い
ます。学芸員の資格取得を目指す
皆さん、学芸員になるというのは
なかなか厳しいかもしれませんが、
資格のためだけなどと思わず自分
の幅を広げるというプラスの考え
をもって授業や実習に一生懸命取
り組んでください。

卒業生から
日本民藝館勤務　春日美香子（平成17年　文学部人文学科卒業）
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高麗博物館。新宿の職安通り沿
いのビルの一室にある、この博物
館のことを皆さんは知っているだ
ろうか？この博物館は日本で数少
ない朝鮮半島と日本との関係史
（または交流史。以下、「日朝交流
史」と略す）を主に
取り扱っている。朝
鮮半島は歴史的に日
本と関係が深い場所
である。前近代、近
代、現代を通じて
様々な歴史的事象が
韓国－朝鮮と日本と
の間で起こった。そ
こには現在でも、決
して等閑視し得ない
問題が多く含まれて
いる。しかしながら、
今の日本には「日朝
交流史」を取り扱っ
た博物館は少なく、管見ながら、
関東圏で常設展示のテーマとして
取り扱っている博物館はここしか
ない。非常に貴重な場所と指摘し
うるだろう。
2005年の夏に、私はこの博物

館で博物館実習をさせてもらった。
この博物館を実習先に選択した理
由は、私の専攻（朝鮮近現代史）
に関わるものだったからである。

普段は歴史文書を通じて歴史を研
究しているが、この博物館では、
実際にモノ資料を手にとって勉強
をすることができた。この体験が
できるのが、博物館実習の醍醐味
である。

それではこのような体験ができ
る実習は、どのような内容であっ
たのだろうか？今回の私の行った
実習は、高麗博物館の所蔵資料の
台帳を作成することであった。で
は、ここでいう所蔵資料台帳とは、
どのようなものであろうか？イメ
ージをいえば、図書館のカード目
録のようなものである。一方で図
書館のカード目録は書籍について、
その形態や所蔵場所などの情報を
記載しているが、他方で博物館の
台帳は所蔵している資料について
それを載せている。この台帳によ
って、博物館では所蔵品の管理を
している。博物館で日常的に行わ
れる作業のひとつである。以下で
は実習内容について、三つの段階
に分けて述べていきたい。
第一の段階の作業は台帳のフォ

ーマットを作成することから始ま
った。何をするにも博物館で作業
することは、初めてである。台帳
とは何か。どのような台帳が、他

の博物館では使われているのか。
台帳に載せるべき情報は、一体何
であるのか。また、所蔵品の調査
はどのような手順でやるべきで、
何を準備する必要があるのか。こ
の課題に応えるために、私は文献

を参照し、自分で台
帳のフォーマットを
作成した。調査の期
間や範囲についても
担当の方を相談し
て、決定した。
第二段階の作業で

は、実際に調査をし
て、台帳に記入して
いった。扱った資料
は、素焼きの美術品
や、掛け軸、人形、
民族衣装、パネル資
料など多岐にわたっ
た。それら資料を一

つずつ調査して、デジカメで撮影
した。そして、最後に調査結果を
台帳へ記載していった。第三段階
では、以上の過程を通じて得られ
た台帳について報告を行った。残
念ながら諸般の事情により、完全
な台帳はできなかったが、所蔵品
の大まかな全体像を把握すること
に資するものは、作成できたと考
えている。
ここで行った上述の実習は、与

えられた課題をこなすことではな
く、自分で課題を設定し、それに
対応していくものであった。知識
も技術もなく、非常に大変な作業
であり、結果は不完全なものとな
ってしまった。しかしながら、振
り返ってみればなかなかできない
体験だったと考えられる。最後に
なったが、高麗博物館の館員の方
は、海のものとも山のものとも分
からない私に、ここまで自由に実
習をさせて下さった。ここに謝辞
を記したい。

博物館実習を終えて
実習館：高麗博物館　文学研究科歴史学専攻修士課程　宮川　英一
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島根県にある「浜田市世界こど
も美術館」へ実習に行きました。
その館での今年の実習生は自分ひ
とりだけだったので、気楽でした。
学校での授業で、学芸員は雑芸

員だ、と言う人もいると教えられ
ていましたが、実習館でも同じこ
とを言われました。そして、今回
の実習でそのことを表面的ではあ
りましたが、実感しました。
この館はこども美術館という名

前の通り、こどもを対象とした参
加型の企画が充実している館です。
通常の企画として、毎週末に来館
者参加型の創作活動の場が開かれ
ているのですが、今回の実習期間
が夏休みと重なっていた為、週末
だけでなく平日も創作活動の場が
開かれていました。その他にも通
常に加えて多くの企画がありまし
た。特に、10日間の実習の９日目
には「こども美術館まつり2005」
というイベントが開催されること
になっていたので、実習の後半は
その準備の時間がほとんどでした。
実習の前半はお盆と重なっていた
ので、多くの来館者が創作活動に
参加していました。実習でその創
作活動の補助作業に参加しました。
それは説明を受けて思っていたよ
りも難しいことでした。実際の作
業が難しいわけではなく、参加者
との係わり方が難しいと思いまし
た。そう感じたのは参加者のほと

んどが小学生以下のこ
どもで、保護者と一緒
に参加していたからで
す。小さなこどもを相
手にするというのは、
保護者も相手にすると
いうことなのだと思い
ました。創作活動にお
いて、わからない、で
きない、というこども
を無視するわけにはいかないけれ
ど、手を貸したらその保護者に、
こどもの自由にできないと文句を
つけられることもあるそうで、ど
こまで手を貸していいのかという
のが難しいところでした。保護者
によって、手を貸したら文句を言
う人、こどものやることにいちい
ち口を出す人、何も言わずに見て
いる人、自分の方が創作に夢中に
なっている人、といろいろなタイ
プがあり、こういう活動をしてい
る館では普通に来館者に接するの
とは違って、参加者との接し方を
考えなければならないのだと思い
ました。
そのほかは、展示室の監視業務

を少し体験させてもらい、あとは
まつりの準備をしました。毎年実
習生に割り当てられているらしい
作業が、まつりの各コーナーで使
う看板作りでした。今年の実習生
は１人だったため、１人でかいて
いました。好きなようにかいてい

いと言われたので
好きなようにかき
ましたが、ペンキ
に塗れつつ延々看
板をかいて、でき
てから数えたら11
枚かいていまし
た。他にも、近く
の小学校までテン
トを借りに行った
り、組み立てたり

するという力仕事や、車の荷台で
借り物の荷物が倒れたりしないよ
うに見張っていたりと、思っても
みなかった作業をしました。思っ
てもみなかったといっても、これ
らのことは指示が出てそれに従っ
てやっていただけだったので何を
したらいいのかわからなくて困る
ということにはなりませんでした。
10日間の実習のなかで、なにを

したらいいかわからなくなったの
は、まつり当日でした。当日は、
複数の創作活動のコーナーがあり
ましたが、特に何をしろという指
示が出るわけでもなく、様子をみ
て適当に動いておくように言われ
ました。まつりの創作活動のコー
ナーは普段の創作活動とは違って、
外部からその創作を教えてくれる
人を招いていたので、教える人と
参加者だけでその場が成り立って
いるように見えました。なので、
できることを自分で見つけるのが
とても難しかったです。状況を見
て考えて動くというのは、難しい
ものなのだと思いました。
今回の実習で、体験したことは

表面的なことにすぎなかったのか
もしれませんが、学芸員は本当に
いろいろな種類の作業をこなして
いるのだと知りました。
実際に体験しなければわからな

かったこともあり、実習の前後で
確実に学芸員に対する印象が変わ
った貴重な体験でした。

博物館実習を終えて
実習館：浜田市世界こども美術館　文学部日本語日本文学科日本文学文化専攻３年　漆松　久美子
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2�
－�
3�
－�
－�
2�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
7�

107

2�
－�
7�
－�
－�
3�
1�
－�
－�
19�
1�
22�
4�
4�
－�
－�
63

2�
－�
4�
－�
－�
2�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
8�
71

6�
3�
4�
4�
－�
2�
－�
－�
－�
10�
－�
32�
3�
3�
－�
－�
67

1�
－�
2�
－�
－�
1�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
4�
71

21�
4�
36�
21�
0�
11�
3�
0�
0�
60�
7�

130�
15�
26�
2�
0�

336

9�
0�
21�
0�
0�
6�
0�
0�
0�
0�
0�
0�
0�
0�
0�
9�
45�
381

30�
4�
57�
21�
0�
17�
3�
0�
0�
60�
7�

130�
15�
26�
2�
9�

381

経 済 �
�

法�

経 営 �
�

商
�

�
�

�
文
�
�

�
�
ネットワーク情報�
大 学 院 �
科 目 等 履 修 生 �
小 計 �
合 計 �

経 済 �
国 際 経 済 �
法 律 �
経 営 �
情 報 管 理 �
商 業 �
会 計 �
国 文 �
英 米 文 �
人 文 �
心 理 �
日 本 語 日 本 文 �
英 語 英 米 文 �
ネットワーク情報�

学部・学科� 合計�

2�
1�
2�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
8�
－�
9�
1�
2�
－�
－�
25

年　　　　　　次� 1　年� 2　年� 3　年� 4　年� 小　計�
学　　　　　　科� 1部� 2部� 1部� 2部� 1部� 2部� 1部� 2部� 1部�

司
　
　
書
　
　
教
　
　
諭�

2部�

－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
5�
5�
30

－�
1�
1�
3�
－�
1�
－�
－�
－�
3�
1�
14�
2�
2�
－�
－�
28

－�
－�
1�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
1�
29

－�
1�
2�
1�
－�
6�
－�
－�
－�
2�
1�
13�
－�
6�
－�
－�
32

－�
－�
1�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
1�
33

6�
－�
4�
1�
－�
8�
－�
－�
－�
10�
1�
15�
2�
5�
－�
－�
52

1�
－�
6�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
7�
59

8�
3�
9�
5�
0�
15�
0�
0�
0�
23�
3�
51�
5�
15�
0�
0�

137

1�
0�
8�
0�
0�
0�
0�
0�
0�
0�
0�
0�
0�
0�
0�
5�
14�
151

9�
3�
17�
5�
0�
15�
0�
0�
0�
23�
3�
51�
5�
15�
0�
5�

151

経 済 �
�

法�

経 営 �
�

商
�

�
�

�
文
�
�

�
�
ネットワーク情報�
大 学 院 �
科 目 等 履 修 生 �
小 計 �
合 計 �

経 済 �
国 際 経 済 �
法 律 �
経 営 �
情 報 管 理 �
商 業 �
会 計 �
国 文 �
英 米 文 �
人 文 �
心 理 �
日 本 語 日 本 文 �
英 語 英 米 文 �
ネットワーク情報�

学部・学科� 合計�

3�
1�
2�
5�
－�
－�
－�
－�
－�
32�
－�
6�
2�
－�
8�
－�
59

年　　　　　　次� 1　年� 2　年� 3　年� 4　年� 小　計�
学　　　　　　科� 1部� 2部� 1部� 2部� 1部� 2部� 1部� 2部� 1部�

学
　
　
　
　
芸
　
　
　
　
員�

2部�

－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
6�
6�
65

3�
2�
1�
4�
－�
1�
－�
－�
－�
40�
－�
9�
7�
2�
－�
－�
69

1�
－�
4�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
5�
74

4�
－�
7�
1�
－�
1�
1�
－�
－�
29�
－�
10�
4�
1�
－�
－�
58

2�
－�
5�
－�
－�
1�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
8�
66

5�
2�
2�
4�
－�
3�
1�
1�
－�
42�
2�
19�
5�
2�
－�
－�
88

2�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
2�
90

15�
5�
12�
14�
0�
5�
2�
1�
0�

143�
2�
44�
18�
5�
8�
0�

274

5�
0�
9�
0�
0�
1�
0�
0�
0�
0�
0�
0�
0�
0�
0�
6�
21�
295

20�
5�
21�
14�
0�
6�
2�
1�
0�

143�
2�
44�
18�
5�
8�
6�

295

平成16年度　資格課程履修者数
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平成16年度　教員免許状取得状況一覧

申
請
件
数
�

授
与
件
数
�

申
請
件
数
�

授
与
件
数
�

申
請
件
数
�

授
与
件
数
�

申
請
件
数
�

授
与
件
数
�

申
請
件
数
�

授
与
件
数
�

申
請
件
数
�

授
与
件
数
�

申
請
件
数
�

授
与
件
数
�

申
請
件
数
�

授
与
件
数
�

申
請
件
数
�

授
与
件
数
�

申
請
件
数
�

授
与
件
数
�

申
請
件
数
�

授
与
件
数
�

申
請
件
数
�

授
与
件
数
�

申
請
件
数
�

授
与
件
数
�

申
請
件
数
�

授
与
件
数
�

申
請
件
数
�

授
与
件
数
�

申
請
件
数
�

授
与
件
数
�

申
請
件
数
�

授
与
件
数
�

申
請
件
数
�

授
与
件
数
�

申
請
件
数
�

授
与
件
数
�

申
請
件
数
�

授
与
件
数
�

申
請
件
数
�

授
与
件
数
�

申
請
件
数
�

授
与
件
数
�

申
請
件
数
�

授
与
件
数
�

申
請
件
数
�

授
与
件
数
�

申
請
件
数
�

授
与
件
数
�

申
請
件
数
�

授
与
件
数
�

申
請
件
数
�

授
与
件
数
�

申
請
件
数
�

授
与
件
数
�

免
許
種
類
�

教
科

�

経
済
学
科
�

国
際
経
済
学
科

経
営
学
科
�

情
報
管
理
学
科
�

商
業
学
科
�

会
計
学
科
�

国
文
学
科
�

英
米
文
学
科
�

人
文
学
科
�

心
理
学
科
�

日
本
語
日
本
文
学
科
�

英
語
英
米
文
学
科
�

ネッ
トワ

ーク
情
報
学
科
�

経
済

学
�

経
営

学
�

商
学

�

文
学

�

� 法
律
学
科
�

経
済
学
科
�

法
律
学
科
�

商
業
学
科
�

法
学

�

経
済

学
�

商
学

�

社
会
�
国
語
�
英
語
�
数
学
�
小
計
�

18
�

17
� 2� 1� � � � � 9� 8� � � � � � � 14
�

14
� 0� 0� � � � � � � � � � � � � � � 43
�

40
�

22
�

21
� 3� 3� 6� 6� 0� 0� � � � � � � � 9� 31
�

39
�

74
�

79

� � � � � � � � � � � � 2� 1� � � � � � � 32
�

27
� � � � � � � � � � � � �

34
�

28
� � � � � � � � � � � � � � � � 1� 0� 1� 34
�

29

� � � � � � � � � � � � � � 0� 0� � � � � � � 17
�

17
� � � � � � � � � � �

17
�

17
� � � � � � � � � � � � � � � � 0� 0� 0� 17
�

17

� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � 3� 3� � � � � � � � � 3� 3� � � � � � � � � � � � � � � � 0� 0� 0� 3� 3

18
�

17
� 2� 1� －
�

－
�

－
�

－
� 9� 8� －
�

－
� 2� 1� 0� 0� 14
�

14
� 0� 0� 32
�

27
�

17
�

17
� 3� 3� －
�

－
�

－
�

－
�

－
�

－
�

－
�

－
�

97
�

88
�

22
�

21
� 3� 3� 6� 6� 0� 0� －
�

－
�

－
�

－
�

－
�

－
� 0� 10
�

31
�

40
�

12
8�

12
8

21
�

18
� 2� 2� � � � � 12
�

10
� � � � � � �

25
�

23
� � � � � � � � � � � � � � � � �

60
�

53
�

20
�

18
� 4� 3� 8� 8� 0� 0� � � � � � � � 4� 32
�

33
�

92
�

86

地
理
歴
史
�
公
民
�
情
報
�

国
語
�

21
�

19
� 3� 2� � � � � 13
�

10
� � � � � � �

13
�

12
� 0� 0� � � � � � � � � � � � � � � 50
�

43
�

27
�

25
� 3� 3� 9� 8� 2� 1� � � � � � � � 14
�

41
�

51
�

91
�

94

� � � �
10
� 8� � � 1� 1� � � � � � � � � � � � � � � 15
�

12
� � � � � � � � �

26
�

21
� � � � � � � � � � � � � � � � � 0� 0� 26
�

21

0� 0� 0� 0� 11
� 8� 0� 0� 13
� 8� 1� 1� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � 25
�

17
� � � 0� 0� � � 3� 3� � � � � � � � 3� 3� 6� 28
�

23商
業
�

� � � � � � � � � � � � 3� 2� � � � � � � 58
�

52
� � � � � � � � � � � � �

61
�

54
� � � � � � � � � � � � � � � � 1� 0� 1� 61
�

55

� � � � � � � � � � � � 0� 0� � � � � � � 12
�

11
� � � � � � � � � � � � �

12
�

11
� � � � � � � � � � � � � � � � � 0� 0� 12
�

11書
道
�
英
語
�
数
学
�
小
計
�
社
会
�

� � � � � � � � � � � � � � 0� 0� � � � � � � 28
�

25
� � � � � � � � � � �

28
�

25
� � � � � � � � � � � � � � � � � 0� 0� 28
�

25

� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � 5� 4� � � � � � � � � 5� 4� � � � � � � � � � � � � � � � � 0� 0� 5� 4

42
�

37
� 5� 4� 21
�

16
� 0� 0� 39
�

29
� 1� 1� 3� 2� 0� 0� 38
�

35
� 0� 0� 70
�

63
�

28
�

25
�

20
�

16
�
－
�

－
�

－
�

－
�

－
�

－
�

－
�

－
�

26
7�

22
8� 47
�

43
� 7� 6� 17
�

16
� 5� 4� －
�

－
�

－
�

－
�

－
�

－
� 0� 22
�

76
�

91
�

34
3�

31
9

� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � 0� 0� � � � � 4� 4� 4� 4� � � � � � � � � 0� 0� 0� 0� � � � � 0� 0� 4� 4

国
語
�
英
語
�
小
計
�
地
理
歴
史
�

� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � 4� 4� 4� 4� � � � � � � � � � � � � � � � � 0� 0� 4� 4

－
�

－
�

－
�

－
�

－
�

－
�

－
�

－
�

－
�

－
�

－
�

－
�

－
�

－
�

－
�

－
�

－
�

－
�

－
�

－
�

－
�

－
�

－
�

－
�

－
�

－
� 0� 0� －
�

－
�

－
�

－
� 8� 8� 8� 8� －
�

－
�

－
�

－
�

－
�

－
�

－
�

－
� 0� 0� 0� 0� －
�

－
�

－
�

－
� 0� 0� 8� 8

� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � 4� 4� 4� 4� � � � � � � � � � � � � � � � � 0� 0� 4� 4

公
民
�
商
業
�
国
語
�
英
語
�

� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � 0� 0� � � � � 1� 1� 1� 1� � � � � � � � � 0� 0� 0� 0� � � � � 0� 0� 1� 1

� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � 0� 0� 0� 0� 1� 0� 1� 0� � � � � � � � � � � � � 3� 3� � � 3� 3� 4� 3

� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � 6� 5� 6� 5� � � � � � � � � � � � � � � � � 0� 0� 6� 5

小
計
�

－
�

－
�

－
�

－
�

－
�

－
�

－
�

－
�

－
�

－
�

－
�

－
�

－
�

－
�

－
�

－
�

－
�

－
�

－
�

－
�

－
�

－
�

－
�

－
�

－
�

－
� 0� 0� 0� 0� 0� 0� 12
�

11
�

12
�

11
�
－
�

－
�

－
�

－
�

－
�

－
�

－
�

－
� 0� 0� 0� 0� 3� 3� －
�

－
� 3� 3� 15
�

14

合
計
�

60
�

54
� 7� 5� 21
�

16
� 0� 0� 48
�

37
� 1� 1� 5� 3� 0� 0� 52
�

49
� 0� 0�

10
2� 90
�

45
�

42
�

23
�

19
� 0� 0� 0� 0� 0� 0� 20
�

19
�

38
4�

33
5� 69
�

64
�

10
� 9� 23
�

22
� 5� 4� 0� 0� 0� 0� 3� 3� 0� 32
�

11
0�

13
4�

49
4�

46
9

� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � 0� 0� 0� 0� � � � � � � � � � � � � � � � � 0� 0� 0� 0

� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � 0� 1� 0� 1� � � � � � � � � � � � � � � � � 0� 0� 0� 1

中
学
一
種
�

高
校
一
種
�

高
校
専
修
�

中
学
専
修
�

一
部
�

研
究
科
�

ニ
部
�

神
田
�

生
田
�

一
部
�

研
究
科
�小
　
　
計
�

科
目
等
履
修
生
�

小
　
　
計
�

合
　
　
計
�
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平成16年度　教育実習先一覧（生田）

所在地 実　習　校　名 実習教科
実習学生

学部 学科 専攻

北海道 北海道苫小牧総合経済高等学校 情　　報 経営 経営

北海道 北海道釧路商業高等学校 商　　業 商 商業

北海道 北海道札幌開成高等学校 地理歴史 文 人文 歴史学

北海道 遺愛女子高等学校 国　　語 文 日本語日本文 日本文学文化

北海道 北桧山町立北桧山中学校 社　　会 経済 経済

北海道 鶴居村立鶴居中学校 社　　会 商 商業

岩手県 岩手県立宮古商業高等学校 情　　報 経営 経営

岩手県 専修大学北上高等学校 商　　業 経営 経営

岩手県 専修大学北上高等学校 商　　業 商 商業

岩手県 専修大学北上高等学校 地理歴史 文 人文 環境地理学

岩手県 専修大学北上高等学校 国　　語 文 日本語日本文 日本文学文化

岩手県 専修大学北上高等学校 国　　語 文 日本語日本文 日本文学文化

岩手県 衣川村立衣川中学校 国　　語 文 日本語日本文 日本文学文化

岩手県 藤沢町立黄海中学校 社　　会 経済 経済

岩手県 水沢市立東水沢中学校 社　　会 商 商業

宮城県 宮城県古川女子高等学校 国　　語 文 日本語日本文 日本文学文化

秋田県 秋田県立横手高等学校 国　　語 文 日本語日本文 日本文学文化

秋田県 能代市立能代商業高等学校 商　　業 経営 経営

秋田県 横手市立金沢中学校 社　　会 商 商業

福島県 福島県立双葉高等学校 地理歴史 文 人文 歴史学

福島県 猪苗代町立猪苗代中学校 社　　会 文 人文 哲学人間学

茨城県 茨城県立古河第三高等学校 地理歴史 文 人文 歴史学

茨城県 茨城県立鉾田第一高等学校 地理歴史 商 商業

茨城県 茨城県立緑岡高等学校 公　　民 文学 哲学人間学

茨城県 瓜連町立瓜連中学校 英　　語 文 英語英米文

茨城県 下館市立下館中学校 社　　会 文学 社会学

茨城県 八郷町立南中学校 英　　語 文 英語英米文

茨城県 龍ヶ崎市立長山中学校 社　　会 経済 経済

栃木県 佐野市立赤見中学校 社　　会 文 人文 歴史学

群馬県 高崎市立高崎経済大学附属高等学校 公　　民 商 商業

群馬県 群馬県立伊勢崎東高等学校 地理歴史 文 人文 歴史学

群馬県 群馬県立中央高等学校 国　　語 文 日本語日本文 日本文学文化

群馬県 群馬県立中央高等学校 情報or数学 ネットワーク情報 ネットワーク情報

群馬県 群馬県立嬬恋高等学校 国　　語 文 日本語日本文 日本文学文化

群馬県 群馬県立前橋商業高等学校 商　　業 経営 経営

群馬県 群馬県立前橋商業高等学校 商　　業 商 商業

群馬県 群馬県立前橋東高等学校 国　　語 文 日本語日本文 日本語学

群馬県 群馬県立沼田女子高等学校 国　　語 文 日本語日本文 日本文学文化

群馬県 群馬県立沼田女子高等学校 情　　報 ネットワーク情報 ネットワーク情報

群馬県 東京農業大学第二高等学校 地理歴史 経済 経済

群馬県 赤城村立北中学校 英　　語 文 英語英米文

群馬県 太田市立城西中学校 国　　語 文 日本語日本文 日本文学文化

群馬県 倉渕村立倉渕中学校 社　　会 経済 経済

千葉県 千葉県立千葉南高等学校 公　　民 経済 国際経済

千葉県 銚子市立銚子西高等学校 地理歴史 商 商業

千葉県 国府台女子学院中・高等部 国　　語 文 日本語日本文 日本文学文化

千葉県 専修大学松戸高等学校 地理歴史 経済 経済

千葉県 専修大学松戸高等学校 地理歴史 経済 経済

千葉県 専修大学松戸高等学校 英　　語 文 英語英米文

千葉県 専修大学松戸高等学校 公　　民 文 心理

千葉県 専修大学松戸高等学校 情　　報 経営 経営

千葉県 専修大学松戸高等学校 情　　報 ネットワーク情報 ネットワーク情報

千葉県 専修大学松戸高等学校 情　　報 ネットワーク情報 ネットワーク情報

千葉県 飯岡町立飯岡中学校 社　　会 商 商業

千葉県 市川市立塩浜中学校 社　　会 経済 経済

千葉県 市川市立東国分中学校 英　　語 文 英語英米文

千葉県 木更津市立鎌足中学校 国　　語 文 日本語日本文 日本文学文化
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所在地 実　習　校　名 実習教科
実習学生

学部 学科 専攻

千葉県 銚子市立銚子西高等学校 地理歴史・公民 経済 国際経済

埼玉県 埼玉県立朝霞高等学校 情　　報 経営 経営

埼玉県 埼玉県立小鹿野高等学校 情　　報 経営 経営

埼玉県 埼玉県立久喜北陽高等学校 国　　語 文 日本語日本文 日本文学文化

埼玉県 埼玉県立熊谷商業高等学校 商　　業 経営 経営

埼玉県 埼玉県立熊谷西高等学校 英　　語 文 英語英米文

埼玉県 埼玉県立新座総合技術高等学校 商　　業 商 商業

埼玉県 さいたま市立浦和南高等学校 国　　語 文 日本語日本文 日本語学

埼玉県 春日部共栄高等学校 国　　語 文 日本語日本文 日本語学

埼玉県 川越東高等学校 国　　語 文 日本語日本文 日本文学文化

埼玉県 本庄東高等学校 公　　民 商 商業

埼玉県 大利根町立大利根中学校 英　　語 文 英語英米文

埼玉県 小川町立東中学校 国　　語 文 日本語日本文 日本文学文化

埼玉県 桶川市立桶川中学校 国　　語 文 日本語日本文 日本文学文化

埼玉県 狭山市立入間野中学校 数　　学 ネットワーク情報 ネットワーク情報

埼玉県 新座市立新座中学校 英　　語 文 英語英米文

埼玉県 本庄市立本庄南中学校 社　　会 経済 経済

埼玉県 八潮市立八條中学校 国　　語 文 日本語日本文 日本文学文化

東京都 東京都立大学附属高等学校 国語・書道 文 日本語日本文 日本文学文化

東京都 東京都立小石川高等学校 地理歴史 文 人文 環境地理学

東京都 東京都立小平高等学校 国　　語 文 日本語日本文 日本語学

東京都 東京都立桜町高等学校 公　　民 文 人文 哲学人間学

東京都 東京都立成瀬高等学校 英　　語 文 英語英米文

東京都 東京都立東大和南高等学校 国　　語 文 日本語日本文 日本文学文化

東京都 東京都立深川高等学校 英　　語 文 英語英米文

東京都 東京都立松が谷高等学校 地理歴史 文学 歴史学

東京都 東京都立南平高等学校 英　　語 文 英語英米文

東京都 桜華女学院高等学校 国　　語 文 日本語日本文 日本語学

東京都 桜美林高等学校 国　　語 文 日本語日本文 日本文学文化

東京都 佼成学園高等学校 国　　語 文 日本語日本文 日本語学

東京都 駒沢学園女子高等学校 英　　語 文 英語英米文

東京都 専修大学附属高等学校 地理歴史 文 人文 歴史学

東京都 専修大学附属高等学校 地理歴史 文 人文 歴史学

東京都 専修大学附属高等学校 地理歴史 文 人文 社会学

東京都 専修大学附属高等学校 公　　民 文 人文 社会学

東京都 専修大学附属高等学校 国　　語 文 日本語日本文 日本語学

東京都 専修大学附属高等学校 国　　語 文 日本語日本文 日本語学

東京都 専修大学附属高等学校 国　　語 文 日本語日本文 日本文学文化

東京都 専修大学附属高等学校 英　　語 文 英語英米文

東京都 専修大学附属高等学校 英　　語 文 英語英米文

東京都 専修大学附属高等学校 情　　報 ネットワーク情報 ネットワーク情報

東京都 専修大学附属高等学校 情　　報 ネットワーク情報 ネットワーク情報

東京都 専修大学附属高等学校 情　　報 ネットワーク情報 ネットワーク情報

東京都 東京家政学院中・高等学校 国　　語 文 日本語日本文 日本文学文化

東京都 東京経営短大村田女子高等学校 商　　業 商 商業

東京都 東京農業大学第一高等学校 情　　報 経営 経営

東京都 文京学院大学女子高等学校 国　　語 文 日本語日本文 日本文学文化

東京都 文教大学付属中・高等学校 英　　語 文 英語英米文

東京都 目白学園高等学校 情　　報 経営 経営

東京都 安田学園高等学校 国　　語 文 日本語日本文 日本文学文化

東京都 荒川区立第九中学校 社　　会 文 人文 環境地理学

東京都 板橋区立板橋第三中学校 社　　会 経済 国際経済

東京都 大田区立南六郷中学校 国　　語 文 日本語日本文 日本語学

東京都 世田谷区立桜木中学校 国　　語 文 日本語日本文 日本文学文化

神奈川県 神奈川県立麻生高等学校 国　　語 文 日本語日本文 日本文学文化

神奈川県 神奈川県立麻溝台高等学校 公　　民 経済 経済

神奈川県 神奈川県立麻溝台高等学校 情　　報 経営 経営

関
　
　
　
　
東
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平成16年度　教育実習先一覧（生田）

所在地 実　習　校　名 実習教科
実習学生

学部 学科 専攻

神奈川県 神奈川県立生田高等学校 公　　民 文学 社会学

神奈川県 神奈川県立伊志田高等学校 地理歴史･公民 商 商業

神奈川県 神奈川県立伊志田高等学校 地理歴史 商 商業

神奈川県 神奈川県立荏田高等学校 国　　語 文 日本語日本文 日本文学文化

神奈川県 神奈川県立海老名高等学校 英　　語 文 英語英米文

神奈川県 神奈川県立追浜高等学校 公　　民 商 商業

神奈川県 神奈川県立神奈川総合高等学校 国　　語 文 日本語日本文 日本語学

神奈川県 神奈川県立川崎北高等学校 情　　報 ネットワーク情報 ネットワーク情報

神奈川県 神奈川県立岸根高等学校 公　　民 文 心理

神奈川県 神奈川県立港北高等学校 情　　報 経営 経営

神奈川県 神奈川県立港北高等学校 地理歴史 文 人文 歴史学

神奈川県 神奈川県立相模大野高等学校 公　　民 商 商業

神奈川県 神奈川県立座間高等学校 情　　報 ネットワーク情報 ネットワーク情報

神奈川県 神奈川県立七里ガ浜高等学校 地理歴史 文 人文 歴史学

神奈川県 神奈川県立七里ガ浜高等学校 国　　語 文 日本語日本文 日本語学

神奈川県 神奈川県立松陽高等学校 国　　語 文 日本語日本文 日本語学

神奈川県 神奈川県立新城高等学校 国　　語 文 日本語日本文 日本語学

神奈川県 神奈川県立住吉高等学校 情　　報 商 商業

神奈川県 神奈川県立瀬谷高等学校 国　　語 文 日本語日本文 日本語学

神奈川県 神奈川県立瀬谷高等学校 英　　語 文 英語英米文

神奈川県 神奈川県立多摩高等学校 国　　語 文 日本語日本文 日本文学文化

神奈川県 神奈川県立大和西高等学校 地理歴史 商 商業

神奈川県 神奈川県立百合丘高等学校 情　　報 経営 経営

神奈川県 神奈川県立百合丘高等学校 公　　民 文 人文 哲学人間学

神奈川県 神奈川県立横浜平沼高等学校 地理歴史 文 人文 歴史学

神奈川県 神奈川県立横浜南陵高等学校 国　　語 文 日本語日本文 日本文学文化

神奈川県 横浜市立みなと総合高等学校 情　　報 ネットワーク情報 ネットワーク情報

神奈川県 厚木市立小鮎中学校 社　　会 文 人文 歴史学

神奈川県 小田原市立城南中学校 社　　会 文 人文 社会学

神奈川県 川崎市立金程中学校 国　　語 文 日本語日本文 日本文学文化

神奈川県 川崎市立田島中学校 社　　会 経済 経済

神奈川県 川崎市立東橘中学校 国　　語 文 日本語日本文 日本語学

神奈川県 相模原市立弥栄中学校 社　　会 文 人文 哲学人間学

神奈川県 相模原市立由野台中学校 英　　語 文 英語英米文

神奈川県 茅ヶ崎市立松浪中学校 国　　語 文 日本語日本文 日本文学文化

神奈川県 藤沢市立湘南台中学校 国　　語 文 日本語日本文 日本文学文化

神奈川県 藤沢市立明治中学校 社　　会 経済 経済

神奈川県 山北町立山北中学校 社　　会 経済 経済

神奈川県 横須賀市立追浜中学校 社　　会 文 人文 歴史学

神奈川県 横浜市立岡津中学校 国　　語 文 日本語日本文 日本語学

神奈川県 横浜市立日限山中学校 社　　会 経済 経済

山梨県 山梨県立甲府城西高等学校 情　　報 ネットワーク情報 ネットワーク情報

山梨県 山梨県立甲府東高等学校 情　　報 ネットワーク情報 ネットワーク情報

山梨県 山梨県立富士河口湖高等学校 英　　語 文 英語英米文

山梨県 市川大門町立市川中学校 社　　会 文 人文 歴史学

山梨県 忍野村立忍野中学校 社　　会 経済 経済

山梨県 山梨学院 社　　会 文 人文 社会学

新潟県 新潟県立三条高等学校 国　　語 文 日本語日本文 日本文学文化

新潟県 新潟県立十日町総合高等学校 情　　報 経営 経営

新潟県 新潟県立新津高等学校 地理歴史 商 商業

富山県 富山県立新湊高等学校 情　　報 経営 経営

富山県 富山県立高岡南高等学校 国　　語 文 日本語日本文 日本文学文化

富山県 富山県立平高等学校 英　　語 文 英語英米文

富山県 富山県立福野高等学校 国　　語 文 日本語日本文 日本文学文化

富山県 高岡市立南星中学校 社　　会 経済 経済

福井県 福井県立丹生高等学校 国　　語 文 日本語日本文 日本文学文化

福井県 北陸高等学校 地理歴史 文 人文
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所在地 実　習　校　名 実習教科
実習学生

学部 学科 専攻

新潟県 新潟県立八海高等学校 公　　民 経済 経済

新潟県 加茂市立葵中学校 地理歴史 経済 経済

長野県 長野県篠ノ井高等学校 国　　語 文 日本語日本文 日本文学文化

長野県 長野県須坂商業高等学校 商　　業 経済 会計

長野県 長野県松本県ケ丘高等学校 国　　語 文 日本語日本文 日本語学

長野県 長野下高井農林高等学校 情　　報 経営 経営

長野県 山ノ内町立山ノ内中学校 英　　語 文 英語英米文

岐阜県 岐阜県立羽島北高等学校 公　　民 経済 経済

岐阜県 中京高等学校 国　　語 文 日本語日本文 日本文学文化

岐阜県 中京高等学校 国　　語 文 国文

岐阜県 輪之内町立輪之内中学校 数　　学 ネットワーク情報 ネットワーク情報

静岡県 静岡県立御殿場高等学校 商　　業 商 商業

静岡県 静岡県立浜名高等学校 情　　報 ネットワーク情報 ネットワーク情報

静岡県 静岡県立浜松南高等学校 地理歴史 文 人文 社会学

静岡県 静岡県立富士東高等学校 公　　民 商 商業

静岡県 静岡県立吉原高等学校 英　　語 文 英語英米文

静岡県 静岡市立高等学校 国　　語 文 日本語日本文 日本文学文化

静岡県 富士市立須津中学校 社　　会 経済 経済

静岡県 三島市立南中学校 社　　会 経済 経済

静岡県 南伊豆町立南伊豆東中学校 社　　会 経済 経済

静岡県 由比町立由比中学校 社　　会 文 人文 歴史学

愛知県 名古屋市立工芸高等学校 英　　語 文 英語英米文

愛知県 名古屋経済大学高蔵高等学校 地理歴史 文 人文 歴史学

大阪府 能勢町立東中学校 数　　学 ネットワーク情報 ネットワーク情報

和歌山県 新宮市立光洋中学校 社　　会 商 商業

鳥取県 鳥取県立倉吉西高等学校 地理歴史 経済 経済

岡山県 岡山県立岡山芳泉高等学校 地理歴史 文 人文 環境地理学

岡山県 岡山県立倉敷古城池高等学校 国　　語 文 日本語日本文 日本文学文化

岡山県 矢掛町立矢掛中学校 社　　会 文学 歴史学

広島県 広島県立安芸府中高等学校 英　　語 文 英語英米文

山口県 山口県立豊浦高等学校 公　　民 経済 経済

山口県 周南市立菊川中学校 社　　会 商 商業

香川県 香川県立丸亀城西高等学校 商　　業 商 商業

高知県 土佐塾中・高等学校 国　　語 文 日本語日本文 日本語学

高知県 土佐女子中学校 英　　語 文 英語英米文

福岡県 福岡県立福岡魁誠高等学校 公　　民 経済 経済

福岡県 福岡県立戸畑高等学校 英　　語 文 英語英米文

福岡県 北九州市立菅生中学校 国　　語 文 日本語日本文 日本文学文化

佐賀県 佐賀県立唐津西高等学校 地理歴史 文 人文 歴史学

佐賀県 佐賀県立唐津東高等学校 国　　語 文 日本語日本文 日本語学

佐賀県 佐賀県立三養基高等学校 地理歴史 文 人文 歴史学

長崎県 長崎県立猶興館高等学校 商 商業

熊本県 熊本県立東稜高等学校 地理歴史 経済 経済

熊本県 熊本県立東稜高等学校 国　　語 文 日本語日本文 日本文学文化

熊本県 専修大学玉名高等学校 公　　民 商 商業

熊本県 専修大学玉名高等学校 英　　語 文 英語英米文

熊本県 熊本市立帯山中学校 社　　会 商 商業

熊本県 荒尾市立荒尾第四中学校 社　　会 文 人文 環境地理学

大分県 大分県立大分豊府高等学校 英　　語 文 英語英米文

大分県 大分県立大分舞鶴高等学校 地理歴史 商 商業

大分県 大分県立高田高等学校 国　　語 文 日本語日本文 日本文学文化

鹿児島県 鹿児島県立鹿児島南高等学校 商　　業 商 商業

鹿児島県 出水中央高等学校 国　　語 文 日本語日本文 日本文学文化

沖縄県 沖縄県立普天間高等学校 地理歴史 商 商業

東
　
　
　
海

中
　
　
　
国

四
国

九
　
　
州
・
沖
　
　
縄

近
畿

信
　
　
越
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九
州

東
海

四
国

平成16年度　教育実習先一覧（二部）

関
　
　
東

北
陸
信
越

九
州

近
畿

関
　
　
　
東

北
海
道
・
東
北

平成16年度　教育実習先一覧（神田）

所在地 実　習　館　名 実習教科
実習学生

学部 学科

群馬県 群馬県伊勢崎市立第二中学校 社　　会 法 法律

群馬県 群馬県碓氷郡松井田町立北中学校 社　　会 法 法律

埼玉県 埼玉県桶川市立西中学校 公　　民 法 法律

埼玉県 埼玉県三郷市立彦成中学校 社　　会 法 法律

千葉県 千葉県白井市立七次台中学校 社　　会 法 法律

千葉県 千葉県私立専修大学松戸高等学校 地歴・公民 法 法律

千葉県 千葉県私立専修大学松戸高等学校 地歴・公民 法 法律

千葉県 千葉県千倉町立千倉中学校 社　　会 法 法律

千葉県 千葉県千倉町立千倉中学校 社　　会 法 法律

千葉県 千葉県千葉市立蘇我中学校 社　　会 法 法律

千葉県 千葉県銚子市立銚子西高等学校 公　　民 法 法律

千葉県 千葉県船橋市立前原中学校 社　　会 法 法律

千葉県 千葉県松戸市立河原塚中学校 社　　会 法 法律

関
　
　
　
東

所在地 実　習　館　名 実習教科
実習学生

学部 学科

東京都 東京都江戸川区立松江第四中学校 社　　会 法 法律

東京都 東京都多摩市立聖ケ丘中学校 社　　会 法 法律

東京都 東京都府中市立第四中学校 社　　会 法 法律

神奈川県 神奈川県海老名市立今泉中学校 社　　会 法 法律

神奈川県 神奈川県川崎市立有馬中学校 社　　会 法 法律

神奈川県 神奈川県立秦野高等学校 日 本 史 法 法律

長野県 長野県諏訪清陵高等学校 日 本 史 法 法律

長野県 長野県長野市立北部中学校 社　　会 法 法律

静岡県 静岡県静岡市立城内中学校 社　　会 法 法律

静岡県 静岡県私立藤枝明誠高等学校 公　　民 法 法律

愛媛県 愛媛県立宇和島南高等学校 公　　民 法 法律

高知県 高知県私立土佐女子高等学校 公　　民 法 法律

大分県 大分県宇佐市立西部中学校 社　　会 法 法律

関
　
東

信
越

所在地 実　習　館　名 実習教科
実習学生

学部 学科

北海道 旭川市立春光台中学校 社　　会 法 法律

青森県 八戸市立第一中学校 社　　会 経済 経済

秋田県 秋田県立秋田北高等学校 地理歴史 経済 経済

群馬県 太田市立城西中学校 社　　会 経済 経済

群馬県 群馬県立桐生南高等学校 地理歴史 経済 経済

埼玉県 所沢市立南陵中学校 社　　会 法 法律

埼玉県 鴻巣市立鴻巣北中学校 社　　会 法 法律

埼玉県 埼玉県立鴻巣高等学校 商　　業 商 商業

埼玉県 埼玉県立飯能高等学校 公　　民 履修生

埼玉県 埼玉県立伊奈学園総合高等学校 公　　民 履修生

千葉県 印西市立小林中学校 社　　会 法 法律

千葉県 千葉県立国府台高等学校 地理歴史 経済 経済

千葉県 千葉県立松戸国際高等学校 地理歴史 履修生

千葉県 船橋市立船橋高等学校 地理歴史 法 法律

千葉県 千葉敬愛高等学校 地理歴史 法 法律

東京都 世田谷区立砧南中学校 社会 法 法律

所在地 実　習　館　名 実習教科
実習学生

学部 学科

東京都 江戸川区立小岩第三中学校 社　　会 法 法律

東京都 足立区立第十三中学校 社　　会 法 法律

東京都 北区立赤羽台中学校 社　　会 履修生

東京都 日野市立日野第四中学校 社　　会 履修生

東京都 東京都立両国高等学校 公　　民 履修生

東京都 麹町学園女子高等学校 公　　民 法 法律

東京都 京華女子高等学校 公　　民 履修生

神奈川県 神奈川県立生田東高等学校 公　　民 履修生

神奈川県 神奈川県立川崎高等学校 公　　民 法 法律

石川県 田鶴浜町立田鶴浜中学校 社　　会 履修生

新潟県 新潟県立新潟北高等学校 商　　業 商 商業

京都府 京都市立日吉ヶ丘高等学校 地理歴史 履修生

大阪府 大阪商業大学高等学校 公　　民 商 商業

和歌山県 串本町立潮岬中学校 社　　会 履修生

鹿児島県 れいめい高等学校 商　　業 履修生
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平成16年度　図書館実習先一覧

所在地 実　習　館　名
実習学生

学部 学科 専攻

栃木県 氏家町図書館 文 人文 歴史学

栃木県 高根沢町図書館 法 法律

栃木県 真岡市立図書館 経済 経済

埼玉県 本庄市立図書館 文 日本語日本文日本文学文化

千葉県 君津市立中央図書館 文 日本語日本文日本文学文化

東京都 荒川区立南千住図書館 文 日本語日本文 日本語学

東京都 国分寺市立図書館 文 人文 歴史学

東京都 府中市立中央図書館 商 商業

東京都 府中市立中央図書館 文 日本語日本文日本文学文化

関
　
　
　
東

所在地 実　習　館　名
実習学生

学部 学科 専攻

東京都 目黒区立八雲中央図書館 文 人文 哲学人間学

神奈川県 厚木市立中央図書館 文 日本語日本文日本文学文化

神奈川県 川崎市立麻生図書館 文 人文 社会学

神奈川県 川崎市立多摩図書館 法 法律

神奈川県 藤沢市総合市民図書館 文 日本語日本文日本文学文化

神奈川県 横浜市立図書館（旭図書館） 文 日本語日本文日本文学文化

神奈川県 横浜市立図書館（保土ヶ谷図書館） 文 人文 歴史学

神奈川県 横浜市立図書館（南図書館） 文 人文 哲学人間学

新潟県 柏崎市立図書館 文 日本語日本文日本文学文化

関
　
　
東

信
越

平成16年度　博物館（館務）実習先一覧

所在地 実　習　館　名
実習学生

学部 学科 専攻

岩手県 大船渡市立博物館 文 日本語日本文日本文学文化

秋田県 秋田県立近代美術館 経営 経営

秋田県 秋田県立博物館 文 人文 歴史学

山形県 山形県うきたむ風土記の丘考古資料館 文 人文 歴史学

福島県 福島県立博物館 法 法律

茨城県 下妻市ふるさと博物館 法 法律

茨城県 古河歴史博物館 文 人文 歴史学

茨城県 水戸芸術館 文 日本語日本文日本文学文化

茨城県 茨城県近代美術館 文 日本語日本文 日本語学

栃木県 栃木県立博物館 科目等履修生

群馬県 縁切寺満徳寺資料館 法 法律

群馬県 東毛歴史資料館 文 人文 歴史学

群馬県 高崎市立歴史民族資料館 文学 日本語日本文学

千葉県 市川市動植物園 文 人文 哲学人間学

千葉県 鎌ヶ谷市郷土資料館 文 人文 歴史学

千葉県 千葉県立現代産業科学館 経済 経済

千葉県 千葉県立現代産業科学館 商 商業

千葉県 千葉県立房総のむら 文 人文 環境地理学

千葉県 千葉市美術館 文 人文 哲学人間学

千葉県 流山市立博物館 文 日本語日本文日本文学文化

千葉県 野田市郷土博物館 法 法律

埼玉県 さいたま川の博物館 文 人文 環境地理学

東京都 板橋区立熱帯環境植物館 ネットワーク情報 ネットワーク情報

東京都 出光美術館 文 人文 歴史学

東京都 科学技術館 商 会計

東京都 切手の博物館 文 英語英米文

東京都 国立音楽大学楽器学資料館 文 人文 環境地理学

東京都 国立科学博物館 文 人文 歴史学

東京都 国立科学博物館 ネットワーク情報 ネットワーク情報

東京都 渋谷区立松濤美術館 文 人文 社会学

東京都 昭和のくらし博物館 経済 経済

東京都 すどう美術館 文 日本語日本文日本文学文化

東京都 すどう美術館 法 法律

東京都 調布市郷土博物館 文 国文

東京都 東京都井の頭自然文化園 経済 経済

東京都 東京都井の頭自然文化園 文 日本語日本文日本文学文化

東京都 東京都恩賜上野動物園 文 人文 歴史学

東京都 東京都葛西臨海水族園 文 人文 歴史学

東
　
　
北

関
　
　
　
　
　
　
東

所在地 実　習　館　名
実習学生

学部 学科 専攻

東京都 東京都薬用植物園 文 日本語日本文日本文学文化

東京都 日本民藝館 文 人文 社会学

東京都 日本郵政公社郵政資料館（逓信総合博物館） 法 法律

東京都 八王子市郷土資料館 経済 経済

東京都 東村山ふるさと博物館 文 人文 歴史学

東京都 東村山ふるさと歴史館 文 人文 歴史学

東京都 府中市美術館 文 日本語日本文 日本語学

東京都 物流博物館 文 人文 環境地理学

東京都 町田市立自由民権資料館 文 英語英米文

東京都 町田市立博物館 文 人文 歴史学

東京都 目黒寄生虫館 文 人文 歴史学

東京都 横山大観記念館 文 日本語日本文 日本語学

神奈川県 馬の博物館 文 人文 歴史学

神奈川県 カスヤの森現代美術館 文 人文 環境地理学

神奈川県 神奈川県立神奈川近代文学館 文 日本語日本文日本文学文化

神奈川県 神奈川県立フラワーセンター大船植物園 文 人文 歴史学

神奈川県 川崎市青少年科学館 経営 経営

神奈川県 川崎市青少年科学館 文 人文 環境地理学

神奈川県 川崎市青少年科学館 文 人文 環境地理学

神奈川県 川崎市市民ミュージアム 文 人文 歴史学

神奈川県 川崎市市民ミュージアム（映像） 文 英語英米文

神奈川県 川崎市市民ミュージアム（漫画） 文学 日本語日本文学

神奈川県 川崎市立日本民家園 経済 経済

神奈川県 川崎市立日本民家園 文 人文 哲学人間学

神奈川県 北鎌倉美術館 経済 経済

神奈川県 北鎌倉美術館 文 日本語日本文 日本語学

神奈川県 シルク博物館 商 商業

神奈川県 秦野市立桜土手古墳展示館 法 法律

神奈川県 大和市つる舞の里歴史資料館 文 日本語日本文日本文学文化

神奈川県 横浜開港資料館 文 人文 歴史学

神奈川県 横浜こども科学館 文 日本語日本文日本文学文化

山梨県 山梨県立文学館 文 日本語日本文日本文学文化

新潟県 上越市立総合博物館 文 日本語日本文 日本語学

長野県 上田市立信濃国分寺資料館 科目等履修生

長野県 塩尻市立平出博物館 文 日本語日本文日本文学文化

広島県 日本はきもの博物館 文 人文 哲学人間学

香川県 香川県歴史博物館 文 人文 歴史学

熊本県 玉名市立歴史博物館こころピア 文 人文 歴史学

関
　
　
　
　
　
　
　
　
東

信
　
越

中
国

四
国
九
州
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卒業年・学部・学科 就　　職　　先 職　名 教　科就職
年度

平
　
成
　
13

年
　
度

平
　
成
　
14

年
　
度

主な教員就職先一覧

平10 経済 ・ 経済 千葉県立市原八幡高等学校 非 常 勤 公 　 　 民

平10 経済 ・ 経済 横手市立鳳中学校 専 　 任 社 　 　 会

平 6 法　 ・ 法律 さいたま市立三室小学校 専 　 任

平 9 法　 ・ 法律 国分寺市立第二小学校 専 　 任

平10 法　 ・ 法律 八戸工業大学第二高等学校 非 常 勤 公 　 　 民

平11 法　 ・ 法律 尼崎市立武庫北小学校 非 常 勤

平11 法　 ・ 法律 横浜市立原中学校 非 常 勤 社 　 　 会

平12 法　 ・ 法律 江戸川区立二之江中学校 非 常 勤 社 　 　 会

平13 法　 ・ 法律 柏高等技術学園 専 　 任 公 　 　 民

平12 経営 ・ 経営 東京都経営短大村田女子高等学校 専 　 任 商 　 　 業

平12 商　 ・ 商業 群馬県立前橋商業高等学校 非 常 勤 商 　 　 業

平12 商　 ・ 商業 静岡県立相良高等学校 専 　 任 商 　 　 業

平13 商　 ・ 商業 甲府市立甲府商業高等学校 期 限 付 商 　 　 業

平13 商　 ・ 商業 静岡県立焼津水産高等学校 常 　 勤 商 　 　 業

平12 文　 ・ 国文 座間市立相模中学校 常 　 勤 国 　 　 語

平13 文　 ・ 国文 水原町立水原中学校 専 　 任 国 　 　 語

平13 文　 ・ 国文 日出女子学園中・高等学校 期 限 付 国 　 　 語

平13 文　 ・ 国文 目白学園中・高等学校 非 常 勤 国 　 　 語

平 4 文　 ・ 人文 えびの高原国際高等学校 専 　 任 地 理 歴 史

平 8 文　 ・ 人文 新潟県立巻工業高等学校 専 　 任 地 理 歴 史

平12 文　 ・ 人文 横浜市立浜中学校 専 　 任 社 　 　 会

平12 文　 ・ 人文 北海道羽幌高等学校 専 　 任 公 　 　 民

平13 文　 ・ 人文 流山市立小山小学校 期 限 付 生　活　科

平13 文　 ・ 人文 不二女子高等学校 期 限 付 地歴・公民

平11 院文 ・ 修士 狭山ケ丘高等学校 専 　 任 国 　 　 語

平12 院文 ・ 修士 熊本中央女子高等学校 非 常 勤 国 　 　 語

平13 院文 ・ 修士 東海大学付属高輪台高等学校 非 常 勤 英 　 　 語

平13 院文 ・ 修士 新田町立生品小学校 非 常 勤 社 　 　 会

平14 経済 ・ 経済 川北町立川北小学校 非 常 勤

平14 経済 ・ 経済 神奈川県立高津養護学校 非 常 勤

平14 法　 ・ 法律 一宮町立一宮中学校 常　　勤 社　　　会

平12 商　 ・ 商業 東京実業高等学校 非 常 勤 商　　　業

平14 商　 ・ 商業 山梨県立高等学校 期間採用 商　　　業

平14 文　 ・ 国文 田原町立田原中学校 常　　勤 国　　　語

平 9 文　 ・ 英米文 東海大学菅生高等学校 専　　任 英　　　語

平10 文　 ・ 英米文 品川区立三木小学校 専　　任

平10 文　 ・ 英米文 東京都内養護学校 専　　任 英　　　語

平11 文　 ・ 英米文 柏木学園高等学校 専　　任 英　　　語

平11 文　 ・ 英米文 八王子市立四谷中学校 専　　任 英　　　語

平11 文　 ・ 英米文 福島高等学校 専　　任 英　　　語

平12 文　 ・ 英米文 宮城県迫桜高等学校 専　　任 英　　　語

平12 文　 ・ 英米文 青梅市立第二小学校 専　　任

平13 文　 ・ 英米文 騎西町立騎西中学校 非 常 勤 英　　　語

平14 文　 ・ 英米文 正則学園高等学校 非 常 勤 英　　　語

平14 文　 ・ 英米文 松任市立松任中学校 非 常 勤 英　　　語

平14 文　 ・ 英米文 大田区立馬込中学校 専　　任 英　　　語

平14 文　 ・ 英米文 福島県立喜多方商業高等学校 非 常 勤 英　　　語

平14 文　 ・ 英米文 報徳学園高等学校 非 常 勤 英　　　語

平14 院文 ・ 修士 川崎市立西中原中学校 非 常 勤

平14 院文 ・ 修士 岩手県立盛岡商業高等学校 専　　任 地歴・公民

平14 院文 ・ 修士 杉並学院高等学校 非 常 勤 英　　　語

Vol.7-本文*  05.11.16 16:27  ページ 52



53

デ
ー
タ
編
�

資格課程年報『パッソ ア パッソ』�No.7/16

卒業年・学部・学科 就　　職　　先 職　名 教　科就職
年度

平
　
成
　
15

年
　
度

平
　
成
　
16

年
　
度

主な教員就職先一覧

平15 経済 ・ 経済 秦野市立堀川小学校 指導助手

平15 経済 ・ 経済 新利根町立太田小学校 期 限 付

平15 経済 ・ 経済 福岡第一高等学校 常　　勤 地理歴史

平15 経済 ・ 経済 館山市立船形小学校 非 常 勤 国語・社会・図工

平15 法　 ・ 法律 野木町立野木第二中学校 常　　勤 社　　　会

平15 法　 ・ 法律 川口町立川口中学校 非 常 勤 数　　　学

平15 法　 ・ 法律 湯之谷村立湯之谷中学校 非 常 勤 数　　　学

平15 経営 ・ 経営 静岡県立田方農業高等学校 非 常 勤 商　　　業

平13 商　 ・ 商業 船橋市立船橋高等学校 非 常 勤 商　　　業

平15 商　 ・ 商業 群馬県立前橋商業高等学校 非 常 勤 商　　　業

平15 商　 ・ 商業 専修大学北上高等学校 常　　勤 商　　　業

平15 商　 ・ 商業 東京都立荒川商業高等学校（定時制） 非 常 勤 商　　　業

平12 文　 ・ 国文 群馬県内公立小学校

平12 文　 ・ 国文 福島県立福島南高等学校 常　　勤 国　　　語

平15 文　 ・ 国文 倉敷市立児島中学校 非 常 勤 国　　　語

平15 文　 ・ 国文 鶴岡東高等学校 常　　勤 国　　　語

平 4 文　 ・ 英米文 大田区立田園調布中学校 専　　任 英　　　語

平11 文　 ・ 英米文 作新学院高等学校 専　　任 英　　　語

平13 文　 ・ 英米文 新鶴村立新鶴中学校 非 常 勤 英　　　語

平13 文　 ・ 英米文 川崎市立御幸中学校 常　　勤 英　　　語

平13 文　 ・ 英米文 三郷市立彦成中学校 専　　任 英　　　語

平15 文　 ・ 英米文 新潟県立佐渡高等学校 期 限 付 英　　　語

平15 文　 ・ 英米文 正則学園高等学校 非 常 勤 英　　　語

平15 院経営・ 修士 埼玉県立所沢西高等学校 専　　任 情　　　報

平14 院文 ・ 修士 獨協埼玉中・高等学校 専　　任 地理歴史

平15 院文 ・ 修士 神奈川県立生田東高等学校 非 常 勤 情報・総合学習

平15 院文 ・ 修士 朋優高等学校 専　　任 英　　　語

平16 経済 ・ 経済 郡山市立小原田中学校 非 常 勤 社　　　会

平16 経営 ・ 経営 学校法人立教学院（立教新座中学校・高等学校） 非 常 勤 情　　　報

平16 商　 ・ 商業 学校法人川島学園（鹿児島実業高等学校） 期 限 付 商　　　業

平16 商　 ・ 会計 学校法人明昭学園（岩倉高等学校） 非 常 勤 商　　　業

平16 商　 ・ 会計 学校法人佐藤栄学園 専　　任 商　　　業

平16 文　 ・ 英米文 石毛町立石毛西中学校 非 常 勤 英　　　語

平16 文　 ・ 英米文 株式会社社会教育事業団（武蔵国際総合学園） 期 限 付 英　　　語

平16 文　 ・ 英米文 黒磯市教育委員会 常　　勤 英　　　語

平16 文　 ・ 人文 学校法人福田学院（東和大学附属昌平高等学校） 非 常 勤 地理歴史

平16 文　 ・ 人文 北区内小学校 非 常 勤

平16 院経営・ 修士 宮崎県立富島高等学校 専　　任 商　　　業

平16 院経営・ 修士 学校法人沼津精華学園（沼津中央高等学校） 専　　任 商業・情報

平16 院文 ・ 修士 新潟県立新潟西高等学校 専　　任 英　　　語

平16 院文 ・ 修士 学校法人拓殖大学（拓殖大学第一高等学校） 非 常 勤 地理歴史

平15 法　 ・ 法律 学校法人湘南白百合学園（湘南白百合学園中学高等学校） 非 常 勤 情　　　報

平12 文　 ・ 人文 松戸市立六実第二小学校 専　　任 全　　　科

平15 法　 ・ 法律 松戸市立牧野原小学校 専　　任 全　　　科

平15 文　 ・ 英米文 あきる野市内小学校 専　　任 全　　　科

平 9 商　 ・ 商業 学校法人開成学園（大宮開成高等学校） 非 常 勤 商　　　業

平15 文　 ・ 英米文 川崎市立平間中学校 非 常 勤 英　　　語
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卒業年度・学部・学科 勤務先

平14 経・経済 千葉明徳短期大学図書館

平 8 法・法律 瀬高町立図書館準備室（福岡県）

平 9 法・法律 日外アソシエーツ（株）

平11 商・商業 有隣堂

平 6 文・国文 下妻市立図書館準備室（茨城県）

平 8 文・国文 杉並区立中央図書館（東京都）

平 8 文・国文 桂村立図書館（茨城県）

平 9 文・国文 八街市立図書館（千葉県）

平10 文・国文 鵞湖書房

平10 文・国文 長岡市立中央図書館（新潟県）

平12 文・国文 青山学院女子短期大学図書館

平13 文・国文 実践女子大学図書館

平13 文・国文 相模原市立相模大野図書館（神奈川県）

昭和46 文・人文 東京福祉商経専門学校図書室

昭和57 文・人文 市川市東国分中学校

平 8 文・人文 東京大学法学部図書館

平 9 文・人文 見附市立図書館（新潟県）

平 9 文・人文 女子栄養大学図書館

平 9 文・人文 東京医科大学図書館

平11 文・人文 葛飾区立四ツ木地区図書館（東京都）

平12 文・人文 専修大学図書館

平14 文・国文 専修大学図書館

平12 文・人文 藤沢市立中央図書館（神奈川県）

平14 商・商業 日本原子力研究所研究情報部情報メディアライブラリー

平14 法・法律 （株）雄松堂書店

平15 文学・歴史学 国士舘大学鶴川図書館

司書課程・司書教諭課程主な就職先一覧（図書館／図書関係）

学芸員課程主な就職先一覧

宮城県一迫町役場 山武郡埋蔵文化財センター

秋田県埋蔵文化財センター 国立西洋美術館

下妻市ふるさと博物館 調布市郷土博物館

玉造町資料館 東京国際美術館

栃木県埋蔵文化財センター 東京都埋蔵文化財センター

栃木県立博物館 明治大学考古学博物館

群馬県埋蔵文化財センター 福井県立博物館

富岡市立美術博物館福沢一郎記念美術館 高山市歴史民俗資料館

入間市郷土博物館 ＭＯＡ美術館

鳥羽水族館 行田市郷土博物館

高松市歴史資料館 埼玉県埋蔵文化財センター

浦和市くらしの博物館民家園 逓信総合博物館

矢島町立郷土資料館 野田市郷土博物館

乃村工藝社 町田市フォトサロン

（東京）電力館

勤　務　先
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平成16年度　資格課程年間行事表

月�

教 　 職 　 課 　 程 � 司　書　課　程� 司書教諭課程� 学　芸　員　課　程�

行　　　　　事� 行　　　事� 行　　　事� 行　　　　事�

教職・司書・司書教諭・学芸員課程履修ガイダンスおよび各種納金（全学年）�

履 　 修 　 届 　 お 　 よ 　 び 　 履 　 修 　 修 　 正（全学年）�

夏　　　　　期　　　　　休　　　　　暇�

後期試験・学年末試験（全　学　年）�

後期・学年末追試験（全　学　年）�

介護等体験オリエンテーション�

図書館実習� 4 博物館実習（館務実習）� 3・4

4

3

3

3・4

上　旬�

前　期　試　験　（全　学　年）�

前  期  追  試  験　（全　学　年）�

夏期休暇（7月下旬～9月上旬）�

中　旬�

教育実習事前ガイダンス�

司書教諭修了証書�

申請ガイダンス�

（３年次までに司書�

教諭の単位をすべ�

て取得した者対象）�

博物館実習事前ガイダンス�

教育実習登録ガイダンス�

教育実習内諾書の提出�

上　旬�

上　旬�

上　旬�

上　旬�

3実習希望校との内諾交渉�

2・3博物館実習登録ガイダンス�
（第１回）�

実習希望博物館との内諾交渉� 2・3

博物館実習登録ガイダンス�
（第２回）�

2・31～4教育学会�

上　旬�

上　旬�

下　旬�

～
�

4教育実習開始�
（5月下旬～9月中旬）�

介護等の体験開始�
（6月下旬～2月初旬）�

3・4博物館見学実習�

4教員免許状授与願ガイ�

ダンス�

1～4専修大学英語科教育研究会�

1～4司書課程就職�
（進路）相談会�

1～4教職公開講座�

4

4

教員免許状一括申請ガ�

イダンス�

中　旬�

中　旬�

中　旬�

中　旬�

3・4

3・4

3・4

介護等体験事前講習会�下　旬�

下　旬�

下　旬�

下　旬�

下　旬�

対 象 �

年 次 �

対 象 �

年 次 �

対 象 �

年 次 �

対 象 �

年 次 �

学芸員資格取得証明書申�
請手続き�

4

博物館実習承諾書の提出� 2・3

司書教諭修了証書�

申請ガイダンス�

（４年次に司書教�

諭の単位を履修し�

ている者対象）�

4

学芸員資格取得証明書の交付� 4教員免許状の交付� 4

教職特別講座� 1～4

課程�

４月�

５月�

６月�

７月�

８月�

９月�

10月�

11月�

12月�

１月�

２月�

３月�
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１．開 催 日 平成16年10月２日（土）

２．時　　間 13：30～17：00 （17：30～19：00 反省・情報交換会）

３．場　　所 生田校舎　８号館　（ル･クラブ･ドウ専修（グリーントップ３階） 反省・情報交換会）

４．参加者数 88名

５．内　　容

〔全体講師〕

（教職員の望ましいあり方および現在の教育課題について）

〔教科講師〕

〈タイムテーブル〉

平成16年度　教職公開講座開催結果

56

講　　師
岩　田　公　夫　先生（本学文学部卒業）

（元横浜市立中村小学校校長、現横浜市立大岡山地区センター館館長）

講　　　　　　　師
勤　　務　　先 科　　目（卒業年･学部･学科）

渡邉　克也　先生
茨城県立土浦第三高等学校 国　　　語

（昭和62年３月文学部国文学科卒業）

水澤　一洋　先生
新潟県立新潟西高等学校 英　　　語

（平成14年３月文学部英米文学科卒業）

岩本　知之　先生
静岡県掛川市立原野谷中学校 社　　　会

（平成11年３月商学部商業学科卒業）

佐々木 究　先生
東京都立八王子東養護学校 地歴・公民

（平成14年３月法学部法律学科卒業）

津久井　孝明　先生
群馬県立館林商工高等学校 商　　　業

（平成14年３月経済学部経済学科卒業）

駒形　潤治　先生
静岡県私立沼津中央高等学校 情　　　報

（平成14年３月経営学部経営学科卒業）

西之宮　徹　先生
神奈川県横浜市立緑小学校 小　学　校

（平成11年３月経済学部経済学科卒業）

時　　間 内　　　　　容 場　　所

13：30～13：40
挨　拶

822教室
委員長　経済学部　教授　矢　吹　芳　洋
現職教員からの提言①
英語 821教室

13：50～14：20 商業 822教室
社会 823教室
国語 824教室
現職教員からの提言②

14：30～15：00
情報 821教室
地歴・公民 823教室
小学校 824教室
現職教員とのディスカッション

15：10～15：50
商業・情報 821教室
社会・地歴・公民 823教室
英語・国語・小学校 824教室

15：50～16：00 休　憩10分（822教室に移動）

16：00～17：00
採用者側からの助言

822教室
（講師紹介：商学部　教授　蔭山　雅博）

17：30～19：00 終了後、反省・情報交換会
ル･クラブ･ドウ専修
（グリーントップ３階）
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１．開 催 日 平成17年３月17日（木）・18日（金）・23日（水）・24日（木）・25日（金）

２．時　　間 ①13：00～14：40 ②14：50～16：30 １コマ100分　２コマ

３．場　　所 生田校舎　４号館　２階　423教室（424教室）

４．参加者数 延べ58名

５．内　　容

１．開 催 日 平成16年８月21日（土）

２．時　　間 12：20～16：00（受付12：00～）

３．場　　所 生田校舎　９号館

４．参加者数 32名

５．内　　容

１．開 催 日 平成17年１月14日（金）

２．時　　間 16：20～18：00

３．場　　所 生田校舎　４号館　２階　422教室

４．ゲ ス ト 阿久津裕美（筑波大学大学院図書館情報メディア研究科）

５．参加者数 10名

６．内　　容 大学院進学および図書館関連の就職などについて、ゲストを交えての懇談。

平成16年度　教職特別講座開催結果

平成16年度　第13回専修大学英語科教育研究会開催結果

平成16年度　司書課程就職（進路）相談会開催結果

57

時　　間 内　　　　　容

12：00～ 受付

12：20
開会
司会：文学部教授　上村　妙子

12：20～13：30
「個に応じた英語授業過程の改善：大学の現場から」
文学部　教授　田邉　祐司

13：30～14：30
「インタラクションを通した授業改善」
鹿嶋市立平井中学校教諭　長尾　剛
コーヒー・ブレーク
談話会「英語の授業：悩み交換」

14：45～15：45
進行：大田区立東中学校教諭　渓内　明
アドバイザー：元文学部　教授　伊部　哲

文学部　教授　上村　妙子
15：45～16：00 総会・終了

開　催　日 内　　　容 講　　　師 参加者数

３月17日（木） 一般教養（理科①②） ネットワーク情報学部助教授
９名

香山　瑞恵
３月18日（金） 一般教養（数学①②） 専修大学附属高等学校教諭

８名
長谷川　素道

３月23日（水） ①小論文対策 横浜市中村地区センター館館長
②面接・場面指導対策 岩田　公夫（元横浜市立中村小学校校長）

神奈川県立三崎水産高等学校 19名
総括教頭　新井　由紀男

経済学部教授　　　矢吹　芳洋
３月24日（木） 教育法規・教育時事 経営学部教授　　　嶺井　正也 19名
３月25日（金） 数学科教育法研究１・２ ネットワーク情報学部兼任講師　小原　豊 ３名
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平成16年度　資格課程教員紹介
《教職》

所属学部 職　名 氏　名 主要な担当科目

経済学部 教　　授 矢吹　芳洋 公民科教育論

経済学部 助 教 授 青木みのり 発達･学習心理学

法 学 部 教　　授 広瀬　裕子 教育行政学

法 学 部 教　　授 渡部　　光 比較教育学

法 学 部 講　　師 鈴木　秀光 法律学

経営学部 教　　授 嶺井　正也 教育行政学

経営学部 助 教 授 中村　太一 英語科教育論Ⅱ

商 学 部 教　　授 蔭山　雅博 地理歴史科教育論

商 学 部 教　　授 中野　育男 商業科教育論

商 学 部 助 教 授 小峰　直史 特別活動論

文 学 部 教　　授 新井　勝紘 日本史

文 学 部 教　　授 上原　秀明 地理学

文 学 部 教　　授 江崎　雄治 地誌学

文 学 部 教　　授 鐘ヶ江晴彦 教育社会学

文 学 部 教　　授 上村　妙子 英語科教育論Ⅰ

文 学 部 教　　授 田邊　祐司 教育実習Ⅰ（英語）

文 学 部 教　　授 仲川　恭司 書道科教育論

文 学 部 助 教 授 高橋　龍夫 国語科教育論Ⅰ

ネットワーク 教　　授 青木　憲二 数学科教育論Ⅰ情報学部

ネットワーク 教　　授 砂原　由和 教育方法論情報学部

ネットワーク 助 教 授 香山　瑞恵 情報科教育論情報学部

経済学部 兼任講師 大熊　光穂 心理学

経済学部 兼任講師 佐藤　由美 社会科教育論Ⅰ

経済学部 兼任講師 斉藤　利彦 社会科教育論Ⅰ

経済学部 兼任講師 菅澤　康雄 特別活動論

法 学 部 兼任講師 柏木　　敦 道徳教育論

法 学 部 兼任講師 関根　照彦 法律学

法 学 部 兼任講師 樋口　州男 日本史

法 学 部 兼任講師 広井多鶴子 教育原論

法 学 部 兼任講師 油井原　均 教育課程論

経営学部 兼任講師 田口　康明 比較教育学

経営学部 兼任講師 東　　宏行 教育職員論

商 学 部 兼任講師 飯森　富夫 日本史

商 学 部 兼任講師 井出　功孝 特別活動論

商 学 部 兼任講師 神山　安弘 地理歴史科教育論

商 学 部 兼任講師 小瑶　史朗 社会科教育論Ⅱ

商 学 部 兼任講師 谷　　秀雄 倫理学

商 学 部 兼任講師 前川　明彦 地理学

商 学 部 兼任講師 毛利　豊史 倫理学

文 学 部 兼任講師 荒川　　葉 教育原論

文 学 部 兼任講師 大熊　　徹 国語科教育論Ⅰ

文 学 部 兼任講師 岡　　秀一 地誌学

文 学 部 兼任講師 長阪　朱美 英語科教育論Ⅰ

文 学 部 兼任講師 小林　基男 外国史

所属学部 職　名 氏　名 主要な担当科目

文 学 部 兼任講師 澤邉　和浩 外国史

文 学 部 兼任講師 角田　清美 地誌学

文 学 部 兼任講師 西田　暢子 外国史

文 学 部 兼任講師 富士原紀江 教育方法論

文 学 部 兼任講師 山添　　謙 地理学

ネットワーク 兼任講師 小原　　豊 教育方法論情報学部

《司書・司書教諭》

所属学部 職　名 氏　名 主要な担当科目

経営学部 助 教 授 荻原　幸子 図書館概論

経済学部 兼任講師 中島　　宏 マスコミュニケーション

経済学部 兼任講師 御園生　純 生涯学習概論

法 学 部 兼任講師 斎藤憲一郎 情報検索

法 学 部 兼任講師 田中　　功 情報検索

法 学 部 兼任講師 水上　和則 情報機器論

経営学部 兼任講師 竹内　紀吉 図書館サービス論

経営学部 兼任講師 丸山　光枝 学習指導と学校図書館

文 学 部 兼任講師 小黒　浩司 図書及び図書館史

文 学 部 兼任講師 歌田　明弘 マスコミュニケーション

文 学 部 兼任講師 汐崎　順子 児童サービス論

文 学 部 兼任講師 須賀　千恵 図書館経営論

文 学 部 兼任講師 千葉　　治 コミュニケーション論

文 学 部 兼任講師 中島　玲子 情報サービス概説

文 学 部 兼任講師 長谷川幸男 児童サービス論

文 学 部 兼任講師 森園　　繁 図書館資料論

《学芸員》

所属学部 職　名 氏　名 主要な担当科目

経営学部 教　　授 内田　欽三 博物館学

文 学 部 教　　授 亀井　明 博物館実習
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編集後記�

専修大学資格課程年報「パッソ・ア・パッソ　第７号」をお届けします。�

基本的な編集方針は従来通りですが、本年度は新たに、資格課程の四年間をわかりやすく紹介する案内図

を、目次の次に掲載いたしました。より多くの方々にこの年報を読んでいただきたいという編集委員会の

期待を込めた試みです。�

　商学部の中野育男先生には全国私立大学教職課程協議会の議論の様子を、また、同じく商学部の小峰直

史先生には在外研究でご経験されたプロジェクトの様子をご紹介いただき、資格課程の今後を考える良い

刺激を与えていただきました。さらに、文学部の片桐一彦先生、兼任講師の千葉治先生、同じく兼任講師

の御園生純先生にご執筆をお願いいたしました。みなさまお忙しい中、原稿の依頼をお引き受け下さり、

ありがとうございました。また、例年通り各課程の卒業生の方々、および各課程の実習を終えた学生諸君

からも貴重な体験談をお寄せいただきました。みなさまのご寄稿に感謝いたします。�

　最後になりましたが、編集作業に携わっていただきました教務課の皆様にもこの場を借りて、改めてお

礼申し上げます。�
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